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世界 に 名 を 馳せ る 巨大 財閥 の 長 で ある 三島 平八 。 彼 が 主催 する 世界 規模 
の 格闘 大 会 。 そ れ は いつ し か 『The King Of Iron Fist Tournament;」 
と 呼ば れる よう に な っ た 。 

前 大 会 か ら ? 年 後 、 今 回 の 大 会 は 行方 不明 に な っ た 三島 平八 に 代わ り 、 
現 三 島 財閥 の 当主 で ある 三島 一 八 の 主催 に よる も の で 、 前 回 の 出場 者 は 自 
ら の 技 に さら な る 磨き を か け 、 ま た 世界 各国 か ら 武 術 に 精通 し た 格闘 家 が 
新た に 名 乗り を 上 げ て いる 。 

最強 の 拳 、 叶 孝 」 kota こ ・ 


三島 流 喧 嘩 空手 の 達人 。 も と 三島 財閥 の 長 。 be 
八 の 父 。 自 ら が 主催 し た 前 の 格闘 大 会 で 一 八 に 
敗れ 、 財 産 の すべ て を 失う 。 悪事 を 重ね る ここ 
に か まけ 、 修行 を 怠っ た こと を 悔い 、 山 ご も り 
を する 。 一 八 が 第 P 回 大 会 を 開催 する と 聞き 下 
山 。 再び 帝王 に 君臨 すべ く 髪 を と が か がら せる 。 
国籍 : お そら く 日 本 

格闘 スタ イル : 三島 流 貴 嘩 空手 

年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 54 歳 、180cm、82kg、 巳 弄 


仕事 : 修行 
趣味 : 下駄 収集 
好き な も の : 世界 平和 


Character’s View 
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銀髪 の 悪魔 


中 国人 
三島 流 喧嘩 空手 + マー シャ ルアー 


国籍 : 日 本 

格闘 スタ イル : 三島 流 喧嘩 空手 + マー シャ ルアー ツ 
年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 57 歳 、178cm、55kg、 人 A 型 
仕事 : カズ ヤ の 秘書 及び 雑用 

趣味 : ハン グラ イダ ー、 パ ラグ ライ ダー、 峰 揚げ 
好き な も の : タバ コ (特に メン ソー ル 系 ) 
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柔道 を バー ス と し た 総合 格闘 技 を 使う 。 熱血 的 に 格闘 


か 大 好き な 格闘 バカ 。 無職 。 ウ ィ リ ー・ ウ ィ リ アム ス Y ーー 
に あこ が れ て 格闘 技 を 始め た 少年 も 念 で は 世界 有数 の 。 // 0 
ーー と な っ た 。 よ り 強 い 相手 を 求め て 参戦 し た 前 大 し 

へ で は 、 熊 退治 に は 成功 する か 、 力 を 出し 切り 優勝 に ER 
及ば な か っ た 。 再び 修行 し 、 柔 術 に 磨き を か け 今 度 こ に の 
そ 世 界 有 数 の 格闘 家 を 目指 す 。 ' [ 

国籍 : アメ リカ 


格闘 スタ イル : 柔道 を ベー ス と し た 総合 格闘 技 
年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 57 歳 、187cm、81kg、 型 
仕事 : 無職 ( 金 が な く な る と 用 心 棒 も し く は スト 
リー ト フ ァ イ ト で 稼ぐ ) 

趣味 : オー トバ イ 
好き な も の : ビザ 


Character’s View 


国籍 : 三島 平八 の ペッ ト 

格闘 スタ イル : 平八 流 熊 真 拳 

年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 人 間 で 言え ば P 一 OB 歳 、 p80cm、210kg、 や ? 型 
仕事 : 無職 
趣味 : 昼寝 
好き な も の : 人 和 肉 、 三 島 平作 
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較 返し 技 相手 の 攻撃 に 合わ せ て 財 or 


風間 家 に 代々 伝わる 武術 で ある 風間 流 古 武 術 を 使う 。 
保護 団体 W. W. W. C. の 密輸 動物 監視 官 。 屋久 島 の 目 
中 で 育ち 、 風 間 合 気 柔術 の 秘伝 を 伝授 され る が 、 東 京 
く 暮 らし て 神秘 的 な も の へ の 興味 を 失う 。 あ る 晩 父親 6 
霊 を 見 て 、 vw ザワ awe 


と て いる 。 


国籍 : 日 本 
格闘 スタ イル : 風間 流 古 武術 
年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : pp 歳 、170cm、54kg、AB 弄 
仕事 : 自然 保護 団体 の 密輸 動物 監視 官 
趣味 : バー ド ・ ウ ォ ッ チン グ 

好き な も の : 森林 浴 
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国籍 : 中 国 

格闘 スタ イル : 心 意 太 合 拳 
5 記 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 84 歳 、I65m、5Bkg、 晶 型 
NN 仕事 : 普段 は 野菜 作り を し て いる 


趣味 : 特に な し 
好き な も の : 早朝 の 空気 
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鬼灯 記 ( お う 5 に ・ 0 の し Ro PO 
真空 刈 脚 ( し ん くう か りあ い ) 

刈 脚 流 雲 墜 ( か りあ し りゅう うん つい 
流 填 隊 ( り ゅ うう ん つい ) 

避 動 下 蹴り (すい けい し た げ り ) 
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泰山 白鷺 (た : い ざん くろ) 。。 
以 連 衛 腹 ( す 、 すい れん 

以 動 刈 脚 ( す ! すい れん か りあ 
酸 掌 拳 ( か すみ し ょ うけ ん ) 
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Ee 相手 の 攻撃 に 合わ せ て (ag TE 】 返し 投げ 技 
EN 員 語 0 接 は コマ ン ド が 共通 で 、 自 動 的 に 攻撃 に 合わ せ て モー ショ ン が 変わ る 。 
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独自 に 編み 出し た 拳法 を 使う 。 香 港 国際 警察 の ナン バ 
ー ワ ン 捜 査 官 。 飛行機 事故 で 死ん だ 同僚 の 後 を 継い で 、 
香港 マフ ィ ア の 資金 流出 の 謎 を 追う 。 同 じ 飛 行 機 事故 
で 死ん だ 会 計 士 が 、 マ フィ ア の 重要 書類 を 持ち 出し 一 
八 の も と へ 逃亡 し よう と し て いた らし い 。 ウー ロン は 
格闘 大 会 に 出る こと で 、 一 八 へ の 接近 を 図 ろ うこ する 。 


国籍 : 中 国 

格闘 スタ イル : 拳法 

年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : P6 歳 、175cm、B5kg、A 型 
仕事 : 警察 官 

趣味 : 映画 鑑賞 ド 
好き な も の : SONY 製 品 


NU) ーー の 
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国籍 : アメ リカ 

格闘 スタ イル : キッ クボ クシ ング 

年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 3p 歳 、190cm、85kg、A 型 
仕事 : 一 八 の 私 設 部 隊 の メン バー 
趣味 : 拳銃 収集 

好き な も の : 火薬 
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攻撃 種類 


相手 頭 側 で 寝 た 状態 て W-W “ ーー 
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旋風 連 脚 (せん ぶ ぷう れん きゃ く ) 
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龍 声 下段 脚 (りゅう せい げ だ ん きゃ く ) 
龍 声 中 段 脚 (りゅう せい ちゅ うだ ん きゃ く ) 
狼 牙 揺 肛 撃 (ろう が よう し ん げき ) 
狼 牙 虎 貴 山 ( ろ う が こ そん ざん ) 

授 赴 撃 ( よ うし ん げき ) 
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骨 法 と 合気道 使い こなす 。 ア イル ラン ド 人 の 暗殺 者 。 妹 の アン 
ナ と 仲 が 悪く 、 お 互い に 相手 を 殺 そ うと する ほど 憎み あっ て いる 。 
死 の 床 に ある ニー ナ の 父親 は 、 二 人 を 呼び 寄せ 仲直り させ よう と 
する 。 そ の 席 で も 姉妹 は 激しく い が み あう 。 ニ ー ナ と アン ナ は 、 
今 大 会 で 争い に 決着 を つけ よう と する 。 


国籍 : アイ ル ラ ンド 

格闘 スタ イル : 骨 法 、 合 気道 を ベー ス と し た 暗殺 格闘 術 

年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : pp 歳 、161cm、49kg、A 型 

仕事 : 暗殺 

趣味 : 旅行 

好き な も の : トム (アニ メ 「 ト ム と ジェ リー」 の )、 ミ ルク ティ ー、 ス コッ チ 
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立 逆 脇 固 中 - 作 委 の PE。 


国籍 : アイ ル ラ ンド 
格闘 スタ イル : 骨 法 二 合 気道 (三島 流 喧嘩 空手 も 少々 ) 
年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 0 歳 、163cm、49kg、A 型 2 
仕事 : 学生 趣味 : 旅 行 

好き な も の : ジェ リー (アニ メ 『 ト ム と ジェ リー, 

の )、 エ スプ レッ ソコ ー ヒ ー、 赤 ワイ ン 
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腕 挫 腹 固 ( う で ひし き は ら が た め )(] 間 中 る safe Te 投げ 技 

首 捨 顔 固 (< ぴ ひ ね りか お が た め ) 1 中 Og 投げ 技 

解 挟 み ( か に ば さ み )⑰ , 投げ 技 

アキ レス 騰 固 (あさ きれ す けん が た め )3 foals TY 投げ 技 

膝 十字 固 ( ひ ざ じ ゅ うじ が た め ) sloele {fe 投げ 技 

回 転 ア キレ ス 腫 固 (か いて ん あき れ す け ん が た め a aa Ya 投げ 技 

前 転 腕 十 字 固 (ぜん て ん う で じゅ うじ が た め ) eee ぁ デ 投げ 技 

ひび つう た め ) に 『 投げ 技 

下 、 ポ 所 
に 下 、 下 、 中 


ク グリー クア タッ クコ ン ボ 


と 4 コ Se57POT 
ラビ 、 ッ ド コン ボ & 双 掌 破 
ジャ ミン グ コ ン ボ & ラ イト アッ パー 
ジャ ミン グ コ ン ボ & ラ イト ロー キッ ク 
ジャ ミン グ コ ン ボ & ラ イト ハイ キッ ク 
ラン ディ ング キッ ク & ラ イト アッ パー 
ラン ディ ング キッ ク & レ フト ミド ルキ ッ ク (orSora) § ま RE 
ラン ディ ング キッ ク & ラ イト ハイ キッ ク lorSora) Rg 
8 
| ウイ ンズ エッ ジコ ン ボ ee - 際 ro an こち と 
下 、 中 
上 (中 ) ミ 上 s 正 \ 直 
RE 


マー シャ ルアー ツ の 達人 。 チャ イナ タウ ン の 武道 場 
の 経営 者 。 前 の 大 会 で 吉光 が ば ら ま いた お 金 を 元 手 
に 、 自 分 の 道場 を 営ん で いる 。 彼 の 留守 中 に 、 謎 の 
男 が 道場 破り に あら われ た 。 弟子 た ち は こ と ご と く 
打ち 負 か さ れ 、 重傷 を 負う 者 まで 出る 。 ロウ は この 
こと に 激しい 屈辱 感 を 抱き 、 道 場 の 名 準 の た め に 格 
闘 大 会 に 参加 する 。 


国籍 : アメ リカ 

格闘 スタ イル : マー シャ ルアー ツ 

年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 7 歳 、179cm、59kg、 日 型 
仕事 : 中 華 料 理 店 勤務 の か た わら 拳法 道場 の 師 寺 
代 を つと め る 

趣味 : 釣り 

好き な も の : お 金 


Ru 


| Character’s View 


BAEK DO0 SAN ess- 


グ ・ ホ ー ク 


人 テコ ンド ー リ 


国籍 韓国 

格闘 スタ イル : テコ ンド ー 

年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 67 歳 、18Ucm、7DKkg、 日 型 
仕事 : 格闘 家 

趣味 : スカ イダ イ ビ ン グ 

好き な も の : 対戦 相手 の 血 


折 棋 パン チ 
ドラ ゴン ダイ プ 
ドラ ゴン ニー 


ワン ツー パン チ 

ステ ッ プ イン ミド ルキ ッ ク 

サマ ー ソ ルト キッ ク ( 大 ジャ ンプ タイ プ ) 
サマ ー ソ ルト キッ ク ( 小 ジャ ンプ タイ プ ) 
スピ ン キ ッ ク コ ン ボ 


ドラ ゴン ナッ クル コン ボ 

ドラ ゴン ナッ クル コン ボ 

サマ ー ソ ルト ドロ ッ プ 

ドラ ヨシ am ニー 

三 連 ハ イキ ッ ク 

フェ イン トミ ドル キッ ク 7 か 宛 
スラ イデ ィング し ゃ が み み 状態 か ら ぐ ) 全 g- 
ドラ ゴン サマ ー 

ドラ ゴン スラ ッシュ 

ドラ ゴン ファ ング 

フェ イス クラ ッ シ ャ ー 

ドラ ゴン フォ ー ル 

シッ トス キン ピン キッ クサ マー 

ドラ ゴン ロー レフ ト サ マ ー 

フロ ント キッ クレ フト サマ ー 。 

サイ ドキ ッ ク ラ イト サマ ー 

ハイ キッ クラ イト サマ ー 


クイ ッ ク サ マー ソル トキ ッ ク 
ダブル サマ ー ソ ルト キッ ク 


し ゃ が み 中 Ug e- 


< 


ーーー ニ ーーー 


中 国 拳法 の 達人 。 米 国籍 の 中 国 系 イン ディ アン 。 ミ シ 
ェ ー ル の 父親 は 、 イ ン デ ィ ア ン の 財宝 の あり か を 示す 
鍵 と な る ペン ダン ト を 持っ て いた 。 殺 され る 前 に 、 彼 
は それ を 娘 に 託す 。 ペ ンダ ント の 秘密 を 知っ た 一 八 の 
部 下 が 、 ミ シェ ー ル の 母親 を 誘拐 し た 。 母親 を 取り 戻 
す た め 、 ミ シェ ー ル は また 大 会 に 出場 する 。 


国籍 アメ リカ 
格闘 スタ イル : 各種 拳法 
年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 60 歳 、163cm、53kg、 日 型 
仕事 : 狩り 

趣味 : 狩り 


好き な も の : バッ ファ ロー 


| Character'’s View 


~~ 


暴走 大 痕 杏 


日 本 人 、 相 撲 


RR D\ に 
NH | UM 感 幸 


*※ ガン リュ ウ 


ジャ ー マ ン スー プレ ックス 

通 天 砲 (つう て ん ほう ) 
通 天 砲 (つう て ん ほう ) 

前 掃 十字 把 ( ザ ぜん そう じゅ うじ は ) 
前 掃 連 月 ( ぜ ん そう れん た い ) 
前 掃 扇 服 ( ぜ ん そう せん た い ) 
蒼空 砲 ( そ うく うほ う ) 

烈 肛 踏 ( れ っ し ん と う ) 


| 絶 招 通 天 砲 ( ぜ っ し ょ うつ うてん ほう ) 
上 斉 フル ネル ソン スー プレ ックス 
ジャ ー マ ン スー プレ ックス 
転身 服 ( て ん し ん た い ) 
虎 身 肘 ( こ し ん ちゅ う ) 
疾 歩 掌 拳 ( し っ ぽ し ょ うけ ん ) 


連 拳 (れん けん ) 


疾 歩 崩 肘 (し っ ぽ ほ うち ゅ う ) 
斬 挿 崩 肘 (ざん すい ほう ちゅ う ) 


檜 弓 服 (そう きゅう た い ) 


檎 弓 有 (そう きゅう た い ) 
槍 弓 服 ( そ うき ゅ うた い ) a 


斬 撃 前 掃 十字 把 ( ざ ん げき ぜん そう じゅ うじ は )|( 貞 
斬 撃 前 掃 扇 服 ( ざ ん げき ぜん そう せん た い ) SGesde 


斬 撃 通 天 砲 (ざん ぜ き つう て ん ほう ) 
斬 撃 槍 弓 服 ( ざ ん げき そう きゅう た い ) 
斬 撃 崩 肘 (ざん ぜ き ほう ちゅ う 
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国籍 : 日 本 

格闘 スタ イル : 相撲 

年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 34 歳 、189cm、185kg、 日 型 
仕事 : カズ ヤ の 警護 

趣味 : ば くち 

好き な も の : ブリ 大 根 


原子 力 で 動く 軍事 用 人 造 人 間 。 伝 染 病 の 保菌 者 の 少 
女 を 伴い 逃走 中 。JACK の 量産 型 で 、 思 考 回 路 が 改 
良さ れ て いる 。 細菌 兵器 戦 に 投入 され る が 、 作 戦は 
失敗 。 戦 場 の 村 か ら 細 菌 に 感染 し た 少女 を 救い 出す 。 
軍隊 は 情報 隠匿 の た め 、JACK-2 と 少女 を 回 収 し よ 
うと し て いる 。 自分 を 設計 し た 科学 者 ボス コノ ビッ 
チ に 会 い 、 人 間 に 改 造 し て も ら お うと 、 ボ スコ ノビ 
ッ チ を 誘拐 し た 一 八 の 主催 する 格闘 大 会 に 向かう 。 

国籍 : ロシア | 
格闘 スタ イル : 力 ま か せ | 
年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 5 歳 、35cm、168kg、 ブ ルト ニウム 

仕事 : 現在 、 自 ら を 作っ た 軍隊 か ら 逃 走 中 
趣味 : 自ら の オー バー ホー ル 

好き な も の : 秋葉 原 の パ ー ツ セン ター 


ロス トメ モリ ー モ ンス ター 


ロシア メカ 、 パ ワー ファ イタ ー 


国籍 : ロシア 

格闘 スタ イル : 力 ま か せ 

年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 7 歳 、 535cm、185kg、。 ガ ソリ ン 
仕事 : な し (通常 は ガソリン を 抜か れ て いる ) 

趣味 : 破壊 行為 1 

好き な も の : どん な 情報 も メモ リー に イン プッ ト す る こと 


スプ リン グ ハ ン マー パン チ ダウ ン 中 ge 
マシ ン ガ ン ナ ッ ク ル > 


ハン マー コン ボ 

ダブ ル ハ ンマ ー 

スイ ング し ナッ クル し ゃ が み 前 進 し 始め 衝 3 島谷 - 

“ 

ギガ トン パン チ 

プラ ッ ド ファ ン 

その 場 し ゃ が み 

ハン マー ラッ シュ ロー 

ハン マー ラッ シュ ミド ル 

ハン マー ラッ シュ ハイ osteete 

シザー メメ ガト ン 
し ゃ が み 中 央 

カタ パル トス ルー 相手 に 接近 し て 名雪 

| カタ バル トス ルー プラ ス | 相手 に 覆 近 し て を 

メガ トン スト ライ ク し ゃ が み 中 争う ce 

フェ イス バッ シャ ー 


バイ オレ ンス アッ パー 


コサック コン ボ 
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ハン マー ラッ シュ ミド ル 
ハン マー ラッ シュ ハイ 
シン ュ ロ ー 
ハン マー ラッ シュ ミド ル 
ハン マー ラッ シュ ハイ 


永久 機関 で 動く 義手 と 、 妖 刀 を 持つ 、 屯 流 柔 術 
の 使い 手 。 世界 規模 の 鶴 盗 集団 号 党 の 首領 。 
JACK-2 を 開発 し た 科学 者 ボス コノ ビッ チ は 、 
永久 機関 の 開発 を も 手がけ て いた 。 吉光 は その 
機密 を 盗 も うと 研究 所 に 侵入 し た が 、 発 見 され 、 
を 持つ ぼう の 腕 を レー ザー ガン に より 切ら れ 
て し まう 。 そ こ を 当 の ボス コノ ビッ チ に 助け ら 
れ 、 永 久 機関 で 動く 義手 を つけ て も ら う 。 逃げ 
延び た 吉光 は 、 命 の 恩人 で ある 科学 者 を 一 八 か 
ら 救 い 出す た め 、 格 闘 大 会 に 出場 する 。 


国籍 : な し ( 元 日 本 ) 

格闘 スタ イル : 下 忍 術 

年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : や 歳 、178m、53kg、 ロ 型 
仕事 : 鈴 盗 集団 の 首領 

趣味 : 相撲 観戦 

好き な も の : TV ゲー ム 


Character’s View 


"AMIDDLE BOSS 


反逆 の く ノ = 
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> 


yr 


国籍 : な し ( 元 日 本 ) 
格闘 スタ イル : 中 忍 1 
年 齢 、 身長 、 体 重 、 血 液 型 : や 歳 、173cm、58kEg、0 型 上 か 
仕事 : 禄 次 世 。 KT 


趣味 : 機械 いじ り ( ク ー ラ ー く らい な ら 自 分 で 作れ る ) きき 


好き な も の .: シー スー ナイ フ 


RE EE ako 
UT 
語 玉 Go |cB 


- (に ん ぽう か げろ う ) 

忍法 草 浴 (に ん ぽう くさ な ぎ ) 

忍法 忠 高 (に ん ぼう まん じ か ず ら ) ® E、 よ 、 上 。、 選 9 層 
忍法 忠 ( に ん ぼう まん じ そ う ) suF、 下 、 ド 、 
三 散華 (さざんか) 

妨 法 過 車 ( に ん ぼう まん じ ぐ る ま ) RE 
TR WATE EC: 

個 本 隊 (c う (ECLe3) | 忠 商 WW | 中 

8D ガー トド 不 能 
覗 wae っ oug2 |es 遇 bp ー ド 不能 
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いい し ゃ が み 前 進 し 始め eg- 下 
PK コン ポ 0k 


EE 5 EE ES 
EE °° 

記 列 (せん が 記 あ ぐら 中 レバ ー ニ ュー トラ ル | 体力 回 復 

本 生け の) 大 ジャ ンプ し 始め に 庄 。。 | 人 モー ショ ン 
飛 空 侯 中 に 邊 ガー ド 不 能 
CeCs202) 06 手 


aa に ん ぼ ぽう まん じき ぎく ) 


忍法 風塵 (に ん ぼう ふう じん ) TE 
ET に ド 

忍法 檜 落 と し (に ん ぼう や ぐら お と し ) 

ルン 
ーー ee く ぶ くう ぶ ) 6 
csto4) CCT TN EC 

昔 導 多き | 
ET TN [Ss EE 


と CE の 誠に 
i 
Pe a ey 
atest 
DE か かな の 
a NR 


レス リン グ の 猛者 。 プ ロレ スラ ー だ が 、 本 職 は 神 
父 。 フ ァ イ ト マネ ー だ け で は 孤児 院 運 営 の 見 通し 
か 立た ず 、 絶 望 し た キン グ は 子供 た ちの 京 願 も む 
な し く 酒 び た り に な る 。 酒場 で と ぐろ を 巻く キン 
グ の も と に 、 ア ー マ ー キ ング が か や っ て くる 。 彼 が 
差し 出し た の は 、 格 闘 大 会 の 開催 を 知ら せる 手紙 
だ っ た 。 子 供 た ちの 信頼 と か つて の 自分 自身 を 取り 
戻す た め 、 キ ング は 大 会 に 参加 し よう と 決心 し た 。 


国籍 : メキ シコ 

格闘 スタ イル : レス リン グ 

年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : 3p 歳 、190cm、85kg、A 型 
仕事 : プロ レス ラー だ が 本 職 は 神父 

趣味 : 子供 た ちの 笑顔 を 見 る こと 

好き な も の : ジャ ガー( 動 物 ) 


2 ーー 
ーー や ーーー い ー 
ぐさ な 


GS 


_ 好き な も の : ビー ル 


RMOR KING 


頼 の 芳 ? 人 、 レ スリ ング 
国籍 : ? 
格闘 スタ イル : レス リン グ | | < 
年 齢 、 身 長 、 体 重 、 血 液 型 : ? 歳 、193cm、91kg、? 型 ' 
仕事 : プロ レス リン グ 

趣味 : 道場 破り (以前 、 用 心 権 を し て いた ポー ル に で くわ し た こと が ある ) 


EE C.E 
ジャ ガー イン パク ト 0 | 邊 ガー 


ジャ ガー バッ ク プ リー カー ら | 投げ 技 
ジャ ン ピ ン グ パ ワー ボム ラン ドス 2 マッ シュ カン ター ヒッ 8 Ds | 投げ 技 
ハー フ ボ スト ンク ラブ 後 か ら 接 近 ョ 投げ 技 
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ダッ シュ スラ イデ ィング 踏み つけ ラン チョ ッ プ 
3 歩 以 上 走っ て cs 4 歩 以上 走り ダウ ン 中 の 相手 に 接触 3 歩 以上 走っ て 8 
RE a ーー 本 


トー oe 


し on 3 


ie 
ダウ ン 攻 撃 扱い _ 
I5 


| 
| 


ワン ツー バン チ ゃ ソワン ツー バン チ 有 較 請 


ほぼ 全 キ ャ ラ 持 っ て いる の 
で 、 必 殺 技 と いう より 基本 技 
に 近い 。 無 双 連 挙 が 空中 コン 
ボ の つなぎ と し て 使え な い の 
で 、 そ の 代用 と し て 使う ( 風 
神 拳 っ ワン ツー バン チー 月 拳 
な ど )。 接 近 戦 で も 、 関 光 烈 拳 


や 鬼 突 連 拳 の 便 直 に 不安 を 持 

且つ た 場合 は 使っ て いこ う 。 

@ 冠 新 肢 農 旋 藤丸 脚 (らせん し ゅ うじ ん きゃ く ) 37 選 あ 肖 吸 
助走 を つけ た 力強い 跳び 跡 回 し 蹴り が 空中 (上 段 ) と 


り 。 威 力 が 風神 拳 と 同じ と い 
遇 議 つ 、 当 た れ ば きつ い 技 だ 。 ダ 
ウン 攻撃 (月 P) を 入れ た 
後 、 ス ライ ディ ング と の 1? 択 


地上 (下段 ) に 出る 。 出る の 
が 遅い の で 、 す ぐに 叩き 落と 
計れ る の が 難 。 い っ た ん 出 て 
詳し まえ ば 、 ダ ウン 攻撃 に も な 


で 使っ て いく こと 有効 。 ひ る み 隊 . >) まま 4 OX っ て 心強い の だ が …。 1 発 目 
状態 に も 持っ て いけ る た め 、 La ' - 四半 で 止め て 風神 挙 を 出し て いく 


ta を 疹 の も いい 。 だ が 、 こ の 技 を 使 
| と の 5 択 に 持っ て いこ う 。 ーー EN 


風神 拳 (ふう じん けん ) @ 風神 衝 

らら (ニュ ー ト ラル ) 9 IP: 見 た 目 は た だ の 踏み 込み アッ パー。 し か し 、 そ の 実態 は 鉄拳 
ーー 界 屈指 の 高 性 能 技 。 攻撃 が 高い こと も さる こと な が ら 、 当 た 

還 衣 ーー am る と 必ず 相手 が 浮き (一 部 状況 除く )、 そ こ に 強力 な 空中 コン ボ 
上 入る 。 また 、 ボ タン を 押さ ず に レバ ーー 入力 だ け す る と 、 か が 
| み ダ ッシュ する 。 この 間 は 、 い つ 晶 を 押し て も 出 て くれ る の 
で 、 相 手 の 状態 4 見 て タイ ミン グ を 調整 し よう 。 鉄拳 ? か ら は 
ダッ シュ が 終わ っ て 多少 は 間 が 空い て も 、 ボ タン 入力 を 受け つ 
潤 計 け て くれ る ぞ (ディ レイ )。 鉄 拳 に な っ て も 三島 家 の 主 戦 武器 は 

較 庄 これ だ | 


雷神 拳 (らい じん けん ) @ 赤 神 人 

ら (ニュ ー ト ラル ) 分 人 風神 と 雷神 。 類 似 技 と 言え ば そう だ が 、 風 神 拳 は ガー ド さ れ 
ーー = 回 て も 反撃 を 受け な い の に 対し て 、 雷 神 拳 は ガー ド さ れる と 「 こ 
| co 人 れ で も か 」 と 言う ぐ べら い 隙 が で か い 。 か が み ダ ッシュ か ら さ ら 

に 助力 つけ る か ら 、 出 る の が 遅く 止め られ や すい 。 た だ し 、 
調 成 力 に 関し て は 目 を 見 張る も の が ある 。 カ ウン ター な ら 半 分 以 
a 給 上 も っ て いく ぞ 。 膨 大 な 体力 差 が あっ た ら 、 バ クチ 気味 に 相手 
呈 較 較 の 上 段 を か いく ぐら せる の が メジ ャ ー な 使い 方 。10 連 以外 で は 、 
較 この 技 で 空中 コン ボ も 狙え な いし 、 ま た 組み 込む こと も で き な 

回 識 いか ら ね 。 鉄拳 ? に な っ て 多少 隙 が 小さ く な っ た 感 が ある 。 


@ 了 内 光 天池 

平八 は 連打 系 の 技 (3 発 ) を ? つ 持っ て いる 。 そ の | つが 
これ だ 。 こ の 技 と 鬼 実 連 拳 と の 決定 的 な 違い 、 そ れ は 、 膨 光 列 
拳 は ヒット すれ ば ダウ ン を 奪え る と いう こと 。 技 1 つの 威力 を 
| 見 れ ば 鬼 突 連 拳 の ほう が 威力 は 高い が 、 ダ ウン させ て 、 し ゃ が 
角 み し K を 入れ れ ば 結局 同じ 。 全体 的 に 技 の 隙 が 小さ べく な っ て 、 大 
技 を ガー ド し て も 投げ に くく な っ て し まっ た 今 作 で は 、 剛 光 講 
拳 の よう な ロ か ら 入 る 技 は 重宝 する 。 オー ト ガ ー ド 、 マ ニュ ユア 
ル ガ ー ド 関係 な し に 連続 技 に な る 点 も マル 。 3 発 目 が 中 段 で 、 
語 寺 雪 し や が ん で か わ そ うと する 相手 に も 効果 的 。 
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破砕 蹴 (は さい し ゅ う ) @ 成 古 誠 無双 連 拳 (お そう れん は けん) @ 無双 連 浴 

三島 家 御 用 達 ダウ ン 攻 撃 左 アッ パー 人 神 華 と つ な 
崩 挙 、 風 神 挙 、 奈 落 払い 中 が る 、 平八 流 W ア ッ パ ー。 5 
り ヒ ッ ト 後 (地上 ・ 空 中 共 ) 完 発 目 が 入れ ば 浮く の で 、 空 


璧 で は な い が 入 る 。 隙 の 小さ コン ボ は 立ち LP つ 崩 拳 と する 
上 の が 妥当 だ ろう 。 鬼神 拳 (8 


い ダ ウン 攻撃 に し て は 与え る 
発 目 ) の 硬直 が 長い の で 、 高 


ダメ ー ジ が 大 きい 。 前 作 で は 、 
この あと 前 転 ク ロス で 起き 上 度 は 高く な い 。 こ の 技 を 浮い 
且 て る と ころ に 入れ る な ら 、 風 


が り 攻 め 立 て て いた が 、 今 作 
で は し な い ほ うがい い だ ろ う 。 神 挙 っ 立ち し P つ 無双 連 拳 。 


ED 


= 


i 


訟 突 連 拳 (きこ くれ ん けん ) 兄 容 連 当 
、 て し まい が ちの 鬼 突 連 拳 。 前 作 で は 前 転 クロ ス の ひる み 中 に 叩 
さき 込む 技 (最後 の 2 発 ) と し て 活躍 し た 。 今 作 で も 、 前 転 クロ 
| ス の 後に は 入ら な いも の の 、 ま た も や CPU 戦 で 多用 され そう で 


は 、 技 自体 の 威力 が 高く 硬直 時 間 が 短い 。 関 光 烈 券 は ガー ド さ 
れる と 反撃 を 受け る が 、 鬼 実 連 拳 は 反撃 を 受け な い の だ 。 も ち 
同 ろ ん 3 発し っ か り 連 続 に も な る の で 、 と りあ え ず ガー ド さ せ て 
店 相手 を 固め た い 場 面 に 使っ て いこ う 。 


@ 右 躍 洛 と し 

レバ ー を 前 に 入れ る だ け で 
出せ 、 左 貴 落 と し と 比べ て 潰 
され る こと も 少な い 。 し ゃ が 
昌 み パ ンチ を 出し て いる 相手 キ 
隊 計 ヤラ の 、 頭 か ら 急 襲 し て いる 

- 場面 は よく 見 る 。 足 を 上 げ て 
いる か ら 、 多 少 や られ 判定 を 
財 速 ご け て いる 。 大 振り な 割 に 
近 距 離 で も 使え る 技 だ 。 


@ 諾 章 沙 と し 

3d つ あ る 下落 と し の 中 で 、 
出る の が 一 番 早い 。 そ の 分 判 
定 が 広く な く 、 出 て か ら 攻 撃 
する まで に 潰さ れる こと が 多 
園 い 。 そ ん な 軽 そ うな 技 の 割 に 
は 高い 攻撃 力 を 誇る 。 距離 が 
遠い と 上 段 技 に な っ て し まう 
の で 、 出 す な ら で きる だ け 近 
距離 で 。 


中 落 と し @ 章 洛 と し 


立ち 上 が り 途 中 CWCW 


振り 上 げ 時 、 降 ろ し 時 回 に 攻撃 判定 か ある 、 最 も 威力 の 高 
い 貴 落と し 。 ボタ ン を | 回 で 止め 、 振り 降ろ し を 出さ な いこ と 
も 可能 。 し ゃ が み 状 態 か らし か 出せ な いか ら 、 下 段 技 を ガー ド 
し た 後 や 、 し ゃ が み パン チ を 当て て か ら 出 そう 。 か が み ダ ッ シ 
ュ か ら 奈 落 払い を 出 そ う と し て 、 よ く こ の 技 が 出 て し まう こ 
が ある が 、 実際 は すか そう と 距離 を と る 相手 に か な り 有 効 。 前 
に 出 な が ら 振り 上 げ る か ら 、 数 像 以上 に 伸び る の だ 。 余談 だ が 、 
詳 較 SS リー は ご の 技 か ら イ ン フ ィ ニ ティ に 入る 。 そん な と こ に も 、 三 
較 還 較 較 語 島 家 の 血 の 香り を 感じ た 。 


ーー で テマ 


@ 朋 條 

力 を 込め た 正 拳 突き 。 非 常に 威力 が 高く 、 ガ ー ド され て も 反 
撃 を 受け な い 。 中段 技 だ か ら 、 相 手 を し ゃ が ます よう 仕向 け て 
症 証 証 較 玉 つ の が 常食 手段 。 風神 拳 と 同様 に 、 レ バー 操作 だ け で か が み 
ダッ シュ が で きる 。 そ れ が 出る まで の 隙 と な っ て いる の で 、 撃 
軒 つ 距 離 は 中 一 遠 が 望ま し い 。 ま た 、 か が み ダ ッシュ ニ 有 崩 拳 と 相 


可能 ) で し ゃ が ませ る 労力 を し よう 。 ヒ ッ ト 後 は 、 カ ウン ター 
P 議 な ら 走 り 技 各 種 、 通 常 な ら 人 破砕 蹴 が 入る (カウ ンタ ー で も )。 相 
本 才 の 起 さ 上 が り に 重ね に いく の も いい 。 


奈落 払い (な らく ば らい ) 
ら (ニュ ー ト ラル ) Q ひ ぐ 9WGeG 下 、 下 、 下 
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奈落 払い 中 切 り (な らく ば らい か か と ぎり ) 
| 奈落 払い 中 レバ ー ニ ュー トラ ル CWcw 中 、 中 0, 15 


し る や nn の 2 に 。 
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激 斬 脚 (げき ざん きゃ く ) 
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地 斬 脚 ( ち ざ ん きゃ く ) 
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裏 旋 空 刃 脚 ( り せ ん くう じん きゃ く ) 
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叶 が 、 


か ら 


了 な い 完 全 な も の で ある と いう こ 
晶 ショ ン を 盗め る も の が 多い 中 、 
詳 洗 は ダウ ン 攻 撃 に も な り 、 月 拳 、 風 神 挙 ヒッ ト 後 が びっ た り の 間 


@ 祭 洛 払い 


お 馴染 み 回 転 足 払 い 。 前 作 の カズ ヤ は ? 発 で 止ま っ て し まう 
平八 は 3 発出 せる 。 風神 拳 こ 同様 の レバ ー 操 作 だ か ら 、 か 
が み ダ ッシュ が 可能 。 遠 距離 か ら 風 神 拳 この ? 択 が 主 な 使用 法 
閲 だ 。 瓦 割り の 後に 出す の も いい だ ろう 。 欠点 と し て は 、 下 段 技 
『 な の に や た ら と 姿勢 が 高い 。 つ まり 中 自 技 に 非常 に 潰さ れ や す 
く 、 ヘ タ す る こと 上段 技 に も 潰さ れる と き が ある 。 近 距 離 で 出す 
な ら 立 ちな ご ど を 撃っ て 、 相 手 を 押さ えて か ら 出 そう 。 前 作 な 
ら 相 手 の ダ ウン 時 に も 当たっ て くれ 、 今 作 も 当たる に は 当たる 


の だ が か な りや り づ らい 。 ま 、 意 味 は それ ほど な いけ ど ね 。 


@ 償 祭 沙 払 ヽ 中 切 リ 


款 済 払い 中 に レバ ー を ニュ ー ト ラル に する て と 奈落 払い 中 切 り 
が 出る 。 こ の 技 は 奈落 払い | 、? 、3 発 目 の 後に 出す こと が で 


同軸 ご 、 奈 浩 払い が 当たれ ば 空中 で 当たり 連続 技 に な る 。 た だ | 、 


? 発 俊 つ 躍 切 り は 問題 な い が 、 3 発 ま で 出し て し まう と 和貴 切り 
は 当たら な い 。 も ちろ ん 奈落 払い Xx っ 貴 切 り が 一 番 減る わけ 
で 、 そ れ を 狙う の が ベス ト 。 状況 に よっ て は 入り に くい の で 、 
安定 する な ら 奈 落 払 い X ] つ 貴 切り だ 。 ち な み に 風 神 拳 等 で 浮 
か し た 後 の 空中 コン ボ に は 組み 込め な い 。 な まじ 入っ て も 、 す 
か っ て 威力 かない ぞ 。 ヒッ ト し た と き の 状 況 ば か り で な く 、 奈 
落 払 い を ガー ド さ れ た と きのこ と も 考え て お こう 。 3 発出 し て 
中 切 り を 出し て も バレ バレ だ か ら 、 必 ず そ の 前 に 出 そ う 。 


@ 波 親 脚 e 地 御 肢 

ジャ ンプ 跳び 蹴り 、 空 町 脚 の 助 直 な し バー ジョ ン 。 し か し 、 
ひる ませ る こと は で き な い 。 本 来 この 技 を 使う ぐら いな ら 理 施 
空 刃 脚 を 使っ た ほう が いい の だ が 、 と りあ え ず その へ ん は 置い 
て お こう 。 ま ず 、 激 町 脚 と いう 技 は 地 斬 聞 と セッ ト で な けれ は ば 、 


その 効果 を 発揮 し な い 。 少 し フワ ッ と し た ジャ ンプ か ら 、 中 段 


の 激 斬 脚 か 下段 の 地 斬 か の 択 に し て 初め て 成り 立つ の だ 。 こ ご こ 
の ? 択 の 非常 に 優れ た 点 は 、 モ ーション を ほとん ど び 見 極め られ 
a P 択 と 言っ て も た いて い モ 
これ は 貴重 だ 。 ま た 、 地 斬 肢 


に な る 。 が 、 條 人 砕 跡 を 入れ た ほう が いい の で 、 こ うい うこ と も 
で きる と いう 程度 。 見た目 が 格好 いい か ら 、 ト ド メ の 一 撃 と か 
に 使う っ こと いい か も 。 


@ 実話 空 刃 肢 

ジャ ンプ ? 段 蹴 り 。 ] 発 目 は ガー ド さ せ て も ひる み 、 そ の 間 
に P 発 目 が 入る 。 つ まり 、 ほ ぼ ガ ー ド 不能 技 な の だ 。 た だ し 、 
当然 の こと な が ら ? 発 目 の み 入っ て も 威力 は 低い 。 ダ ウン が 礁 
える だ け で も 凄い こと な の だ か ら …。 また 、 発 目 が 入っ て 5 
発 目 が 入ら な いと いう こと は な い 。 空中 で も 例外 じゃ な い ぞ 。 
ヒッ ト 後 は 破砕 跡 を 入れ よう 。 も ちろ ん 欠点 も あり 、 遠 間 だ と 
] 発 目 を ガー ド さ せ て も ? 発 目 が 入ら な い の だ 。 さらに 、 女 キ 
ャ ラ 3 人 は 絶対 に 入ら な い (2 発 ヒ ッ ト は 可能 )。 ロ ウ に 対し て 
も 絶対 で は な い が 同 様 の こと が 言え る 。 


os 


田 HEIHACHI 


影 足 (か げ あ し ) 


a (ニュ ー ト ラル ) eg | 一 | 


@ 見 仲 全 

平八 版 風 神 拳 。 ダ ッシュ (か が み で は な い ) か ら 、 拳 を 体 一 
杯 突き 上 げ る 豪快 な アッ パー。 風神 拳 より も 威力 が あり 、 浮 か 
す 高 さ が 鬼 神 拳 の ほう が 高い 。 よ っ て 空中 コン ボ が 入れ や すく 
は な る が 、 鬼 神 拳 で 浮か し た と きだ け … と いう 特典 は な し 。 鬼 
神 拳 単体 の 威力 が 高い と いう こと の み だ 。 だ と し て も 風神 拳 よ 
りこ ちら を 多用 すれ ば 良さ そう だ が 、 実戦 で は ほとん ご 当たる 
こと は な い だ ろ う 。 ガ ー ド され て も 反撃 を 受け な い の は いい が 、 
と に か く モ ーション が 大 きす ぎる 。 出る 前 に 潰さ れる こと を 覚 


悟 の 凸 で 使っ て ほし い 。 


@ 忌 
ライ ン を 自ら ずら す 、 攻 撃 力 の な い 逃 げ 技 。 すぐ に 攻撃 に 移 


| っ て 攻防 一 体 を 演じ る に は 、 少 し 能力 不足 。 見 た 目 も あま り 良 


く な く て 、 い か に も 「 逃 げ て ます 」 と 言わ ん ば か り 。 鉄 拳 は 絶 
対 に 攻め て る ほう が 有利 だ か ら 、 こ の 技 は 最も 使う 必要 が な い 
と 言え る 。 一応 、 コ マン ド が プレ ステ 版 か ら 変 化し 、 死 ぬ ほ ご 
離れ な いと 出 な いこ と は な く な っ た 。 し か し 、 接 近 し て 出し て 
も 、 こ の 技 が 出 終わ っ た 位置 は 相手 キヤ フラ か ら 遥 か 遠く 、 そ の 
後 走っ て いっ て スラ イデ ィング か 風神 拳 の ? 択 …。 相手 が じ っ 


m こし て れ ば ね 。 


瓦 割 り (か わら わり ) 


し ゃ かみ 途 中 きき 


Ee ・ " 
- 門 ふみ = ~~ re" 
| 


@ 上 瓦 割 リ 

その 名 の 通り 、 あ た か も 瓦 を 割る よう な 肘 落 と し 。 大 振り で 
出る まで の 隙 が 大 きい も の の 、 出 て し まえ ば 判定 の 強い 技 で あ 
る 。 振り 降ろ す 間 が 強い わけ だ か ら 、 相 手 の し ゃ が み 状 態 の 技 


還 還 議 を 潰す の に 効果 を 発揮 する 。 技 を 出し た ら ど うな る か 、 出 し て 


みな く て は わか ら な い 。 そ ん な 状況 が 多々 ある 中 で 、 狙 っ て 沖 


| せる の が 瓦 割り だ 。 前 作 な ら 空中 コン ボ に も 組み 込ん で いた が 、 


空中 で ヒッ ト す る と 叩き つけ る よう に な り 、 今 回 は 地上 の み が 
活用 の 場 で ある 。 


@ 征 剤 り 基 人 
基本 的 に 瓦 割り は 単体 で 使用 され る こと は な い 。 崩 拳 に つ な 


』 げ て 瓦 割 り 崩 拳 と し て 使用 され る 。 た だ 瓦 割 り 崩 挙 は 瓦 割 り が 


カウ ンタ ー で ヒッ ト し な いと つなが ら な いた め 、 そ れ 以 外 の 状 


較 光 で 出し て も 瓦 割 り は 当たっ て も 崩 拳 に は 当たっ て くれ な い 。 
| ゆえ に 瓦 割 り っ 奈 落 払 い 、 瓦 割り っ 超 は ば はち き 等 の 連携 で 相手 を 


し ゃ が ませ る か 手 を 出さ せる よう 仕向 ける べき だ 。 ち な み に 、 
こち ら の 崩 拳 と 通常 の 崩 拳 と で は 、 通 常 の ほう が 威力 は 高い 。 
ダメ ー ジ 数 値 を 参照 し て みて くれ 。 


見 下 駄 (お に げた ) 
相手 が ダウ ン 中 WW 


e 兄 下駄 
倒れ て いる 相手 に の み 出 せる 、 平 作 専 用 ダウ ン 攻 撃 。 文字 通 
り 下 駄 で 相手 を 踏み つけ る 。 し ゃ が み LK よ り 威 力 が 高い の で 、 


議 記 |.D・ 人 、 破 砕 呪 の 入ら な い 場 面 で は ぜひ 使っ て いき た い 。 


思っ た ら 、 か な り 接 近 し て いな いと 、 つ まり 攻撃 寺 囲 が 狭い 
の で 、 ダ ッシュ し て か ら で し か 入ら な い 場 面 が 多い 。 よっ て 、 
し ゃ が み LK の 代用 に は な ら な い 。 結局 、 最後 の 一 撃 、 屈辱 技 と 
し て 破砕 蹴 の 入る 場面 で ダッ シュ し て 入れ る し か な さそ う 。 便 
直 時 間 が 長い か ら 相 手 と 重 な むる ぐら い 近 寄っ て 、 絶 対 に すか ら 
な いよ うに 。 


超 ば ち き @ 超 は ち き 
; = ーー ダメージ を 与え る 、 い か に も 三島 家 らし く 粗 景 感 漂う 技 。3 つ 
Od 

a 1 | J) j= ある 投げ 技 で 一 番 使 える の は これ 。 そ の 理由 は 投げ た 後 、 し ゃ 
“ が み LK が 確実 に 入る か ら だ 。 そ うい っ た 理由 な ら 金剛 医 こ し で 
も いい の だ か が 、 投 げた 後 の し ゃ が み LK が ダウ ン 攻 撃 に な る 。 そ 

ag と れ に 対し て 超 ば ち き は 、 見 た 目 は 倒れ た 相手 に し ゃ が み LK を 入 

中 >、] れ て そう だ が 、 実際 は 追い 打ち 、 つ まり 連続 技 に な っ て いる の 


の 尊い は 、 し ゃ が み LK で 吹っ飛ん だ 相手 の 状態 で わか 


還 較 還る 。 追 い 打ち と し て 入る と 、 頭 が こち ら 側 に 向き 跳ね 系 の 起き 
] | 上 が り が 出せ な い 。 ダ ウン 攻撃 と し て 入る と 、 通 常 の 足 を 側 に 
久 円 けた 形 に な る 。 細か いこ と だ が 、 少 し で も 利点 の ある も の を 
語 使 つ べき だ ろう 。 


@ 仁王 砕き 
青 後 か ら 接 近 し て "or:$ 投げ 技 eT 平八 の 背後 投げ 。 いわ ゆる ケツ 落と し 。 ほ と ん ど 使う 必要 は 
な い が 、 吉 光 の 飛 空 斬 が 目測 を 誤っ た と き な ど 、 か な り 特 定 の 
いい 状況 に 限ら れる 。 ま た 自分 の 起き 上 が り に 、 大 技 を 重ね て くる 
相手 に 対し て 、 寝 た まん まで いれ ば 相手 が すり 抜け る 。 そこ を 


狙う こい うつ の も | つの 手 だ 。 ま 、 育 後 投げ を 使う の な ら 、 風 神 
挙 な り 崩 挙 を 入れ た ほう が いい ん だ けど ね 。 


鬼 互 (お に が わら ) @ 史上 瓦 
FT ※ ガ ー ド 不能 7D 平八 の ガー ド 不 能 技 。 ゆ っ くり と し た モー ショ ン の 瓦 割り 。 


威力 が 超 高 く 、 出 る の が や は り 遅 い 。 方 聖 竜王 差 、 絶 只 侯 と 比 
べ て 威力 は 落ち る が 、 出 る の は 早い 。 同時 に 出し 合え ば 、 ま ず 
勝て る ぞ ( い つや ) 。 瓦 割り の モー ショ ン な の で 、 相 手 の 下 段 中 
り の 足 先 に 当て る よう な ヒッ ト 感 が ある 。 起き 上 が り 下 段 蹴 り 
還 還 較 較 較 議 較 を 出す 相手 に 「 届 か な いん じゃ P」 と 思わ す 距 離 で 出す と いか 

較 詳 較 も し ん な い 。 で も バク チ …。 
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P ら 版 の 平八 に は 10 連 コン ボ が な か っ た 。 平 八 は 一 
応 昌 キャ ラ だ が 、10 連 コン ボ を 出す こと は 初 の 試み 
と な る 。 練習 し よう 。 

平八 の 10 連 コン ボ は 、 他 キャ ラ に 比べ て 使え る 距 
離 が 広い 。 通 常 パ ンチ 技 か ら 始 まり 、 ヒ ッ ト 数 を 減 
ら さ な いた め に も 接近 し て か ら 出 し 始め る 。 

と ころ が 平八 の 場合 、 ミ = ドル キッ ク か ら 始 まる た 
め 、 接 近 戦 は も ちろ ん 中 間 距 離 (スタ ー ト 直後 ぐら 
い の 間 合い ) か ら 出 し 始め る の が ベス ト 。 遠 距離 で 
出し て も 、 ミ ドル キッ ク の “すか り 、 に 反撃 し て く 
る 相手 に 効果 的 だ 。 

分 岐 は 6 発 目 終了 後 と 9 発 目 終了 後に 訪れ る 。 1 
回 目 の 分 岐 で 考え る 点 は 、6 発 目 が ヒッ ト し て いる 
か どう か 。 ヒ ッ ト し て いる と 確信 で き て 分 岐 コ ン ボ 
(HPLP…) に つなげ られ る と 最後 で 、 そ の まま ラ 
スト まで 連続 で 入っ て くれ る の だ 。 た だ し 、 ガ ー ド 
され て いる の に 分 岐 コ ン ボ に いっ て し まう と 、 全 部 
立ち ガー ド で ガー ド さ ご され て し まう し 、 誤 っ て 最後 ま 
で 出す と 埋 神 拳 が 出 て 、 膨 大 な 隙 を 残す こと に な る 。 

8 回 目 の 分 岐 は ラス ト の み 変 わる 、 分 岐 (LP) ラ 
スト 。 実は これ 、 分 岐 に いっ て も ほとん ど ご 意味 が な 
い 。 最 後 の LP は また も や 雷神 券 だ し 、 も と も と 基本 
コン ボ の 9 発 目 (HP) と 10 発 目 (RK) は 連続 技 な 
の だ 。 し か も 雷神 拳 の ほう が 威力 かない 上 に 、 も ち 
ろ ん 隙 も で か い 。 基 本 コン ボ の ラス ト は 激 斬 脚 だ か 
ら 、 反 撃 は 受け な い 。 よ っ て 最後 の 分 岐 は 活用 する 
必然 性 が な い の だ 。 

さて 、 も う 1 つ 肝 心 な 連結 ポイ ント (連携 に な る 
部 分 ) に つい て 触れ て お こう 。 平八 10 連 で の この ボ 
イン ト は ? 発 目 (HP) と 3 発 目 (RK)、 5 発 目 (RK) 
と 6 発 目 (LP)、 基 本 8 発 目 (LP) と 9 発 目 (RP) 
の それ ぞ れ の 間 に あ り 、65 、7 発 目 間 は 前 述 し た よ 
うな 分 岐 の 絡み を 含め て 考え て ほし い 。 最後 の 9 、 
10 発 間 は 、 恐 らく 先行 入力 で 確認 で き な い こと 思 つ 。 
幸い 下段 (9 発 目 ) だ か ら 、 バ クチ で 出し て し まっ 


' で て も いい だ ろう s 勝率 は 高い ぞ (ガー ド が 難し い )。 
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6- 羽 ほ 中 る OO ゅ 


※] : ( ) は トト 
降 中 の 攻撃 力 


※ 左 か ら 、 離 陸 直 
後 、 頂 点 付 近 、 下 
降 中 の 攻撃 種類 で 
は 派生 扱い 
で す 。 


起き 上 が り 攻 撃 (同時 押し 起き 上 が り ) 
|  . ダウ ン 中 相手 が 邊 側 に いる 楊 舎 "。  」 
ダウ ン 回 復 時 に | ダ 復 時 に | ダ 復 時 に 
G ロ 起き 上 が り 中 段 キ * 
全う イサ ツク 2 ロ チョップ 導 ラ イツ ツク 2H ス チョ ッ プ スプリング クロ スチ ョ ッ プ 
[EN の や pn 


4 で 3 
3 : 
4 だ か / 


起き 上 が り 攻 撃 (連打 起き 上 が り ) Te Yo 
前 転 中 に eu 連打 | 前 転 中 に - 連 打 | 後 転 中 に @- 連 打 | 後 転 中 に dg 連打 Rg At 
さか り 下條 キック 記さ 上 かり 中 キッ ク 人 5 上 # り T 了 キック 人 記さ か り 中 キッ ク 「 1 
Fa 1 8 さ 上 か り 下 邊 キ 8 さき 上がり 下段 キッ ク 
。 


oe se こい 


2 ev 
* か て Aeria 
ェ ペー ィ 


無敵 ショ ル ダ ー ー タ ッ ク ル タッ クル 打撃 タッ クル 「 
| 4 歩 以上 走っ て 相手 に 接触 。 | NE oli ot t EER ss 
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ラン チョ ッ プ 
ER 


ダッ シュ スラ イデ ィング 
EE EE 


er 
2 “ [ 租 
し ト 6 いい mw ジッ ce か き g 6 e i # Ll ア に] 


br & 


tot, 4 っ ES 


"a 連続 で つなが る が 、 ダ メー ジ 


ンー ァ 
ry 


が 微々 た る も の な の で 、 こ れ 


が 入る スキ が あれ ば 逆 PDK 
つや た 、 コン ボ ( 後 出 ) に する か 、 双 4 
国 斉 2 牧 天 脚 な どの 中 段 と 落葉 の 二 * 


択 を か ける ほう が よい 。 こ の 
技 は むし ろ 、 相 手 の 動 き を 止 


め た いと き の 牽 制 に 使 お う 。 
PK コン ボ ePK コ ン ボ ee PDK コ ン ボ 
180 as sn | セパ ンチ か ら を パン チ へ の 右 パ ンチ か ら 下 段 LK ( シ 
ラン Rs コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 この 技 は ッ ト ス ピン キッ ク ) へ 連携 す 
いか に も 返し 技 と し て 重宝 し る 。 PK コ ン ボ 同様 、 こ れ も 
そう だ が 、 基 本 的 に つなが ら カウ ンタ ー 時 の み 連 続 で つ な 
な い 。 』 が る が 、 上 段 下 段 と いう コ 


ン ビ ピ ネ ーション な の で ヒッ ト 
し や すい 。 ラ スト の 一 撃 用 に 
久 思 は レバ ー 前 の PDK コ ン ボ が 
記 つっ て つけ と いえ る 。 


唯一 つなが る の は HP が カ 
ウツ ター で 入っ た と き の の 。 
角 較 この 理由 か ら 、 実 際 の 使用 頻 
mm 剛 幸 二 間 度 は あま り 高 く な い 技 で ある 。 


e 双 飛 大 脚 

跳び 二 段 蹴 り 。 厳密 に 言う と 、 こ の 技 は 小 ジ ャ ンプ LK か 
ら の 派生 技 で ある 。 三宝 龍 の ? 段 目 まで と 同じ も の だ が 、 入 
中 力 が 楽 な 上 ダメ ー ジ も 大 きく 、 三宝 龍 より も 使い や すい 。 
双 飛 天 脚 が 8 発 入 っ た 後 は 大 の ダウ ン 攻 撃 で ほぼ 安定 。 ま 
た 、 ? 段 目 の み が ヒ ッ ト し た 後 は 、 再び 双 飛 天 脚 や 落葉 な ど 
ここ ザ 剛 の 追い 打ち が 入る 。 アッパー が 弱い ボー ル に と っ て 、 重 要 な 
氏 人 や | 中 区 攻撃 の | つ で ある 。 

な お 、 コマ ンド は ノ /LK、HK と な っ て いる が 、「 ひ の 」 は 「 人 0」 
と 「」 で も 可 。 小 ジャ ンプ で あれ ば 、 垂直 ジ ャ ンプ ブ や バッ 
ノノ ジャ ンプ で も 出す こと が で きる 。 


落葉 (らく よう ) 還 * 洛 茶 
し ゃ が み 途 中 WC 


回 転 足 払 いか ら 葉 桜 へ つなぐ 、 ポ ー ル の 持つ すべ て の 技 の 
中 で も 最も 使え る 技 の 1 つ 。 足 払い が 当たれ ば 相手 は 転ん で 
少し 浮く た め 、 次 の 葉桜 は 基本 的 に 必ず ヒッ ト す る 。 

落葉 の 後に すか さ ず 前 ダッ シュ し て 岩石 割り で 追い 打ち が 
講 』 か か る の で 、 威 力 面 で も 申し 分 な い 。 こ の 落葉 十 岩 石割 り を 

回 議 3 回 決め れ ば 勝ち で ある 。 

し ゃ が み 待 ち が タ ブー な 鉄拳 に お いて 絶大 な 効果 を 発揮 す 
る 落葉 だ が 、 ガ ー ド され る と 反撃 を 受け る の が 唯一 の 欠点 。 
相手 に うま く ガ ー ド され た 場合 は あき ら め が つく に し て も 、 
田 足 払い が 空振り する の だ け は 泣く に 泣け な い 。 注意 。 


< fa ua 
LR 1 し 
E 「 < 
に > すさ に 時 
、 a 6 人 
へ Aa [し 人 き 3 


崩 拳 (ぽん けん ) ] @ 崩 条 
Rh | で UMW2 に 谷田 ポー ル の 代名詞 と も いえ る 必 
“ 殺 技 。 


枚 
残念 な が ら 攻 撃 力 が ダウ ン し て し まっ た の だ が 、 そ れ で も 
7 | 与え る ダメ ー ジ は 相当 な も の 。 中 ・ 遠 距離 の バイ ン と な る 武 
se Na 
に 58 2 x 
で は ~ な 者 9 


『 器 で ある 。 

議 計 半 朋 挙 の 特長 は 、 高 い 攻撃 力 に 加え 、 驚 異 的 な リー チ 、 そ し 
4 て ガー ド さ れ て も 反撃 を 受け な いと いう 3 点 が 挙げ られ る 。 
出る まで に 若干 な が ら ス キ が ある も の の 、 崩 拳 は 至近 距離 で 
は 使わ な い の で 問題 は な い 。 月 拳 が ガー ド さ れ た 後 は 、 相 手 
調 に よっ て 昇り 蹴り 、 返 し 、 投 げ 、 落 葉 な ど を 使い 分 け よ う 。 


(の 9 の ) 


圏 PAUL 


瓦 割 り (か わら わり ) @ 純 割 り 
し ゃ が か が み 途中 きっ 。 中 。 | 15 肘 を 上 か ら 豪快 に 叩き つけ る の が 瓦 割り 。 こ の 技 単 体 で は 大 
し た 使い 道 は な い が 、 瓦 割り か ら 強 力 な 二 択 に 連携 する こと が 
1 


識 四 大崩 
府 8 本 竹 。 崩 挙 へ の 連 挙 。 瓦 割り か ら 崩 挙 は 連続 技 に は な っ て いな いか 、 
還 較 較 較 瓦 纏 りか カウンター ヒット し た と きのみ 月 拳 も 連続 で つなが る 。 
前 作 で は 空中 コン ボ と し て ( 右 ア ッ パ ー な どか ら ) 瓦 割り 月 
剛 着 が 使え た が 、 鉄 拳 ? で は 空中 の 相手 に 瓦 割 り を 当て る と 地面 
に 叩き つけ て し まう た め 崩 拳 は 入ら な く な っ て いる 。 
瓦 割り 崩 拳 は 中 段 -・ 中 段 な の で 、「 瓦 割り 王立 ち お ガー ド 」 と い 
っ た 概念 が 前 作 に は あっ た 。 そ こ で 瓦 割り 投げ と いっ た 奇襲 


瓦 割 り 月 拳 (か わら わり ぽん けん) も あっ た り し た 。 


3 画 瓦 割り 落葉 
ー eee 一 。 中 、 中 | 15,30 瓦 害 りか ら 注 葉 、 つ まり 中 段 一 下段 と いう コ ン ビ ネー ショ ン 


で ある 。 月 拳 と 落葉 … 完 全 な 二 択 で ある 。 

瓦 割 り 沙 葉 を 使う 上 で の 注意 点 は 、 瓦 着 り を 当て る 、 も し く 
貴 は ガー ド さ せる 間合い 。 瓦 割り 崩 拳 は 瓦 割 り が 届き さえ すれ ば 
朋 拳 も 必ず 届く が 、 瓦 割り 落葉 は 瓦 割 り を 近い 位置 か ら 出さ な 
く て は 落 業 の 足 払 い が 空振り し て し まう の で 注意 し よう 。 


こう し て 見 る と 、 瓦 割り か ら の 連携 は か な り 強 そう に 感じ ら 
回 調 れる 。 こ と ころ が 実際 に 使っ て みる と 、 実は 思っ た ほど 強い 技 で 
は な いこ と が わか る 。 

] つ に 、 瓦 割り 自体 の 技 の 出 が 遅く て 、 繰 り 出 そう に も な か 


瓦 割 り 落 葉 (か わら わり らく よう ) な か 出す こと が で き な い 、 と いう こと が ある 。 
し ゃ が み 途 中 _ 中 、 下 、 中 | 15, 15, 85 | そし て 、 つ な ぎの 問題 。 瓦 割り 月 拳 は 、 瓦 割り か ら 崩 拳 が す 
ド COCWCD - 中 ト 中 ぐに 出る の に 対し 、 瓦 割り 落葉 は 瓦 割り か ら 落 葉 に 連携 する ま 


で に 僅か に 時 間 が か か る 。 つ まり どう いう こと か と いう と 、 相 
ョ 地 側 に し て みれ ば 、 瓦 割り を ガー ド し た ら 立 ち ガ ー ド し 、 崩 拳 
内 が 来 な いよ う で あれ ば し や ゃ が み ガ ー ド に 切り 換え る 、 と いう 方 
蘭 法 で 見 切ら れ て し まう 可能 性 が ある と いう 点 。 これ は 葉桜 か ら 
の 連携 に つい て も 同じ こと が いえ る 。 

黄 こつ いっ た 点 も 含め る と 、 瓦 割り か ら 投げ に いっ た り 、 双 飛 
馬 較 大 脚 を 出す こい つう 奇襲 は 今回 も ある 程度 混ぜ て いっ た ほう が い 
園 いか も し れ な い 。 


@ あめ ひ せ 蹴 り 

ポー ル の 持つ 唯一 の よろ け 
誘発 技 。 出 る まで が 遅い の で 
ガー ド さ せる の も 一 苦労 だ が 、 
も し 相手 が よろ けた ら 二 択 を 
か ける 状況 に 持ち 込め る 。 そ 


@ 合作 副 り 

%29 ル た 机 k02P* ダウ ン 攻 撃 専 用 技 。 前 作 で 

ニニ ニニ rs は いつ で も 出せ た の で 、 勝 手 
と 二 間 衣 昌 間 に 山 た り し て 困っ た こと も あ 


っ た が 、 今 回 は 相手 が ダウ ン 
人 


一 見 平八 の 破砕 跡 や ニー ナ 
の ニー ルキ ッ ク に 似 て いる が 、 


ー ジ の 高 さも 多 力 だ 。 削 挙 や Nm っ 
ダウ ン 攻 撃 に は 使え な い 。 


も ら 落葉 の 後に は 確実 に 決め よう 。 


@ 疾風 

高速 突進 型 の 肘 打ち で ある 。 こ の 技 に 非常 に よく 似 た 技 に 葉桜 

が ある 。 グ ラフ ィ ッ ク 上 は この 葉桜 と 何ら 変わ る こ と は な い 。 

葉桜 と 異な る の は リー チ 。 疾風 の ぼう が 格段 に 長く 、 コ マン ド 

の 関係 上 さら に 長く な る と いう 相乗 効果 を 生む 。 
sd 2 ー 通 本 そし て 疾風 の も う 1 つの 特徴 か 、 肘 突っ 込ん だ 後に 右足 を 戻 

久 な ーー ai 是 間 計 間 還 較 較 す 、 こ いう ここ ろだ 。 こ の た め 反 撃 を 受け づら く 、 例 えば ジャ ッ 
oe a SS ハオ ーー 詳 畔 ノー の バ パワー シザー ス の よう な 、 思 いっ きり 前 に 出る 技 以 外 で 
返せ な い 。 ご の 技 は 直接 当て る と いう より は 、 葉桜 に 見 せ た フ 

幼 議 エイ ント 技 こ し て 使っ て いく べき だ ろう 。 


sv an NV 
葉桜 (は ざく ら ) @ 某 秒 
し ゃ が みか らき 葉桜 自体 は 前 作 か ら あ っ た 技 で 、 落 葉 の 2 段 目 も 葉桜 と 同じ 技 で ある 。 


単体 で は 反撃 を 受け る わ 出 し に くい わ で 今 い ち 使 い ど ころ の 不明 確 な 技 で あっ た が 、 鉄 
a を 。 に な っ て 出し や すく な り 、 さ ら に この 技 か ら の 電 失 が で きた た め 使い や すい 投 に な っ 
oo きま て いる 。 な お 、 葉桜 と 疾風 は 返し 技 で 取ら れる こと は な い の で その 点 は 安心 だ 。 


一葉 桜 月 閥 

瓦 割り 崩 拳 同様 、 葉 楼 が カウン ター ヒッ ト 時 の み 月 拳 ま で つなが る 。 

画 葉桜 鉄 騎 

鉄 崎 は 、 崩 拳 の 下段 版 の よう な 足元 を すく う 技 で 、 当 た れ ば 相手 を 転ば せる こと が で き 
る 。 有効 な 技 だ が 、 瓦 割り か ら の 連携 同様 の 方 法 で ガー ド す る こと が で きる ( 鉄 騎 は 昇り 
蹴り で も 返せ る )。 


て or 


葉桜 崩 拳 (は ざく ら ぼ ん けん ) 
し ゃ が みか らき EE し ゃ か が みか ら る に 8 
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三宝 龍 (さん ぼう りゅう ) (上 段 ) @ で 明 
Dg yg 中 、 中 、 上 pH, 15, 85 三宝 龍 は 、 双 飛天 脚 か ら の 連携 と 考え て か まわ な い 。 上 ・ 中 ・ 
- : 下段 の 3 択 と いう こと に な る の だ が 、 そ れ ぞ れ ダ メー ジ が 低く 、 
また コマ ンド の 関係 で 双 飛 天 脚 より と っ さ に 出す こと が で き な 
| い の が 難点 。 
の また 、 上 ・ 中 ・ 下 段 の どれ を 出し て も 地上 の 相手 に 3 発 す べ 
詳 隊 5 久 語 語 めこ ヒッ ト す る こと は な く 、 あ る 意味 P 段 目 ま で が ガー ド され る 
ーー こと を 前 提 と し て と いう か 、 ガ ー ド され た と き の 保険 も 兼ね て 
三宝 龍 を 使う と も いえ る 。 た だ し 、 三 宝 龍 を 使っ て し まう と 、 
双 飛 大 脚 後 は ほぼ 安 定 し て 入る 大 ダウ ン 攻 撃 が 入ら な く な っ て 
庄 し まう の で 迷う と ころ だ 。 


三宝 態 (下段 ) 


ETE TT EE 


万 聖 龍王 拳 (ば ん せい りゅう お うけ ん ) @ 万 型 衣 王 季 
NC SR 、 に い ズ タ ヒヒ | 1nn | た め を 作っ て 強力 な 崩 拳 を 繰り 出す ガー ド 不 能 技 。 

他 キ ャ ラ の ガー ド 不 能 技 同様 、 実 戦 レ し ベル で は ます 当たる こ 
と の な い 技 で ある 。 そ の 分 当たれ ば 大 きい こと は いう まで も な 
く 、 相 手 の 体 カ ゲー ジ を B 割 が た 持っ て いっ て し まう 。 

対戦 中 に 使う 局面 と いそ えば 、 バ ッ ク ダ ッシュ し て 出す か 、 起 
き 上 が り に 重ね る くら いし か な い 。 そ れ も あ くま で 「 遊 び 」 こ と 
し て で ある 。 

万 聖 龍王 拳 の 攻撃 力 は 100 で 、 ガー ド 不 能 技 の 中 で は 不惑 、 ド 
ラゴン ファ ング に 並ん で 、 ジ ャ ッ ク の 5 ギガ トン パン チ を 除け 
ば 最大 の 攻撃 力 を 誇る 。 カ ウン ター な ら 一 発 死 も ちり える ぞ 。 
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@ クイ ッ ク PK コ ン ボ | | $% 逆 PDK コ ン ボ 
| レバ ー 前 入れ の PK コ ン ポ ボ 。 Tan 上 、 下 | 10. 22 を パン チ か ら 右 の 下段 回 し 
| 普段 は HP が 少し 前 に 進む よ 跡 り に つなぐ 、PDK コ ン ボ 


うに な る の だ が 、 ポ ー ル の P の 対称 版 。 
K コ ン ポ を これ で 行う と つ な この 技 の は 、PK コンボ シ 
| ざ が 早く な る 。 リー ズ の 中 で 唯一 連続 で つ な 
し か し 早く な っ た か ら と い が る の で ガー ド 後 の 反撃 に 使 
| っ て つなが る よう に な る わけ える 。 
障 壮 襲 で は な く 、 カ ウン ター で な く コマ ンド 表記 の まき は な く て 
詳 調 て は 連続 に は な ら な い 。 も よく 、LP、RK だ け で も 出る 。 


ee 巴 投 げ 
| 文字 通り の 円 投げ 、 自 ら 後方 へ 倒れ 込み 、 て この 原理 と 遠心 
力 を 利用 し て 相手 を 後ろ に 投げ 捨 る 。 

この 技 は コマ ンド が 変わ っ て いて 、 ボ タン を 押し て 一 本 青 負 
い を 発生 させ 、 そ こ で レバ ー を 入れ る こと に よっ て 円 投げ に 派 
生 する 。 

普通 は レバーー ボ タン と いう 順 で コマ ンド 入力 を 行う の だ が 、 
円 投 げ は その 逆 で 珍し い 例 と いえ る 。 

6 種 の ノー マル 投げ は 、 投 げた 後に 相手 の 起き 上 が り が 早い 
と こち ら が くら っ て し まう 恐れ が ある の で 、 そ れ を 避け る た め 
に 巴 投げ を 使う と いう 考え 方 は ある 。 


| @ 実 当て 

相手 を 肩 に 引っ 掛け て 思い っ 切り 吹き 飛ば す 投 げ 技 。 

この 技 を 決め た 後 は 相手 と の 距離 が 大 きく 離れ 、 か つ 自 分 は 
立っ た 状態 に な る 。 ゆえ に 、 そ こ か ら レ バー 前 X 3 回 で 走り 込 
ん で スラ イデ ィング (HK) を 出す と 当て る こと が で きる 。 

こつ いっ た 点 を 考え る と 、 巴 授 げ を 使う な ら 裏 当て を 使っ た 
ほう が いい だ ろう 。 

裏 当 て は 前 作 か ら 継 承 さ れ て いる 技 だ が 、 見 た 目 も 派手 で 追 
い 打 ち も か か る た め 、 数 多く ある 投げ 技 の 中 で も 使い 勝手 の い 
い 部 類 に 入る 。 


| @ 風 修 
| 鉄拳 ? に な っ て 新た に 増え た 投げ 技 

この 技 は 他 の 投げ 技 に 比べ て ダメ ー ジ が 40 と 少し で は ある が 
攻撃 力 が 高く 、 か つ 追い 打ち の 下段 し K が 確実 入る 安定 し た 
投げ 技 で ある 。 岩石 割り も 追い 打ち 技 と し て 狙え る 。 入 力 は 簡 
単 で 、 風 牙 が 成立 し た 瞬間 か ら レ バー を 下 に 入れ 、P ボ タン を 
連打 し て いる だ け で 、 風 牙 の 硬直 が 解け た 瞬間 に 岩石 割り を 出 
すこ と が で きる 。 ご これ は 急い で 後 転 、 も し く は その 場 起 き ( 十 
蹴り ) を すれ ば 回 避 で きる の だ が 、 慣 れ な いう ち は と っ さ に 起 
きる の は 難し い の で 、 と りあ え ず 震 石割 り を 出し て みて 、 決 ま 
ら な いよ うな らし K に 切り 換え よう 。 


細 @ 音 洛 と し 
育 後 か ら 接 近 し て $2Or-8 8 | 投げ 技 | | 40 | 相手 を 裏 か ら つ か ん で 地面 に 叩き つけ る 。 平たく いえ ば 背後 


a | 投げ で ある 。 
WN ーー に 隊 是 訂 寺 較 明 証 誠 着 に お いて は 、 衣 後 投げ が 決ま る チャ ンス と いう の は は ほ 
KS 、 信 = ん ない 。 例え ば 昇り 蹴り を ガー ド し た 後に は いか に も 決ま 
こす es に 本 に の ら の と 剛 詳 還 り そ う だ が 、 ガ ー ド の 人 硬直 が 長く 、 ま た 相手 の 振り 向き が 早い 
ィ “ キー 培 提 た の め 確 実に 入る わけ で は な い 。 背後 投げ を し か けた つも り が 普 
通 の 投げ 技 だ っ た 、 と いう の は よく ある 状況 だ 。 
と に か くめ っ た に 見 られ な い 幻 の 技 、 そ れ が 背 落 と し で ある 。 


@ プ アル テイ メッ ト タ ッ クル 


EHP Ii 本 a _ 
x や られ 側 は c で 技 久 け 遠 間 か ら 走 っ て ぶつ か る と 、 相 手 の 状 態 に よっ て タッ ク 


ル を 仕掛 ける が 、 こ の 技 を 仕 意 に 出す こと が で きる 。 そ れ 
が アル ディ メッ ト タ ッ クル で ある 。 カテ ゴリ ー と し て は 、 
「 ガ ー ド 不能 投げ 技 」 で 、 た と え 相手 が し ゃ が ん で いて も 成 
立 す る の で 非常 に 使え る 技 だ 。 

アル ティ メッ ト タ ッ クル を 決め た 後 、 次 の ? 種 の 技 に 派 
生 さ せる こと が で きる 。 


タッ クル 旨 なけ は 5555 


画 間 雲 絞め 

右 パ ンチ を | 発 、 続 いて 左 バ パン チ を わき 腹 に 2 発 、 最 後 
に 育 後 を 取っ て 首 を 絞め 上 げ る 技 。 

この 技 は 始め て や っ て みる と ます 出 な い 。 知っ て お くべ 
きこ と が いく つか ある 。 ま ず 、LP は レバ ー が 真下 に 入っ て 
いな く て は な ら な いと いう こと 。 そ し て 最後 の 絞め 技 は で 
さる 限り 入力 を 早く 行い 、 か つ レ バー は ニュ ー ト ラル だ 。 

LPX 2 は 目 押し し て 、 発 目 か ら 間 発 入れ ず に HKーLP 
… と 押す 。 ラ スト の 同時 押し は LLP を 押し た まま を 押 そ 


つつ 。 
@ 返 し 投 | 
to いわ ゆる "当て 身投げ 、 と 呼ば タッ クル 中 す に の 全う つっ 。 OO 全 つ @ の 投げ 技 5 8, 8, 35 
4 o 0 > a st we 


返し 技 で 取る こと が で きる の は 基本 的 に 上 ・ 中 段 攻 撃 の 
すべ て で 、 例 外 的 に 取れ な い 技 が 各 キ ャ ラ ご と に いく つか 
ずつ 設定 され て いる 。 ど ん な 技 を 取る に し て も コマ ンド が 
同一 で 、 そ の 点 は 楽 な の だ が 、 タ イミ ング は 一 瞬 だ け な の 
で 、 相 手 が 動い た 瞬間 に 出せ ば 何で も 取り 放題 な ん て こと 
は な い 。 大 抵 の 場合 、 入 力 の タイ ミン グ が 早 過 ざ て カウ ン 
ター で くら っ て し まう の で 、 使 う 局 面 を っ うま く 考え て いき 
bie 

返し 技 の ダメ ー ジ は 取っ た 技 の 攻撃 力 に 比例 し て いる 。 
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前 作 か ら 継 承 さ れ た ポー ル の 10 連 コン ボ は 、B 段 
目 ま で 下段 が な く 、 し か も 上 段 が 多い た め 、 ハ ッ キ 
リ 言 っ て 使え な い 。 さ ご さら に 理由 は 不明 だ が 、 レ バー 
を 前 に 入れ っ 放し で も 、6 発 目 の 右 パ ンチ を くら う 
こと が で き な い の で ある 。 遠 間 か ら 5 発 目 ま で を 空 
振り する よう に 出せ ば 6 発 目 を くら える が 、 ま ず そ 
ん な 状況 は あり えな い の て で 結局 この 10 連 は あま り 使 
えな い 。 

その 代わ り 、 4 発 目 の ガー ド ポ イン ト (連続 に な 


- ら な いつ な ぎ ) か ら 派 生 す る 10 連 コン ボ が ある 。 ご こ ご 


れ も け は ・P ロ で 、 さ ら に そこ か ら も 〇 ・ ロ が 多い の だ 
が 、 下 段 が 多い の で 使い や すく な っ て いる 。 し か も 
最後 は 葉桜 鉄 崎 で 持ち 上 げ て 有 崩 拳 を 決め る 、 見 た 目 
に 名 か っ こい い コ ン ピ ネ ーション に な っ て いる 。 

この 派生 型 の 新 10 連 コン ボ は 4 ・ 5 発 目 と ・ ロ 
が 続く の だ が 、 実 は 4 発 目 か ら も 派生 する こと が で 
きる の だ 。 

4 発 目 は 羽 割り 。 新 10 連 コン ボ は そこ か ら 落 葉 の 
足 払 い へ つなげ る の だ が 、 新 10 連 の さら な る 派生 型 
は 、 予 想 が つく と 思う が 月 拳 へ 連携 する 。 そ の た め 
ご ・P が 続い て も 二 択 に な っ て いる の で 使う 価値 は 
ある 。 

この 洲 葉 と 足 払 い の 二 択 の 崩 拳 は 実は 出る まで が 
非常 に 遅く 、 昇 り 跡 り など で 余裕 で 返さ れ て し まう 
の だ が 、 落 葉 が ある た め に 結局 は 読み 合い に な る 。 

最終 的 に 10 連 コン ボ は 使え な いも の に な る か も し 
れ な い が 、 少 な く と も 新 10 連 の 鉄 騎 崩 拳 ぐ らい は マ 
スズ スター し て お こう 。 

2 ムダ イニ ジン は 前作 より も シン ビア に かな ぁ っ て いて 、 
ボタ ン を キチ ン と 押し て いか な いと 出 な い 。 4 ボタ 
ン 連 打 な ん て も っ て の ほか だ 。 

入力 の コツ と し て は 、 初 め の 4 段 目 まで 先行 入力 
し て お き 、 そ こ か ら 1 つ ず つゆ っ くり ボタ ン を 押し 
て いく と 出し や すい 。 感覚 的 に は ] つ 前 の 技 の モー 
ショ ン に 入っ た ら ボ タン を 押す 、 と いう つも り で や 
うみ る と いい 。 

旧 10 連 の 5・ 7 段 目 、 新 10 連 の 7 段 目 は 上 段 パン 
チ な の で 、 こ の 部 分 は 少し 早め に ボタ ン を 押す こと 。 
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上 が かり 下 役 キ ッ ク 前 生 きか り 中 内 キッ ク EEE が り キ ク SHE 


Ct 財 店 


か 


| 無敵 ショ ル ダ ー タ ッ ク ル 駐 較 園 号証 還 EE 
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¥ 1 


ーー、 


ダッ シュ スラ イデ ィ ン ク 


及 連 一 (すい れん けい ) @ 当 連 引 

上 段 パ ンチ の 後 、 中 段 突 さき 
が 出る 連携 技 。L 始動 コ ン 
ビ ネ ー シ ョ ン (以下 、 雇 連 系 コ 
襲 議 レビ ネー ショ ン ) の 基本 と な 


間 に ス キ が ある の で 、 多 用 は 
し な い ほ うつ が よい 。 カウンタ 


謗 | 一 時 に は 連続 に な っ て くれ る 。 A 
蘭 記 次 反し 技 こ し て 使っ こい こう 。 ポメ らく 


@ 槽 連 勤 


憧 動 下 距 り (すい けい し た げ り ) | @ 常勤 下 蹴り 
究 連 勤 と 同様 に 、 始 動 の し 
ドド 上段 パン チ の 後 。 し LK で 下 
段 蹴 り を 出す 連携 技 。 


これ も 、 始 動 の L ピ パン チ 後 、 
HP で アッ パー が 出る 連携 技 。 
p 段 目 の アッ バー は カウ ン 
翌 連 区 よ り は 、 ス キ が 少な ツー 時 で あっ て も 、 相 手 を 浮 
く 、 判 定 も 上 、 下 段 と 相手 の か すこ と は で き な い の で 、 勘 
ガー ド を 揺さぶる こと が で き 違い し な いよ うに 。 避 連 下 競 
る の で 多用 する 技 の | つ 。 こ り と で 、 二 択 に 持っ て いけ る 
の 技 も カウ ンタ ー 時 に は 連続 
と な る 。 


5 が 0 ぞ 。 
革 議 し 衣 詳 カッ ンタ ー 時 に は 、 連 貫 技 
陣 吉 症 | に な っ て くれ る 。 


避 連 柴 雲 (すい れん し うん ) @ 栄 連 紫 央 
と 移行 し た 連携 技 に な る 翠 連 系 コン ビ ネ ー シ ョ ン の ひと つ 。 
テイ 聞 定 が 上 、 中 、 下 、 上 と 相手 に と っ て か な り 嫌 な コン ビ ネ ー 
正 弟 請 ショ ン こ な っ て は いる が 、 呈 段 蹴り 部 分 を ガー ド さ れる と 、 安 
生 馬 だ し て 反 黄 を 受け る こと に な っ て し まう 。 型 連 和 衣 と 合わ せ て 、 
1 二 択 に し て 使っ て いこ う 。 
カウ ンタ ー 時 に は 、 カ ウン ター と な っ た 次 の 技 ま で な ら つ な 
四 か っ て くれ る ( | 段 目 が 、 カ ウン ター な ら ば ? 段 目 まで つなが 
る と いっ た 感じ )。 3 、 4 段 目 は 連続 と な っ て いる 。 


@ 尉 連作 肌 

以 連 動か ら 続け て LK を 入力 する こと で 、 中 段 蹴 り 上 げに つ 
な げ る 以 連 系 コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 

この コン ビ ネ ー シ ョ ン は 、 そ れ 自 体 が 多少 特殊 で 3 段 目 の 中 
還 還 還 還 請 較 投 品 り 上 げ の 後に 、 し 始動 の 技 へ と 移行 する こと が で きる の 
人 避 連 衝 尿 を 繰り 返す こと で 無限 コン ボ に な る の だ 
が 、 3 段 目 の 中 段 が 、 当 た っ て も 、 ガ ー ド され て も (カウ ンタ 
ーー ー で も ) 次 の し LP へ と つなが っ て は くれ な い の で 、 翠 連 紫 雲 同 
様 に 多用 は 控え た ほう が よい 。 
a 填 軸 カウ ンタ ー 時 に は 、 カ ウン ター と な っ た 技 の 次 まで な ら は 連 
に な っ て くれ る 。 


蛋 動 刈 脚 (すい けい か りあ し ) e 準 絢 刈 肢 
| "aaa 上 、 下 、 下 、 下 | 10,14,14, 14 | 上 P 知 動 の 上 段 パン チ の 後 、HK で 真空 刈 脚 へ と 移行 し て く 
れる コン ピ ビ ネ ーション 。 

真空 刈 脚 を 出す た め の バ リエ ーション の ひと つ で 、 近 距離 な 
どか ら 刈 脚 を 出し た い 時 に 使っ て いく と 相手 に と っ て 読み づら 
い 連 携 に な っ て くれ る 。 刈 脚 を 出 そ う と し て 失敗 し て し まう 人 
で も 、 こ れ な ら ば 出 や すい の で お 試し あれ 。 刈 脚 部 分 は 、 基 本 
的 に 真空 刈 脚 と 同様 の 扱い で 、 | ~ 9 発 目 ま で の 好き な 所 で 、 
流 雲 墜 や 白鷺 系 コン ビ ネ ー シ ョ ン へ と 移行 で きる 。 

カウ ンタ ー 時 に は 、1 段 目 と ? 段 目 の み が 連 続 と な る 。 


白 牙 遊 無 (は くろ ゆう ぶ ) @ 自営 序 剖 
LP+ 日 K 始 動 コ ン ビ ネー ショ ン (以下 、 白 鷺 系 コン ビ ネ ー 


ショ ン ) の 基本 と な る 連携 技 で 、 下 段 跡 り 、 上 段 パ ンチ どこ 連続 
の 後 、 上 段 パ ンチ 、 中 段 回 し 蹴り へ と 連携 で つなが る コン ビ ネ 
ーション 技 。 

最後 の 中 段 回 し 蹴り を RK か らき まき 、 RK と する こと で 、 下 段 
回 し 蹴り に する こと が で きる の で 、 4 段 目 が ? 択 に な る の で 使 
える ぞ 。 た だ し 、? 段 目 と 3 段 目 の 判定 が 、 上 、 上 な の で 多用 し 
て いる と 返さ れる こと も ある の で 、 多 少 バ リエ ーション を 付け 


る こと 。 
| 、? 段 目 が 連続 。 ? 段 目 以降 は 、 カウ ンタ ー に な っ た 次 の 
技 が 連続 に な る 。 
泰山 白鷺 (た いざ ん は くろ ) | 9 泰山 白 店 
le Totes 下 、 上 、 上 、 上 | 7,10,10,12 | 昌 貞 作 舞 の 4 段 目 HK を LDP と する こと で 、 上 段 バ ンチ に 変 


更 す る 白鷺 系 コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 。 
択 部 分 が 、 上 段 パ ンチ に な る の で 、 い まひ と つの よう に 思え 
る が 、 実 は この LP、L 始動 の 器 連 系 コン ビ ネ ー シ ョ ン に つ な 
必 か る の だ 。 と は いえ 上 段 3 回 連続 の 部 分 は 、 か な り 弱 い の で バリ 
エー ショ ン の ひと つと し て 使っ て いこ う ( こ れ が な けれ ば …)。 
この 連携 技 も 、 白 荻 遊 舞 と 同じ く カ ウン ター に な っ た 次 の 技 
まで が 連続 技 と し て つなが っ て くれ る ぞ 。 


@ 奈 山 白 堂 刈 脚 
泰山 白鷺 の 4 段 目 し LP から 、 愉 勤 刈 脚 へ 
= と 、 移 行 する 白葉 系 コン ビ ネ ー ーション 技 。 
主 。 この コン ビ ネ ー シ ョ ン は 、 以 勤 刈 脚 と 同 
じ く 刈 脚 部 分 が 、 真 空 刈 脚 と 同じ 扱い に な 
っ て いる の で 、 流 雲 墜 や 日 荻 系 コン ビ ネ ー 
ショ ン へ と つなぐ こと が で きる 。 この 連携 
自体 単品 で 、oo コ ン ビ ネー ショ ン と な る 。 
泰山 部 分 の み カ ウン ター 時 に 、 カ ウン タ 
ー と な っ た 次 の 技 ま で 連続 と て な っ て くれ る 。 


鬼 殺 し (お に ご ろ し ) @ 移 殺 し 

ー 定 距離 を ダッ シュ し た の ち 、 低 姿勢 か ら ア ッ パ ー を 繰り 出 
す 技 で 、 性 質 的 に は 平八 の 鬼神 拳 に 近い 。 し か し 、 平 八 の それ 
と は 対照 的 に ダメ ー ジ 量 が 少な い 上 に 、 ガ ー ド され る と 反撃 が 
まっ て いる の だ が 、 当 た れ ば 空中 コン ボ を 狙っ て ゆけ る 。 使い 
所 を 考え て いこ う 。 

技 の モー ショ ン 中 に 上 段 攻撃 に 当たら な い (か が み ダ ッシュ 
の よう ね な 物 ) 瞬間 が ある の で 、 一 応 は 上 段 を スカ し つつ な ど と 
いっ た こと も 狙っ て ゆけ る 。 こ の 他 、 多 少 の ホー ミン グ 修 正 が 
庫 あっ て 、 走 り 技 が 出 な い 間 合い な ら ば ホー ミン グ し て くれ る ぞ 。 


@ 流 雲 隊 

側 転 の モー ショ ン か ら 、? 回 に 分 け て 足 を 振り 落と す 技 で 、 
発 あ た る か カウ ンタ ー に な る と 、 相 手 は ダウ ン し て くれ る 。 
し か も 、 P5X P と ダメ ー ジ 量 も 、 準 の 持っ て いる 技 の 中 で は 、 

高 の 破壊 力 を 誇っ て いて 、 ダ ウン 攻撃 と し て も 使え る 。 

ーー 受 し と は 違い 、 ガ ー ド され て も 反撃 を 受け づら い の だ が 、 
論 その 半面 、 痛 の 低い キャ ラ ( 女 キ ャ ラ 3 人 と ロウ ) に は し ゃ が 
峰 み 状 態 も し く は 、 カ ウン ター で な いと 2 発 入 りら ない の で 要 注 意 。 
若干 、 技 の 出 が 遅い が 使え る 技 な の で 使っ て いか な いと 損 を 


a * る <。 


の 2 


真空 刈 脚 (し ん くう か りあ し ) | e 真空 旭 有 
slaeleales 下 、 下 、 下 | 14, 14, 14 ミ シ ェ ー ル が 持っ て いる 、 前 掃 妥 の よう な 下段 回 し 蹴り を 1~3 
回 任意 に 出す こと が で きる 連携 技 で 、 ゅ 十 HK で の 始動 も 可能 。 

この 真空 刈 脚 、L K で 流 雲 墜 が つなが る 連携 技 に 、 ま た LP 十 
RHK 同 時 押し を する こと で 、 白 史 系 コン ビ ネ ー シ ョ ン へ と つなぐ 
こと が 、] 3 段 目 の 好 き な 所 で 可能 な の だ 。 こ れ も ダ ウン 攻撃 と 
な る 。 

技 の 出 が 若干 だ が 遅い の で 、 他 の 連携 か ら 出し た ほう が 潰さ 
れ づ らく 、 ま た 読み に くい の で 、 で きれ ば そう いっ た 出し 万 を 
イン と し て 便 っ て いき た い 。 

この 連携 は 、 カ ウン ター で も 連続 に は な っ て くれ な い 。 


刈 脚 流 雲 劇 (か りあ し りゅう うん つい ) _ ] e 刈 脚 流 雲 隊 
“ole le le fo 下 、 下 、 下 、 中 | 14, 14, 14, 5 | 真空 刈 肢 の 1-9 段 目 の 好 き な 所 
4 で 、LK を 押す こと に よっ て 流 雲 


墜 へ と 移行 する コン ピ ネ ーション 
oo ヒー | a 
i : $ 2 下段 判定 の 刈 脚 か ら 、 中 段 判定 
の 流 雲 墜 へ て 連携 に な っ て いる の 
だ が 、 繋 ぎ 部 分 の スキ が 若 十 大 き 
い の で 、 潰 され る 可能 性 は 大 きい 。 
カウ ンタ ー で も 、 連 続 に は な っ 
て くれ な い 。 


| 刈 脚 白鷺 遊 舞 (か りあ し は くろ ゆう め ) @ 刈 脚 白 品 遊 舞 
gp ~ ーーー ーー 自問 に 、 任 意 で 白 民 導 所 へ と 移 
行 さ せる コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 。 


刈 脚 流 雲 墜 な ど と 合わ せ て 使う 
こと で 、 相 手 を 押し て いこ つ 。 

カウ ンタ ー 時 で も 、 真 空 刈 脚 と 
同様 、 刈 脚 か ら は 連続 と な ら な い 
が 、 白 和貴 部 分 は カウ ンタ ー と な っ 
人 革 環 た 次 の 技 まで 連続 と な っ て くれ る 。 


の り 

わり と 出 の 早い 上 段 HK 回 し 蹴り で 、 準 の 技 の 中 で は 珍し く 他 
の コン ビ ネ ー シ ョ ン へ と 、 つ な げ る こと が で き な い 技 の | つ で 
ある 。 

上 段 攻 撃 な の で 、 普 通 に 使う と スカ され や すい が 、 技 を 出す 
下 時 に | 歩 踏 み 込 みな が ら 回 し 蹴り を 出す の で 、 遠 間 か ら の 牽制 
に 使っ て いけ る か P ダ メー ジ 量 は 投げ 技 と 同じ な だ け に 、 な ん 
とか 使っ て いき た い 技 な の で 、 カ ウン ター 狙い や 、 技 の 返し に 
うま い 使 い 方 が 見 つか っ た ら 、 次 回 ACt.? で 説明 し て いき た 
Ne 


| 紫雲 二 段 蹴り (し うん に だ ん げ り ) ] __1e 紫 宏一 段 忠 り 
ee | 下 、 上 | 10,15 | 下段 か ら 上 段 へ と 、? 段 中 り 上 げ の カッ コイ イ 技 。 ポー ル の 
| 998t 遇 還 ア ーW 請 計 持つ っ て いる 双 飛 天 脚 や 三宝 能 な ど に 見 た 目 は 似 て いる が 、 ま っ 
みこ を 吉 請 国 た く 違 う 性 質 の 技 。 リ ー チ が な い の で 、 密 着 時 に 使っ て 行く 。 
『 この 技 も 他 の 技 と 同様 に 、 以 連動 と 組み 合わ せる こと が で き 


る 。 実は この 技 、 下 方 向 に レバ ー が 入力 され て さえ いれ ば 、 し 
ゃ が ん だ 状態 で も 出す こと が 可能 な の で 、 相 手 の 技 や 投げ を し 
ゃ が み で か わし た 後 の 返し に 、 ま た コン ビ ネ ー シ ョ ン の 中 段 技 
と 組み 合わ せ て 使っ た りす る と いい 感じ で 、 当 た っ て くれ る 。 
技 を ガー ド さ れ 始 め た ら 、 こ の 技 を 使っ て みよ う 。 ダ ウン し て 


くれ る ぞ 。 


JUN| 


竜 車 跡 り (りゅう し ゃ げ り ) | 介 章 車 蹴 り 

バク 転 の モー ショ ン を 見 せつ つ 、 足 を 蹴り 上 げ る 技 。 端的 に 
言う と 、 バ ク 中 サマ ー だ (見 た まん ま )。 

入力 後 、 攻 撃 判 定 が 発生 する まで に 、 若 干 の スキ が ある が 、 
気 に な る ほど で は な い 。 竜 車 蹴り の コマ ンド 入力 後 、 日 で 間 
「 we Ce 車 蹴り 鬼灯 し へ 、 昌 K で 竜 車 蹴 り 刈 脚 と いっ た 連携 技 へ と 発展 
jc。 も hy | 本 で せる こと が で きる 。 基本 的 な 使い 方 と し て は 、 相 手 の 技 モ ー 
- 攻 を の 出 か か り を 潰す よう な 感じ で 置い て お く と よい 。 それ 


\ SA 以外 で は 、 相 手 の 反 撃 を 誘う の に 使っ た り し て いこ う 。 ガード 
58 さえ させ れ ば 、 距 離 を 取っ て くれ る の で 反撃 を 受け づら いし ね 。 


竜 車 蹴り 刈 脚 (りゅう し ゃ げ り か りあ し ) @ 幕 中 り 刈 肢 
Teefeeieeree | 中 、 下 、 下 、 下 | 0, 14 14, 14 意 車 状 り か ら 、 明 K で 竜 車 帳 り 刈 脚 の コン ビ ネ ー シ ョ ン に な る 。 
: | 9 mm 連携 技 と は いっ て いる が 、 最 初 の 竜 車 蹴 り が 、 当 た る と? 段 
“ | 目 の 刈 脚 は スカ っ て し まう 。 竜 車 蹴 り が 当たっ た ら 、 刈 脚 は 


罰 回 以上 は 出し て お く よ う に し よう 。 竜 車 蹴り が 入れ ば 相手 を ダ 

ウン させ られ る ぞ 。 近 距離 で 刈 脚 を 出せ る 数 少な い コ ン ビ ネー 

蘭 識 シヨ ン な の で 、 憧 勤 刈 脚 と 合わ せ て 使っ て いく こと で 、 バ リエ 

。 ーション を 持た せ て いこ う 。 

議 : を 衰 上 カウ ンタ ー 時 に は 、 真 空 刈 脚 と 同様 に 刈 脚 部 分 は 、 カ ウン タ 
還 症 諾 一 で も 連続 に は な ら な い 。 


 @ 竜 車 蹴り 児 殺し 
Tete 中 、 中 p0. 15 間 還 識 り か ら 、 日 P て 章 車 潤 り 東条 し の コン ビ ネ ー シ ョ ン へ ハ 。 
= 3 本 請 こ の 吉 携 技 も 間 車 党 り 刈 脚 と 同じ く 、 最 初 の 間 車 蹴り が 当 た 


る と 次 の 鬼 殺 し が 入ら な い 。 竜 車 蹴り 後 の 入力 の 受け 付け が 、 
遅く て も 大 丈夫 な の で 、 竜 車 蹴り が 当たっ た ら 竜 車 蹴り 刈 脚 へ 
晴 較 ご 交え て いこ う 。 必 ず 先 読み で な く 使っ て いけ れ ば 、 か な り 使 
境 御 あめ 結 える 連携 と な っ て くれ る の で 覚え て くれ 。 
ーー じゃ あ 竜 車 蹴 り 鬼灯 し は と いう と 、 竜 車 蹴り で 相手 を 誘い 、 
鬼灯 し で 浮か す 、 と いっ た バク チ 的 な 使い 方 が よい か と 思う 。 
』 別に 竜 車 蹴り だ け で や め て も いい し ね 。 


ンジ テコ 


@ 相 学 季 

有 嫌 連 和 勤 の 2 段 目 の L 品 を 単体 で 出す 技 。 性 質 的 に も 、 ま っ た 
く 同様 の 扱い に な っ て いて 、RK で 紫雲 二 段 跡 り へ 、 し LK で 衝 
腺 へ と つなぐ こと が で きる 。 

も と も と 技 の 出 が 遅い の て 近 距 離 か ら 出 す と 潰さ れ て し まう 
の で 多少 、 相 手 と の 距離 を 取っ て 使っ て いく よう に すれ ば 、 リ 
ー チ が 長い の で 、 出 の 遅 さ を カバ ー で きる 。 ガ ー ド させ さえ す 
れ ば 、 投 げ ら れ た りす る こと は な い の で 中 距離 間合い で 、 出 す 

蘭 雪 ここ 。 
っ カウ ンタ ー 時 に は 、 そ の 派生 技 と 同じ く 、 次 の 技 ま で カウ ン 

菩 調 ター と な っ て 連続 に な っ て くれ る 。 


鬼首 落と し (お に く び お と し ) ー | @ 鬼首 落と し 
中 、 中 、 ガ ー ド 不能 *L-At っ は し で 牛 |-3 四 に L(- を 剛 『 と キッ ク | 3U。 40, 40 | 一 93 回転 し て その 遠心 力 を 乗せ た 中 段 回 し 貴 り を 出す 技 で 、 


コマ ンド 入力 後 、 レ バー を 入っ ぱな し に する こと に よっ て 、 回 
転 数 を 維持 する こと が で きる 。 | 、? 回転 後 の 回 し 跡 り は 、 通 
常 技 だ が 、 3 回 転 後に 出る も の は な ん と ガー ド 不 能 技 な の だ 。 
レバ ー 人 入力 を 逆 に する こと で 、 蹴 り を 出さ すず に 回 転 の み を 行う 
こと が 可能 で 、 相 手 と 密着 し た 状態 で 出す こと に より 座標 博 を 
ずら すこ と も で きる 。 

品 説 ss 回転 中 に は 、 吉 光 の 忍法 由 葛 の よう な 攻撃 判定 が な い の で 、 

議 証 蹴り の 先 を 当て る 感じ で 出す の が よい 。 


055 


約 氏 割り 

相手 の 背後 か ら 通常 投げ 入力 の いずれ か で 、 後 ろか ら 相 手 
の 腰 を 取り 、 プ ロレ ス 技 の バッ ク ド ロ ッ プ の よう な モー ショ 
| ン で 相手 を 頭 か ら 地面 に 叩き つけ る 背後 投げ 専用 の 投げ 技 。 
四 前 作 で は 、 ミ シェ ー ル の 背面 取り の 後に 、 ジ ャ ー マ ン スー 
主 プレ ックス と いっ た 特殊 投げ 技 扱い の 投げ 技 し か な か っ た の 
隊 詳 だ が 、? で は 全 キ ャ ラ に 標準 装備 され て いる 。 だ けれ ども 対 
隊 間 戦中 な ど ご に あま り 狙 っ て いく こと は で き な い 技 の | つ 。 
対 コ ンピュータ 戦 で 決め て 、 ギ ャ ラリ ー 受 け を 狙っ た プレ 
イ な ん か に は いい か も し れ な いね 。 


釣鐘 割り (つり が ね わり ) 


@ 返し 技 

他 の 投げ 技 と は 異な り 、 こ の 技 自 体 に は 通常 ある は ず の ダ 
メー ジ が 存在 し な い 。 こ の こと か ら わ か る 通り 相手 を 普通 に 
投げ る こと が で き な い 。 で は 何 を 投げ る の か や 他 の 投げ が キ 
岬 ヤラ クタ ー の 投げ られ 判定 を 取っ て 投げ る の に 対し て 、 返 し 
技 は 相手 の 攻撃 判定 を 取っ て 投げ る と 考え て も ら え ば よい 。 
細 軒 投げ 技 の 攻撃 判定 と 技 の 判定 と が か ち 合う と 、 投 げ 相 殺 と な 
帆 る が 、 要 は これ が 返し 技 の 技 判 定 と 他 の 技 の 攻撃 判定 と に 置 
罰 さ 換え た こと で 返し 投げ 技 と な る 訳 だ 。 た だ し 投げ 技 の 判定 
議 同士 な ら ば 相殺 し て くれ る が 、 返し 技 同 士 で は 、 そ れ が 起こ 
当 ら な い ば か りか 、 投 げ 技 と 返し 技 と で は 一 方 的 に 負け て し ま 
い 、 投 げ ら れる (例外 的 に 、 遠 距離 か ら の ダッ シュ 後に 出る 、 
諸手 刈り の よう な モー ショ ン の 相手 を 倒す 技 に 関し て の み 、 
返し 技 で な ぜ か 返す こと が で きる )。 

多少 シス テム 説明 で の 部 分 と 重複 する 形 に な っ て し まっ た 
が 、 理 論 的 に は 、 こ ん な 感じ に な る 。 よ くわ か ら な いと いう 

名 史 』 人 は 、 と りあ え ず シス テム の 返し 技 部 分 を 一 読 し て ほし い 。 
還 詳 較 べ て 、 返 し 技 は 基本 的 に 取っ た 技 に よっ て その 返し 方 は 様々 
較 詳 田 で 、 こ りあ え ず ここ で は / 種類 取り 上 げ て 載せ て ある の で 、 
札 四 橋 ご の 技 を 取っ て いる か は 各自 で 確か め て みて ほし い 。 対戦 で 
鐘 議 の 使い 方 に つい て は 、 対 戦 基 礎 の ほう で 説明 し て いる 。 


日 山 (は く ざ ん ) @ 日 山 


IO 投げ 技 相手 の 腕 を 取り 、 その 体 を 崩し て 末 槍 の 辺り へ と 、 強 烈 な 


eR oo 、 準 に 陰 一 ある コマ ンド 投げ 技 。 通常 投げ 返し で き な い の で 

隊 絆 詳 導 壮 その 使用 度 は 高い か が 、 ダ メー ジ 量 は 他 の 投げ と 同 量 。 投げ た 

語 議 議 計 後に 相手 の 横 に 自分 が いる た め 、 起 さき 上 が り を 別 の バリ エー 

詳 革 詳 調 ショ ン で 攻め られ る た め に 、 相 手 に と っ て プレ ッ シ ャ ー を か 

時 ける こと が で きる 。 

主 較 計 訓 入力 に 多少 の コツ が ある 。 多 十 昌 P+LK、 と いう コマ ン 
回 幼 ド な の だ が 、 こ れ で 投げ が 出 な い 人 は 、 厚 、 多 十 日 P 填 し LK 
罰 こす る と 出し や すい の で 、 試し こみ て ほし い 。 い ざと いう 時 

に 、 し っ か り と 出せ る よう に 練習 し て お こう 。 


の 2 の ) 


NOILVNINOO 


鉄拳 名 物 「10 連 コン ボ 」。 そ の すべ て が 連続 に は な 
ら な いも の の 、 強 力 な コン ビ ネ ー シ ョ ン で ある こと 
に は 変わ り は な い 。 

準 の 10 連 コン ボ は 、 基 本 形 の それ が お そら く 最 も 
強力 で 、P、 4 段 目 の 上 段 以 外 は 、 す べ て 中 段 と 下 
段 の み で 構成 され て いる 上 に 、3 カ 所 ある ガー ド ボ 
イン ト で も 、 通 常 の 打撃 で 止め る こと が で きる の は 
5 、B 段 目 の み で 、 そ の 他 に 設定 され て いる 、 4 段 
目 と 6 段 目 は 、 基 本 的 に は ガー ド す る 以外 な い 。 

し か し 、 返 し 技 を 持っ て いる ( 準 、 ポ ー ル 、 ニ ー 
ナ ) 相手 に は 、 ガ ー ド され た 次 の 技 を 中 、 上 段 で あ 
れ ば 投げ 返し を され て し まう 。 こ うい っ た 時 に は 、 


多少 苦し ま ざ れ だ が 、10 連 コン ボ を 途中 で 止め た り 、 


分 岐 に 逃げ る な ど し て 、 返 し 技 を 回 避 す る 努力 を 最 
低 で きる よう に 心がけ て お く よ う に し よう 。 

さて 分 岐 に つい て だ が 、 準 の 10 連 は 分 岐 さ せ て も 
6 段 目 か ら の 分 岐 の 、 9 段 目 が 8 択 に な っ て くれ る 
だ け で 、 ダ メー ジ も 6 少な く な っ て し まっ た り し て 
いま ひと つ だ 。 し か し 5 段 目 が 入り さえ すれ ば 、 最 
後 ま で 、 ガ ー ド ポイ ント は な い の で 欲張り た い 人 は 
こち ら を 使っ て いっ て も よい 。 し か し 上 段 攻撃 部 分 
が ある た め に その 信用 度 は 低く 、 あ まり お すす め は 
し な い 。 ま た 、10 連 を すべ て ガー ド さ れ て も 基本 形 
と 4 段 目 の 分 岐 後 は 、 反 撃 を 受け づら い が 、 6 段 目 
の 分 岐 後 は 確実 に 、 反 撃 を 受け て し まう の で 、 使 う 
時 に は 反撃 を 覚悟 し て 使う よう に 。 

ボタ ン の 同時 押し 連打 は 、 今 回 や め り づ らく な っ て 
いる の で 、 目 押し で きち ん と 出せ る 練習 を し た ほう 
が いい ぞ 。 出し 方 の コツ と し て は 、 初 め の ?6 回 を 早 
く 、 そ の 後 は 一 定 の タイ ミン グ で 出 て くれ る の で 、 
自分 な り に タイ ミン グ を 掴め ば 簡単 に 出せ る は ず 。 
また 5 段 目 の 分 岐 後 の し P+ ナ +RK の 同時 押し 後 は 、 
] テン ポ 遅 れる だ け な の で 、 そ こ だ け 気がつけ れ ば 
出る ぞ 。 


立ち 上 が り ア ッ パ ー 始 動 の 10 連 コン ボ な の で 、 対 
戦 で も 使え る 場面 は た くさ ん ある は ず 。 い ざこ と いつ 
時 に は 、 相 手 を 10 連 コン ボ で 翻弄 し て いこ う 。 
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EE 


@ 投 る 


寝る 動作 は 必殺 技 の 予備 重 
作 で も ある し 、 相 手 の 技 を か 
わす の に も 使え る 。 
調 ちら なみ に レバ ー を 下 に 入れ 
畠 っ ぱな し で LK と RK を 同時 
内 | に 押し て も 寝る こと が で きる 
の で 覚え て お いて ほし い 。 
@ 仰向け か ら 5 つ 伏せ 6 うつ 伏せ か ら 仰向け 
* 寝 る 、 を 使う と 仰向け に 幸 基本 的 に は 仰向け っ うつ 伏 
る の で 、 う つ 伏 せ か ら の 技 を せ と 変 わら な い 。 ボタ ン だ け 
出し た いと き な ど に 使用 する 。 と 書い て ある が レバ ー を 入れ 
頭 側 か 足 側 な の か を 注意 し て っ ぱな し で も 転がる こと が で 
使う こと 。 きる 。 
ちな み に う つ 伏 せ か ら 仰 向 
庫 け に 転 が れ る の は レイ だ け の 
A 特権 で ある 。 
@ 交 脚 @ 跳ね 起き 
ヘッ ドス プリ ング を し な が 相手 の ジャ ンプ 追撃 技 を か 
ら 相 手 を 上 に 蹴り 上 げ る 技 。 わす と き に 使う の が 普通 だ が 、 
* 寝 る 、 の 動作 後に すぐ 出る の 横転 が ある の で あま り 使 う 必 
で 相手 の 技 を か わし て 出す 感 要 は な い 。 
較 じ で 当て よう 。 仰向け の 状態 で し か 出 な い 
| 浮い た ら 昇 り 蹴り 、 シ ッ ト の と 相手 頭 側 で 寝 て いる と き 


』 スピ ン キ ッ ク (OLK) で 3 
員 邊 確定 だ 。 


@ 爺 経 後 振 功 閑 
寝 な が ら の 状態 か ら 出せ る 
非常 に 使え る 技 で ある 。 
相手 に ダッ シュ し て 目前 で 
寝 て か ら 使う と バン バン 当 た 
る 。 

記 | 下段 か ら の 技 な の で ガー ド 
剛 され に くい の と 、" 寝 る 、 コ マ 
本 壮 ンド の 後に すぐ に 出る の が 的 
ーー ID 


NN 証 @ 伏 湯 弥 流 脱 
「 85 相手 足 側 で うつ 伏せ の と き 


に 出る 技 で 、 技 が 出 終わ る て 、 


また 相手 足 側 で うつ 伏せ に な 
る の で 永久 に 出せ る 。 


| は 出さ な い ほ うがい い だ ろ う 。 


e 伏 組 滑 

寝 て いる 状態 か ら イキ ナリ 
スラ イデ ィング を 出す 技 。 
相手 豆 側 で うつ 伏せ か ら 出 


手 & 詳 紀 し か し 相手 が 前 に 歩い て い 
陀 紹 WE 衣 串 な いと 当たら な い の が 残念 だ 。 


くし ん そう た い ) @ 伏 遂 掃 有 
| 下 ※ 人 向け に な る | 15 | 相手 足 側 で うつ 伏せ 状態 の 
と き に 出る 技 で 、 出 終わ る と 
相手 頭 側 仰向け に な る 。 
連携 と し て 伏 寝 弧 流 懇 か ら 


中 この 技 に つなぎ 、 仰 寝 後 掃 菩 


@ 育 を 向け る 

寝る と 同様 レイ の 必殺 技 の 
予備 動作 で ある 。 

育 向 け 状態 か ら 出る 技 は た 
くさ ん ある が 、 無 理 に 育 を 向 
ける の は 危険 な の で 多用 は 避 
胃 ける よう に し よう 。 


@ 有理 身 打 

育 向 け 状 態 で し か 出 な い 技 

で 裏 拳 を 出し た ら ま た 痛 を 向 
| ける 。 

較 隊 明 連続 で 出せ る の で 使い や す 

い が 多 用 は ひか えた ほう が よ 

上 


@ 背 身 下 掃 打 
衣 映 打 の 下段 裏 拳 バー ジョ 
ン で 使う な ら 育 身 打 より こち 
ら の 技 の ほう が 良い 。 
当たっ た ら 相 手 は 倒れ る の 
で も う 一 回 出せ ば 追い 打ち と 
な る 。 


@ 転 征 連 叩 


ボタ ン を 同時 押し | 回 で 2 


回 の 裏 拳 が 出る 技 。 

この 技 は 出 終わ る と 育 を 回 
ける 状態 に な る の で 連携 こし 
て は 使え る 技 だ が 、 判 定 が 上 
段 な の が 少し 残 念 だ 。 


難 身 須 


育 向 け か ら 出 る 振り 向き の 


中 段 職 り 。 

相手 が 背 向 け に 突っ 込ん で 
臣 細 較 較 さこ しゃ が み ガ ー ド し た ら 変 
、 化し て 出す と 当たる が あま り 
人 Wauikc め る 。 


@ 衣 号 朋 障 
振り 向き の アッ パー 攻撃 で 
| ある この 技 は 使い 方 が 少々 難 


る の で 当たる と いう わけ だ 。 
欄 紅 5 いた ら 跳 弓 脚 と 同様 に 師 
語 唐 い 打ち を 忘れ な いこ と 。 


@ 昔 肪 沙 

育 回 け 状 態 か ら の 技 の 中 で は 一 番 八 デ な 技 で 3 回 ボタ ン を 押 
すこ と に よっ て 回 連続 で 出す こと が で きる 。 

カッ コイ イ 技 な の だ が ] 発 当 た っ た ら 倒 れ て し まい ? 発 目 が 


| 当たら ず に 3 発 目 が 倒れ た 相手 に 当たる と いう 変 な 技 で ある 。 


し か し あま り に も 技 の スキ が 大 きい た め 、 ] 発 目 が ガー ド さ 
れ た ら P 発 目 が 出る 間 に つ ぶさ れ て し まう の で あま り 使 わな く 
て も いい 技 で ある 。 


@ 背 身 後 掃 菩 舞 

育 回 け 状態 か ら 出 る 技 の 中 で 一 番 多用 する 技 で ある 。 

転身 連 史 、 背 身 打 、 背 身 下 掃 打 の 後に 連携 と し て 使う の も い 
い 手 で ある し 、 イ キナ リ 背 を 向け て 使う の も いい 。 

と に か く レ イ の 技 の 中 で は 重要 な 技 な の で いつ で も 出せ る よ 
に し じたい 。 


園 > 虎吉 周 (こう そう zh ん 45) CMD 


上 段 蹴り を 出し て か ら 下 段 いろ いろ な 状態 か ら 出せ る 
前 蹴り を 出す ? 段 が まえ の 技 だ 。 後 掃 燕 舞 。 レ イ の 主要 武器 と 
上 段 蹴 り の モー ショ ン が 大 隊 し て どん どん 使っ て いき た い 
きい せい か 、 相 手 が 近 くに 寄 ーー 技 だ 。 
っ て きやすい の で 下段 蹴り が 問 識 ガー ド さ れる と スキ が ある 
まく 当たる 。 由 が 下段 か ら の ? 段 技 な の で あ 
| | 発 目 の 跡 り を フェ イン ト 則 まり 気 に す る こと は な い 。 
弱 計 | こし て 使う 形 で 使用 する よう 
店 a に し よう 。 
e 話 風 連 肝 
あび せ 蹴 り の 連続 技 。 レ バー を 上 に 入れ っ ぱな し に する 


と 3 回 まで 出す こと が で きる 。 
細 技 の 判定 と し て は 強い 技 な の だ が 、 出 る まで の スキ が 大 
きす ぎる の で 多用 は 避け た ほう が いい と 思う 。 
衣 使用 場所 と し て は 起き 上 が り に 重ね る よう に 使う 感じ だ 。 
| この 技 に は も う 一 つの 使い 方 が ある が それ は レバ ー を 右 
に 入れ る こと に よっ て 、 相 手 に は 当たら な い 技 に 変化 し 、 


| 搭 岩 刺 @ 虎 路 山 
蹴り が ? 回 出る 技 で は ある 揺 震 撃 の ? 段 目 の 蹴 り が 下 
が 連続 し て 出る 技 で は な い 。 段 に な る 技 で 使い 方 は 揺 雷撃 


| 1 発 目 の 蹴り は フェ イン ト 
細則 で 使う よう に し 、25 発 目 を 当 


| と 同じ だ が 、 使 うな ら 揺 雷撃 
より こち ら の ほう が 良い 。 


抽 て る よう に 使 お う 。 

| * 綴 流 腹 雷光 跳 財 (らい こう ちょ うき ゃ く ) AIH 
近い 体勢 で 相手 に 足 か ら 突 中 30 走っ て か ら の 跳び 蹴り 。 
っ 込む この 技 、 出 終わ る と 相 相手 と の 距離 が 離れ た と き 
手足 側 う つ 伏せ に 倒れ る の で に 走っ て いき 、 投げ と タッ ク 
当て る 目的 で 出す の だ が 、 ガ ル な どの 6 択 攻撃 に する こと 


人 、 が で きる の で 、 相 手 の 起 き 上 
全 が り に は ぜひ 使っ て いこ う 。 


』ー ド され て も 次 の 技 に つなが 
る の て で 使用 頻度 は 高い 。 


IIIIUUMSg 5 e 緒 爪 
me le 上 、 上 、 上 、 上 | | 他 の 投 と は 少し 違う この 技 は 、 ガ ー ド させ 技 で ある 。 _ 
相手 が ガー ド を し て いる と き に し か 出 な い 技 で キマ れ ば 相手 
が レバ ー を 前 に 入れ な いか ぎり ガー ド さ せる の で ある 。 


全部 ガー ド さ れる と 目 分 が 相手 に 育 を 向け る 状態 に な る の で 、 
レイ 独特 の 必殺 技 に つなげ て いく の だ 。 


3 1 


※ 相 手 が 立ち ガー ド し て いる 時 の み で きる ガー ド 崩 し 技 ( た だ し ガー ド さ れ 続け る と ヒッ ト し な い ) 


の 6 


狼 牙 授 許 撃 (ろう か よう し ん げき ) @ 良 牙 描 岩 撃 虎 中 山 
中 、 中 、 中 、 上 、 中 | 5, 18, 1. 0, PD | 李 初 の 店 り ガ が 人 れ は 4 段 目 
i wy VE gg まで が 連続 に な る 、 レ イ の 連 
続 の 中 で 最も ダメ ー ジ を 与え 
る こと が で きる 技 で ある 。 
一 発 目 の 跡 り が 出る まで に 
多少 の スキ が ある が 当たれ ば 
痛い 技 な の で ぜひ 使っ て いこ 
= 
詳 市 この 技 を ガー ド さ れ た と き 
菩 還 は 中 段 と 下段 の 蹴り が 出 て 、 
6 択 攻撃 に する こと が で きる 。 
中 段 跡 り の ほう が 揺 岩 撃 で 下 
段 蹴 り の ほう は 虎 鷺 山 と いう 
名 が つい て いる が 最初 の 4 段 
は すべ て 同じ 技 だ 。 
最後 の 蹴り は 出る の が すご 
く 遅い の で 、 技 を 置い と く 感 
菩 じ に 使う こい い だ ろ う 。 


龍 声 中 段 脚 (りゅう せい ちゅ うだ ん き や く ) NN e 泥 戸 中 段 財 ・ 下 段 財 
中 、 中 、 中 、 中 、 中 10, 10, 10, 10, 15 | 足技 の る を い レイ だ が 、 唯 

バン チ か ら の コン ビ ネ ー シ ョ 
ン 技 が この 龍 声 中 段 脚 で ある 。 

技 の 強 さ は か な り の 信頼 感 
| が あり 、 狼 牙 揺 震 撃 と 同じ く 
一 発 目 が 入れ ば 4 段 目 ま で が 
"連続 技 に な る うえ に 、 出 初め 
志 () パン チ は 狼 牙 揺 震 撃 と は 違 
隊 拓 っ て ほとん ど ス キ が な い の で 
還 使え る 。 

龍 声 に も 最後 の 蹴り が 中 段 
と 下段 の 択 に な っ て お り 、 
パン チ 4 発 後に 出る 蹴り は 速 
く 、 中 段 か 下段 か を 見 て 反応 
する の は 不可 能 に 近い の で ガ 
ー ド され て も 中 下 の ? 択 で 相 
手 を 倒し て や ろう 。 


| 
全 技 中 最も 変わ っ た 技 で 、 仰 向け に な りな が ら 詳 り を ? 回 
し 、 そ の 後 う つ 伏せ に な りな が ら 鏡 り 上 げ る と いう 感じ だ 。 
技 の 判定 は 下 下 中 な の で 初め の 下段 に つら れ て し ゃ が み ガ ー 
ド し よう と する と 最後 の 農 り が 当たる 。 
技 は トリ ッ キ ー で いい の だ が 、3 回 攻撃 する 間 に 連 続 し て つ 
較 共 = 導 隊 請 詳 な が る 所 が な い の が 少々 残 念 

生生 計 組 欄 衣 (この 法 は 出 ※ わ る と 、 う つ 伏せ に 軸 れ る 。 し か も 投 を 小 中 て 
間 生 提 痕 [の る ここ に よっ て 人 向け に 倒れ る こと も で きる の で 、 ダ メー 
昌幸 あ 39 首 | ジ より も 技 の 連携 と し て 使う こと を オス ス メ し た い 。 


て さ ーー 


トー 
ie 


e 吉光 中 段 装 ・ 下 段 肝 


この 技 は 狼 牙 揺 震 撃 と よく 似 て いる が 、 実 は けっ こう 違う 。 
| ご こ が 違 うつ のか と いう と 、 ま ず すず 一 発 目 の 蹴 り が 直線 的 に 出す 
の に 対し て 、 雷 光 中 段 脚 の 蹴り は 相手 の 技 を 避け な が ら 出 る 技 
放 詳 較 な の で ある 。 

衣 較 一 発 目 の 跳 り が 避け な が ら 出 て 、 そ の 後に パン チ 、 パ ンチ 、 
キッ ク と 出 て 、 キ ッ ク が 中 段 と 下段 の 6 択 攻撃 に な っ て いる 。 
し か も パン チ か ら の コン ビ ネ ー シ ョ ン は 、 龍 声 中 段 脚 の コン ビ 
剛 ネー ショ ン と 同じ な の で パン チ が 当たれ ば 連続 技 な の だ 。 
吾 代 Si = こい つよ つ に いい こと ば か り 書 いて きた が 、 こ の 技 に は 大 き 
四 諾 畔 な 欠点 が ある 。 ま ず す 一 発 目 の 蹴り が 当たっ た ら 、 相 手 は ふっ 飛 
ん で し まい 、 発 目 の パ ンチ は 当たら な い の で ある 。 

よっ て 蹴り 以降 の 技 は 、 ガ ー ド され た と き に の み 、 最 後 の 蹴 
り が 6 択 攻 撃 に な る と いう 感じ な の だ 。 

0, 12, 5 使い 方 と し て は 、 一 発 目 の 蹴り だ け を 単体 で 使う こい い 。 そ 
の る る @ B 請 国 の 他 は 一 発 目 の 蹴 り を フェ イン ト と し て 使い 、? 発 目 以降 の 技 
を 連続 で 当る よう に 使う 感じ で ある 。 


@ 如 睡 島 @ 鳳 風 旋風 膨 
レイ の ガー ド 不 可 技 を 出す 妃 睡 鳥 の ボー ズ 中 に 出す 旋 
た め の 予 備 動作 で ある 。 | 風 用 こそ レイ の ガー ド 不 可 技 
この 技 は あく まで も 予備 で ある 。 
作 で あっ て 、 技 の 判定 は な い 技 の モー ショ ン は 非常 に カ 


還 症 較 の て 注意 し て ほし い 。 ッ コ イイ の だ が 、 技 が 出る ま 


出し 方 は レバ ー を ロロ +LP で の 間 が 長 す ぎる の が 欠点 。 
HK だ が 、 レ バー を 後ろ に 入 ー 応 倒れ て いる 相手 に も 当 
商 良 れ っ ぱな し に し て LP+RK 六 半 較 細 た る が 、 絶 対 に 当たる と いう 
! 生 織 で も 出る 。 PS2 明 場面 は 実戦 ご で ほとんど な い 。 


。 礎 爪 連 半 (よう そう れん きゃ < く ) MM 
妃 睡 鳥 中 に @9 め 9 、 中 、 中 、 中 x ー- っ つた な が 15, 15, 妃 睡 島 の ポー ズ 中 に 出す 技 だ が 、 ガ ー ド 不可 技 で は な い 。 
っ 一 応 、 蹴 り が 4 回 出る が 、 一 つ ー つ が 出る まで に すご く 遅 く 
て 使い 物 に な ら な い が こ の 技 は 途中 で HK を 押す こと に よっ て 、 
ea 較 周 用 旋風 有野 に 変化 する こと が で きる 。 
し か し 周 風 風聞 が あま り 使え る 技 で は な い の で 、 こ の 技 は 、 


* 払い 倒し 。 着 攻 律 (らく が かんさい) Edi 
レイ の 唯一 の コマ ンド 投げ 鉄拳 6 で 新た に 加わ っ た 技 
技 で 相手 の 足 を ひっ か け て 、 kl re で > a 人 投げ 投 5 の 背後 投げ 。 
か か え こ みな が ら 倒す 感じ だ 。 レイ の 背後 投げ が この 落 顔 
カッ コイ イ 技 な の だ が 、 通 砕 で 、 フ ェ イ スク ラッ シャ ー 
常 投げ 技 よ り ダ メー ジ が 少な の よう な 技 だ 。 
い の で あま り 使 わな い 。 ダ ッ | し か し 背後 投げ の 入る 機会 
シュ し な が ら 出 る 投げ な の で 有 は 少な い の で あま り 見 る こと 
詳 胃 使っ うこ したら ダ ッシュ か ら 使 胃 は で き な い が 一 度 は 見 て ほし 
隊 較 紅 お う 。 駅 時 い 技 た 。 
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レイ の 基本 10 連 コン ボ は まず パン チ か ら 、 背 身 下 
掃 打 に つなぎ 、 痛 向け か ら 痛 刃 落 を ] 回 出し て 龍 声 
パン チ を 2 回 出し 、 狼 牙 揺 震 撃 を 最後 に 入れ る も の 
が 基本 。 途中 に ? つ 分 岐 が あり 、 ] つ は 狼 牙 揺 雷撃 
の 途中 に 後 掃 燕 舞 が 出 て 変化 し 、 も う 一 つ は 、 背 刃 
落 が 3 回 出 た 後に 育 身 下 掃 打 回 出 て 最後 に 背 身 月 
墜 に つなが る 。 

飼 回 の 10 連 コン ボ は 前 回 の 鉄拳 の よう に ボタ ン 同 
時 押し だ け で は 出 な く な っ て いて 、 1 つ ず つ ご 正確 に 
ボタ ン を 押し て いか な けれ ば な ら な い 。 

出し 方 の コツ は リズ ム 良 く ゆ っ くり め に 押す と 出 
や すく な る 。 し か し レイ は L KK+H ロ HK の 痛 刃 落 が 出 
た ら ボ タン を 押す タイ ミン グ が 多少 ずれ る の で 、L 
に K 二 HK を 押し た ら ] テン ポ 遅 ら せ て 次 の コマ ンド 
を 入力 し た ほう が 良い 。 

レイ の 10 連 コン ボ は 中 段 が 多く 下段 が 少な い の で 、 
分 岐 を 使い 下段 の 多い ほう の 10 連 コン ボ を 使っ て い 
く よ う に よう 。 

表 の 真ん中 の 10 連 コン ボ は 1? 段 目 と 3 段 目 の 間 だ 
けし ゃ が み ガ ー ド すれ ば 後 は すべ て 立ち ガー ド で 0 
K。 

表 の 下 の 10 連 コン ボ は 痛 刃 落 が 3 回 出 た ら 下 ガー 
ド を し て 、 し ゃ が み 裏 拳 が ? 回 出 た 所 で 立ち ガー ド 
を する 。 5 、 7 、B 段 目 が ガー ド の ポイ ント で 、 下 
段 ガ ー ド で 落ち 着く と 最後 の アッ パー が 当たる の で 
注意 する 。 

表 の 上 の 10 連 コン ボ は 一 番 使え る 10 連 コン ボ だ こと 
思う 。 B 段 目 か ら 9 段 目 が 中 段 か ら 下 段 に な っ て 、 
その 下段 攻撃 が 後 掃 燕 舞 な の で し っ か り ガ ー ド し な 
いと 痛い 目 に 遭う 。 

レイ の 10 連 コン ボ は 止め や すく 、 全 部 の 10 連 コン 
ボ を 3 段 目 と 4 段 目 の 間 に ジ ャ ンプ キッ ク で 止め ら 
れる の で 、 使 い 勝 手 は けっ こう 厳し い 。 

別 の 使い 方 と し て 3 段 目 で 止め て 、 痛 身 下 掃 打 が 
出 た 後に 育 を 向け る の で そこ か ら 痛 向け 状態 か ら 出 
る 必殺 技 を 連携 に 使う と 良い 。 や は り 後 掃 燕 舞 と 痛 
身 下 掃 打 が オス ス メ 。 

全体 的 に レイ の 10 連 コン ボ は あま り 使 える 技 で は 
な い が 、 使 うな ら 写 真 の コン ボ が いい だ ろう 。 


ジット ジャ ブフ シッ トス ド じ テト 
ー ご ーー デー ーー 
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ダウ ン 回 復 時 に 
og 


。 中層 
la 


。 起き 上 が り 攻 撃 (連打 起き 上 かがり) _ 起き 上 が り 攻 撃 (連打 起き 上 が り ) 


後 転 中 に @- 連 打 | 1 融 側 3) 相手 が 足 側 @- 連 
LHD 時 9DE』 短評 7 り キク DE 打 


ciel No Re き 上 が かり 下 血 キ * 起き 上 かり 下 段 キッ ク 
Sp 2 ee pt ゃ ~ IR な の ー 


無敵 ショ ル ダ ー タ ッ ク ル 
4 歩 以上 走っ て 相手 に 接触 ー 
IE。 。 ER 


ed 


タダ タウン 攻撃 。 
lb 


ワッ リー パップ @ ワン ツー バハ ンチ 
| Pi rs 1 ン ツ ー バ ンチ で 、 あ えて 止め 
の 0 る こと ば は な いかが 、 ここ か ら 始 


| まる 連携 技 は 数 多く ある の で 
使用 頻度 は 高い 。 
この 技 自体 で は 連続 攻撃 に 
っ て いる 。 
Ee 
a > 等 
ePK コ ン ボ PDK コ ン ボ eSPDK コ ン ボ 
右 パ ンチ か ら の 左 キ ッ ク 。 | PK コ ン ボ の 下段 版 と いう 
| 最後 の キッ ク が ダメ ー ジ PU な 環 の は 相変わらず 同じ 。 た だ 、 
請 | の で 当たれ ば デカ イ 。 だ が 、 | キッ ク の 威力 は 半分 に な っ て 


連続 攻撃 は な い の で 当て る チ 
| ャ ンス は あま りな い だ ろう 。 
| だ が 、 技 自体 の スキ は 少な 
回 い の で 相手 に ガー ド さ せれ ば 


し まう 。 下段 攻撃 は 誰 で も ガ 
| バド し に くい も の だ け に 、 そ 
に の 分 威力 も 少な め 。 頻繁 に 使 
本 っ て 、 相 手 を し ゃ が ませ る 布 
翌 庫 石 に 使 お う 。 


@ ダブ ルス マッ シュ @ 双 堂 破 
PK コン ボ の 右足 版 。 こ れ (クリール 小 前 ニー ナ の 主戦 力 の ひと つ 。 


較 m こい っ た 使い 分 け は な く 、 プ 回 還 還 還 丘 ei この 肥 掌 破 の 使い どこ ろ で 、 
間 較 EE 昌 レイ ヤー の 好み て 十分 だ ろう 。 過 。】 8 語 、 詩 譜 浴 い ニー ナ に も 弱い ニー ナ に 
を 信 た だ し 、 細 か いこ と を 言え ば も な れる 。 
の 4 名 - ダブ ルス マッ シュ の ほう か が 攻 
洗 し (ML 1 


上 成 力 、 判 定 、 中 段 攻撃 と 良 
Pe 細 we が 低い の で 敬遠 し て も 構 上 | い 材料 が 揃っ て いる わり に は 


較 わな い 。 蘭 叶 旨 介 手 に ガー ド さ せれ ば 反撃 は 
議 呈 受け な い 。 ドンドン 使 っ て い 

- he が 
トリ プル スマ ッシュ @ ト リブ ルス マッ シュ @ アッ パー スト レー ト 


上 上 上 | パン チー パン チー キッ ク の 
II 8)G5Cw| 上 、 上 rms | 連携 技 。 最後 の 右 キ ッ ク の 万 
[: < 本 請 較 | カ が P5 こ か な り 高 い が 、 連 続 
人 に は な っ て いな い の で 当 で る 

A の は 難し い 。 
ご また 、 す べ て 上 段 攻撃 で か 
本 還 問 議 維 わ さ れ や すい が 、 スキ は 少な 
和 蘭 思い の で けん 制 に は 十分 使え る 。 


ワン ツー パン チ の 1 発 目 を 
アッ パー に 変え た も の 。 た だ 
W 申 に 変わ っ た だ け で な く 、 中 
段 攻 撃 に な っ て いる 。 

SM この 技 も 、 さ ま ざ ま な 技 へ 
調 派生 で きる の で 使っ て いき た 
幼 思 い 。 


@ サイ ドス テッ プス タッ プ キリ ング ブレ ー ド @ キリ ング ブレ ー ド 
この 技 も わずか に よ け て 攻 わずか に 軸 を ずら し て 攻撃 
撃 し て いる よう に 見 える が 、 譜 | する 新 技 。 た だ 、 完 全 に か 
実際 は 踏み 込む と いっ た ほう わす 」 と いう イメ ー ジ は わか 
較 計 が 正確 か も 。 キ リン グ ブ レー な い 。 遠い 間合い で 使っ て も 
羽衣 ド よ り キ レ は な い が 、 中 段 攻 庄 良い が 、 密 着 状 態 で も 良く 、 
て 各論 だ し カウ ンタ ー の ヒッ トマ 表記 混戦 か ら 抜 け 出せ る と き が あ 
和 、 避 肛 王 間 一 ク が 出れ ば 追い 打ち が 可能 。 欄 刻 る 。 た だ 、 過 信 は 禁物 。 
衣 請 詳 で も 良い し 、 抱 え 込み 肝 に 
寺 | 打 ち も 入 る 。 


フロ ー ズ ン キ ッ ク @ ブロー ズン キッ ク @ ライ 人 トト ロー キッ ク & バ 


ライ トロ ー キ ッ ク 選 バッ クス ピン チョ ッ プ 


¥ Or 下 、 中 前 作 の レイ ブ キ ッ ク に 似 て | 区 FU or | 下 、 上 | 10(7),10 | ツク スピ ンチ ョ ッ プ 
時 | 下 、 中 | 0 15 | PO キック RC 9999| 下 、 上 |1007).10 ックス ピン チョ ッ プ 
っ て いる 状態 か ら で も 出せ る 。 


上 段 パ ンチ 。 ノリ と し て は フ 
罰 ラッ シュ コン ボ に 似 て いる 。 
] 段 目 が 下段 攻撃 な の は 、 相 
手 が 非 常に ガー ド し に くい 。 
WY 較 多用 し て も いい だ ろう つ 。 


ンス 0 に リー 
六 還 ブナ の ある の で 、 こ この 部 分 を 
時 レガ ツ 還 で で いき た Lu 


3 * 


シッ トス ピン 品 ラ イト ハイ キッ ク ELSE イト ハイ キッ ク 


| 下 、 エ | 1p 15 


@ ニ ー ル キッ ク 「 レッ グ ブ レイ クコ ン ボ _ @ レッ グ ブ レイ クコ ン ボ 
回 の 鉄拳 で は 多少 の 民 | wor98W| 下 、 下 | 15 7 下段 下段 の コン ビ ネ ー シ 
体 化 が 見 られ る 。 ガー ド さ せ SG ョ ン 。 こ の 技 を 見 せ て お いて 、 
て も 起き 上 が り 蹴 り が 入ら な 中 段 攻 撃 へ の 布石 こす る の が 
いか ら だ 。 本 較 較 較 較 パス ト 。 ま た 、 相 手 の 体力 が 
た だ 、 ニ ー ナ に は 使え る 技 残り 少な いと き に 使っ て も 有 
蘭 識 ほか に も ある 。 旧式 の 攻め 壮 識 叶 2 “ | 効 。 まあ 、 こ の 技 を 使う の で 

万 に と ら わ れ て は いけ な い 。 生生 本 半量 了 e 培 作 計 壮 2 れ は 、 ス ライ サー や ティ バ 
回 紅 あめ 、 そ うそ うつ 、 ダ ウン 攻撃 に 村 較 9 に 婁 イン キャ ヤノ ンコ ン ボ の ほう が 
う ee は 使え る よ 。 呈 し いい だ ろう 。 


_ ハン ティ ング キッ クコ ン ボ @ ハン テイ ング キック コン ホ | ドメイン 夫 レ イプ キッ ウ ク 
cree | 上 、 下 、 上 | 80, 10, 14 | 中間 中 で 用 する 技 。 い 間 前 以前 より 出 や すく な っ た よ 
き な り 出す 礎 皿 的 な 意味 合い is W| 下 、 中 | 5.10 うな 気 が す る 。 フ ロー ズン キ 
は 強い が 、 そ うそ う 対 応 され ッ ク よ り 技 の つなぎ が 早い が 、 
る も の で も な い 。 多用 し て も 決定 的 な 差 は 見 られ な い 。 本 

| いい だ ろう 。 調 人 の 好み で 使っ て いこ う 。 


上 ほか の 使い 方 と し て は 、 相 
卓 5 さ 上 が り で 後 転 し た 場 


また 、 単 体 で し ゃ が み パ ン 
チ を 使う の で あれ ば 、 レ イブ 
相本 寺 補 「 ソ ン が フロー ズン キッ ク を 
革 了 し 蘭 誠 出す クセ を つけ て お こう 。 


| @ ニー ル エ ッ ジ コン ボ 
立ち パン チ を 出し て か ら の て er の ワン ツー バン チ か 0⑳ ウ 2 ャ 
Lc に ンプ キッ ク 。 カッ コイ イ 披 な 
の だ が 、 相 手 が レ バー を 後ろ 
に 入れ て ガー ド す る と 、 連 続 
上 | に な ら な い の は 残念 
| 地上 で 使う より は 空中 コン 
洛 半 証 ボ で 使っ て いこ う 。 た だ し 、 
回 唆 填 まり) 相手 の 体力 は 奪え な い 。 


ES っ REP 1005),10,6,6,20 
Fy 正 gmwyazzsasmm- | 反 学 破 。 ワ ン ソ ツー バン チ か ら 
! ペ 本 も 出せ る し 、 右 パン チ |] 発 か 
ら で も 出せ る 。 

上 施 議 必 学 破 は 単体 で も DK だ が 、 
衣 放 そま バン チ を 絡め て いく と 、 さ ら 
| に 有効 。 バ ンチ で 進ん で いる 
識 計 て 謝 | ぶん スカ る こと も 少な く な る 。 


ジェ イル クラ ッシュ @ シェ イル クラ ッシュ 、 セ メタ リー クラ ッシュ 

CE The 上 (中 )、 上 、 下 、 上 | 10(15),10, 10, 15 | フン ツー パンチ が か ら だ け で は な く 、 ア ッ パ バー スト レー ト が か 
rg ・ 上 段 か 下段 中 

段 へ と 派生 し て いく 。 
23090 要 は 、 最 後 が 上 段 か 中 段 な の で 相手 は 立っ て いれ ば DK だ 
誠信 所 が 、 そ の 前 の 下段 攻撃 が 効い て いる の で ガー ド は し に くい だ 
記 ろう 。 そ の あと の 上 段 キ ッ ク も 中 段 攻撃 の アッ パー が ある た 
際 め に 、 し ゃ が ん で か わ そ うと は 思わ な い は ず だ 。 理由 は 、 最 
王 幼 後 の ア ッ パ ー が ヒッ ト す れ ば 相手 は 高く 浮い て くれ る か ら だ 。 
剛 間 そし て 、 お 約 末 の 追い 打ち 昇り 蹴り か 入る の で 、 か な り の ダ 
記 較 半 諸 メー ジ が 期待 で きる 。 も ちろ ん 、 狙 う は この 最後 の アッ パー 

部 分 。 上 段 キッ ク は 、 あ えて 使う 必要 は な い 。 

セ メ タ リー クラ ッシュ また 、 技 自体 の 全体 的 な 威力 も 高く 、 す べ て ヒッ ト さ せれ 


メージ を 与え られ る 。 たとえ アッ パー で 浮か な 
, ue ele Jie J Wee 上 (中 )、 上 、 下 、 中 | 1005),10,10,10 | か っ た に し て も 相手 に 与え る ブ プレッシャー は 大 きい 。 
SM 80 9 な お 、 鉄 拳 ら し く (?) 相手 に ガー ド さ せ て お け ば 反撃 は 


受け な い 技 だ け に 使用 頻度 も 高く な る だ ろう 。 相手 に 完全 対 
ー・。 壮 各 、 電 * 68 a 内 a : 応 さ れる まで は 、 し つこ く 使 っ て も 構わ な い 。 


フラ ッシュ コン ボ @ ブラ ッシュ コン ボ ウイ ンズ エッ ジコ ン ボ @ ウイ ンズ エッ ジコ ン ボ 


ml ピン チョ ッ プ で 相手 を 襲う 。 ン ボ 。 鉄拳 ? で は サイ ドキ ッ 
密着 し た 状態 で 使う より は 、 還 証 畔 クス ター ト の コン ボ は 重要 な 
や や 離れ た 間合い で 使っ て い 役割 を 果たす 。 

きた い 。 別に サイ ドキ ッ ク が この 技 は 純粋 に 連続 攻撃 。 
紀 か わ さ れ て も 反撃 は 受け に く 連携 は 多い が 連続 は 少な く な 
| いか ら だ 。 っ た ニー ナ だ が 、 こ れ は あり 
* 詳 瑞 が た い 。 し か し 、 ガ ー ド され 
5 軸 る と 反撃 は 必 到 。 


サイ ドキ ッ ク か ら バ ックス ET サイ ドキ ッ ク か ら 始 まる コ 


ラピッド キッ クコ ン ボ @ フ ヒッ トキ ッ ク コ ン ボ 


ee 中 、 上 、 上 、 上 | 10.6.8.15 サイ ドキ ッ ク X 3 の 部 分 を ラピッド コン ボ と いう 。 そこ か ら 


Pe re = さま ざま な 技 へ 派生 し て いく の だ が 、 ラ ピッ ドキ ッ ク コ ン ボ は 
1 PR ラピッド コン ボ & ラ イト キッ ク と 同じ 技 で 、 最 後に 右上 段 キッ 
ク が 繰り 出さ れる 。 4 段 攻撃 で は な い の で 、 こ の コン ボ を あえ 
て 使う 必要 は な く 、 ほ か の 技 へ と 派生 し て いっ た ほう が 賢い だ 
ろう 。 

また 、 遠 い 間合い か ら 使用 し て 、 サ イド キッ ク の 連打 で 相手 
誤 寺 s 唐 に 近づく よう な 使い 方 で も 構わ な い 。 


「 ハン ティ ンジ ヘン @ ハン ティ ング スリ ゾン 
ニー ナ 唯 一 の ガー ド 不 能 技 。 
a EE Rp 
えた の で 希少 価値 が 減っ て し 
っ た 。 
牙 も こも こ 、 対 戦 で 組み 込ん 
喘 較 こい くに は 難し く 、 技 の 当 た 
馬 mW 加 り 二 定 が 出る まで に つぶ され 
講座 て し まう の が 普通 。 無理 に 使 
革 蘭 義人 っ こい < 必要 は な い 。 


@ ス フイ サー 

下段 攻撃 を 出し つつ 、 目 ら 
倒れ 込む 技 。 威力 自体 は 小さ 
いい が 、 こ の あと ディ バイ ン キ 
ヤノ ンコ ン ポ に つなげ られ る 
の 玉 較 証 の は 大 さい 。 

本 5。 た だ 、 う つつ 伏せ 状態 で 倒れ 

喝 て し まつ の で 、 そ の あと の 起 

員 さ 上 が る 行動 は 限定 され て し 

に 


ディ バイ ン キ ャ ノン @ ディ バイ ン キ ャ ノン 


回 還 本 これ を 決め た あと は 、 昇 り 跳 
王 り シッ トス ピン キッ ク が 超 
| 安定 。 また 、 威 力 は 同じ くら 
畔 い だ が 、 ニ ュー]0 連 コン ボ の 
を て 削 6 段 目 ま で 当て る と いう の も 


は < され て も 反撃 は 受け な い の で 、 
A ーー 非常 に 重要 な 技 の ひと つ 。 


配本 補 区 や す が 、 人 慣れ て し まえ ば 問 
剛 間 訓 な い だ ろ う 。 威力 と し て は 


接近 し て 例 負 | 投げ 技 か Ss 十 了 コマ ンド 入力 に や や 時 間 を 
ーー て SW 
Ci . 


詳細 で さる こと な ら 常に この 投 
音 納 け を 狙っ て いき た いと ころ だ 


@ チイ バ イン キャ ノン コン ホ 
スラ イサ ー か ら の ディ バイ 
主 ン キ ャ ノン 。 ディ バイ ン キ ャ 
の の 析 手 を 語 く 肖 か せる 
隊 き 能 は 同じ で 、 ス 自体 も 変わ 
王 っ ら な い 。 
使い 方 と し て 、 あ えて スラ 


ーッ ドル 


本 っ て も いい だ ろう 。 一 種 の 誘 


い 技 た 。 


所 刈り 投げ 


投げ 技 Me 投げ た あと に 大 きく 間合い 
ーー 


ーー 


近江 し て 8 


が 離れ て し まう た め 、 安 定 し 
時 た 追い 打ち は 入ら な い 。 た だ 
| し 、 威 力 が 通常 投げ より 高い 
中 時 王 全 ここ を 考え れ ば 、 な か な か 使 
千林 良い や すい 。 前 ダッ シュ し て 亀 
較 うこ いい だ ろう 。 


学 握 (し ょ う あ く ) 


ni ( く び か り じゅ うじ が た め ) 


滞 提 中 ee ee 


腕 挫 腹 固 ( う で ひし ぎ は ら が た め )① 


EE 本 EA 


> て ta ・ 2 


ーー 


投げ 技 」 15 i 0 7 


捨 逆 脇 固 ( す て ぎ ゃ くわ き が た め ) 


OO 当り 天敵 - 期 や は り 、 ニ ー ナ と いえ は ば 掌握 か ら の コン ビ ネ ー シ ョ ン だ ろ 


首 鬼 顔 固 ( く び ひ ね りか お が た め ) 


(Ofce3 e099C8e9 | 投 け 技 | 35 scocexn- 
に で の 5 ーー あら きら 6 の 


東門 鷹 羽 絞 ( う つう ら か ん ぬき た か は じ め ) 


@ 学 所 から の コン ビ ネ ー シ ョ ン 


sa 】 う 。 威力 的 に も 申し 分 な いし 、 つ か み に 行く 前 に ホバー リン 
馬 記 グ (か が みな が ら の 前 ダッ シュ ) する の も 良い 。 た だ し 、 そ 
の ホバー リン グ の た め に 、 相 手 が 目 の 前 で 大 技 を 空振り し た 
議 昭 こし て も すぐ に つか め な い の が 難点 か 。 
較 給 導 べら に 、 今 回 の 鉄拳 ? か ら 相手 に 抜け られ て し まう よう に 
剛 っ た 。 これ は 少々 残 だ か 滞 握 か ら 首 刈り 十字 周 立 聞 
| 技 で 相手 の 抜け る コマ ンド も 違う 。 と いう こと は 、 結 選抜 け 
罰 る に し て も 3 択 に な っ て いる の で 相手 に し て も ツラ イ と ころ 
だ ろう 。 ち な み に 、 相 手 に 抜け られ た 場合 は 、 わ ず か に ニー 
ナ が ダメ ー ジ を 受け る 。 

また 、 ホ バー リン グ の 話 に 戻る が 、 


掌握 の コマ ンド を 入れ 
リン グ は し て くれ る 。 ち ょ っ と マニ アッ ク 
| な 使い 方 に な る が 、 相 手 の 上 段 攻撃 を か わす の に 有効 だ ろう 。 
請 還 時 な お 、 掌 所 を 決め る 場合 に し て も ボタ ン は 気持 ち 遅 め の ほ 
隊 つが いい だ ろう 。 レ バー 左 と 同時 に パン チ ボ タ ン と いう より 
は 、 ホ バー リン グ 中 に いつ で も ボタ ン を 押せ ば DK と いう 感 
se し の や りや すい 。 


9 ご つ に マ 


@ 返し 技 

当て 身投げ と いっ た ほう が わか りや すい だ ろう 。 相手 の 上 段 
攻撃 と 中 段 攻撃 を 返す こと が で きる 。 た だ し 、 す べ て の 技 を 当 
| て 身 で きる わけ で は な い の で 注意 し よう 。 
威力 は 、 相 手 の 攻撃 力 を 基 に し て いる の で 一 定 で は な い 、。 例 
計 導 え は 、 ガ ー ド 不能 技 を 当て 身 し た 場合 な ど は か な り の 減り 方 を 
剛 見 せる し 、 単 な る 立ち パン チ な ど で は それ ほど 期待 で き な い 。 
較 計 | この 技 は 諸刃 の 剣 。 ス カリ り モ ーション に は 何 の 攻 撃 判定 も 持 
軒 っ て いな い の で 、 タ イミ ング を 間違え る と 大 変 な こと に な る 。 
自分 の 読み を 鋭く し よう 。 


@ フ イデ ィング キッ ク く ーー 

読ん で 字 の ご と く 、 小 ジャ ンプ の あと 着 
地 し て か ら 技 を 繰り 出す 。 技 の グラ フィ ッ 
クタ は ジッ トス ピン キッ ク こ と 同じ だ が 、 ヒ ッ 
ト す れ ば 相手 は ダウ ン す る の で 、 そ の 性 能 
は 違う 。 

た だ 、 こ の 技 を 出す ここ 上 自体 が 小 ジ ャ ン 
プ を し な けれ ば な ら な い の で 、 よ ほど 余裕 
が な けれ ば いけ な い 。 相 手 の 起 き 上 が り に 
狙っ て みよ う 。 


スパ イク コン ボ 系 は ジャ ミン グ コ ン ボ 系 と 

記 は 違い 左足 の 上 段 キ ッ ク か ら は じ ま る コン ボ 。 

議 | スパ イク コン ボ 系 の ほう が 威力 は 高い が 、 そ 

の 分 技 の 出 が 少し 鈍い 。 ま あ 、 そ れ ほ ど 大 き 

昌 』 な 差 は な い の で 、 ス パイ クコ ン ボ の ほう が 好 
時 さ な 読者 は それ で DK。 

攻 視 また 、 上 段 ・ 下 段 ・ 中 段 か に 派生 する の は 
同じ 。 相 手 に 読ま れ な いよ うに 使っ て いこ う 。 
福 ほか に 、 ア サル トコ ン ボ は フラ ッシュ コン 

調 ボ か ら の 双 堂 破 に な っ て いる 。 


A EA Eh ki hm ーー ライ デ init di ls 


臣 (orCorC) a EE Q (or) て | Q LO(orSor の ) TE EL 


- スパ ー ク コン ポー RI 胃 還 症 証 較 % ス バー クコ ンー ボ 
bh 。 上 (中 )、 上 、 EE 下 10(15), 1( 10, , りり ワン ツー バン チ か ら の 左 バ ンチ ー 下段 攻 撃 と いう コン ビ ネ ー 
| ショ ン 。 最後 の 右足 払い は 、 相 手 を ダウ ン さ せら れ な い が 威 力 
| は PP と 非常 に 高い 攻撃 力 を 持っ て いる 。 一 般 的 に 下段 攻撃 は 威 
力 が 低い の で 、 こ れ は 頼も し い 。 空 中 コン ボ に も 使っ て いけ る 
M 科 。 


間野 | ほか に 、 4 段 目の下 段 キ ッ ク は 連続 に は な っ て いな い が 、 ガ 
ES A RE 


222 / 


ジャ ミン グ コ ン ボ & ラ イト ロー キッ ク 


| 上 、 下 、 下 」 0157 | 


ジャ ミン グ コ ン ボ & ラ イト アッ パ バー 


っ 本 


@ クリ ー ク アタ ッ ク コ ン ホ ボー 
サイ ドキ ッ ク か ら 入 り 、 バ 
ンチ の あと 上 段 か 下段 の キッ 
ク が 繰り 出さ れる 。 
| 発 目 は サイ ドキ ッ ク な の 
で 使い や すい が 、 最 後 は 上 段 
園 下段 な の で し ゃ が ん で いれ 
詳 議 詩 は か わ さ れ て し まう 。 た だ 、 
還 けん 制 に は 十分 使え る 。 


クリ ー ク アタ ッ ク 避 レフ トロ ー キ ッ ク 


還 間 上 T IIC1O 上 


ジャ ミン グ コ ン ボ 品 ラ イト ハイ キッ クツ 


@ ジャ ミン グ コ ン ボ ー- 
上 段 蹴 りか ら の 下段 、 そ し 
て 上 ・ 中 ・ 下 の いずれ か に 派 
生 し て いく 。 ] 発 目 の 上 段 蹴 
り が 意外 と 早く 、 か な り 使 い 
や すい 。 多 用 し て も まっ た く 
構わ な い だ ろ う 。 

ー 番 実用 的 な の が 中 段 攻 撃 
の アッ パー。 相手 を 浮か せら 
れる の で 追い 打ち が 可能 だ 。 


クリ ー ク アタ ッ ク 品 ライ ト ハ イキ ッ ク 


@ フ ヒ ッ ト コ ン ボ ー- 

この 技 も サイ ドキ ックス タ 
ョ ー ト 。 3 段 ま で は 人 確実 な の で 
か な り 使 える 。 最後 の 派生 も 
上 段 ・ 下 段 ・ 中 段 と 申し 分 な 
いし ね 。 

た だ 、 双 掌 條 に つなぐ 場合 
* 軍 は バン チ を 経て か ら で な いと 
| 久 出せ な い 。 


に ーー ソリ = 


kk を 較 ポ び つ さ 前 方 回 転 逆 三 角 締 め Ke 


近 距 離 か ら で は 出せ ず 、 ダ 形 後 後 か a EH 投げ 技 | 45 | いわ ゆる 背後 投げ 。 そ うそ 


ッシュ し て いな いと いけ な い 。 つう チ ャ ンス も 少な い が 、 も つ 
『 また 、 相 手 が 立っ て いる 状態 | れ あっ た 場合 に 投げ を 入力 す 
胃 識 ご 、 ノ ー ガ ー ド また は 技 ガ 出 訳 | る と 、 相 手 が た また ま 背 後 を 
El か か っ て いる な どの 状態 で あ | 向い て いた と いう の も ある 。 

れ ば 飛び つき アキ レス 腫 固 に | 威力 は 高い の で 、 決 め ら れ 
識 る と き は 決め て お きた い 。 そ 
の 場 の 雰囲気 も 盛り 上 が る ぞ 。 


_ 居 反 肘 落と し ( い ぞ り ひ じ お と し ) 軒 居 反 肘 落 と し 脇 固 ( い ぞ り ひ じ お と し わき が た め @ 居 反 り 肘 落 と し て 

に 投げ 技 i 居 反 肝 落 と し 中 に 8 8 3 投げ 技 RN 6 

上 人 OS 2 ER X 6 ーー 動 届 吾 ー ジ \ 

RN MRN 0 A 3 の 次 の 勝 固 

| に 発展 させ 、 よ り 多 く の ダ メ 
ー ジ を 与え よう 。 

な お 、 居 反落 こし を 狙っ て 


飛び つき アキ レス 層 国 (と ひび つき あさ れ す け ん が た め ) 


投げ 技 


蟹 挟み (か に ば さ み ) @ 前 転 腕 十字 固 ( ぜ ん て ん う で じゅ うじ が た め ) 


本 に WU て Ce 投げ 技 5 | ti 投げ 技 1 95 


る る る る 


アキ レス 腫 園 (あき され すけ ん が た め ) ③ 
eo 投げ 技 EAE 


膝 十 字 固 (ひざ じゅ うじ が た め ) 


TE IO 


回 転 アキ レス 騰 固 (が いて ん あき れ す け ん が た め ) @ 本 挟 みみ (か に は さ 久 ) 

掌握 の キッ ク バ ー ジ ョ ン と 思っ て くれ れ ば いい だ ろう 。 こ れ で 、 
ssl ニー ナ フ ァ ン P な ら ず と も 全国 の 鉄 源 ファ ン が 、 〇 PU を 相手 に ボ 
較 記 タン を 熱心 に 叩く 光景 が ゲー セン で 見 られ る だ ろう 。 

| まあ 冗 談 は さて 置き 、 こ の 蟹 挟み だ が 、 威 力 が 掌握 系 より 高い の 
。 で ぜひ 狙っ て いき た い 。 ま た 、 ど の ポイ ント で も 相手 に 返さ れ な い 
軸 た め 、 よ り 実 戦 的 な 技 と いえ よう 。 

議 た だ 、 ボ タン の タイ ミン グ が 掌握 系 より シビ ア に 感じ る の だ が 気 
の せい だ ろう か 。 単に 慣れ て いな い だ け の 可能 性 も ある し 、 き っ ち 
| り と 練習 を 積め ば この 問題 も 解消 され る だ ろう 。 


家人 


3 3 
2 と ¢ 
計る 
た ルイ 4 


NOILVNIBNOO 


鉄拳 8 の 10 連 コン ボ は 、 ニ ー ナ に 限ら ず 「 分 岐 」 
が 存在 し て いる た め 非 常に バリ エー ショ ン が 豊富 に 
な っ う て い る sg 

と う ぜ ん ニー ナ に も 分 岐 が あり 、10 連 すべ て 出し 
た 場合 の パタ ー ン は 全部 で 5 種類 。 そ の 中 に は 、 前 
作 の 鉄拳 に あっ た 10 連 コン ボ も 入っ て いる 。 

と いう こと で 、 写 真 で 掲載 され て いる 10 連 コン ボ 
が 鉄拳 P で の 新 10 連 コン ボ 。 ア ッ パ ー か ら 開 始 で き 
る の は 前 作 か ら 同 じ な の で 、 純 粋 に 新しい の は 5 段 
目 か ら に な る 。 ち な み に 、 振 り 向 き パ ンチ か ら 10 連 
に 発展 で きる の も 前 作 か ら 同 じ 。 チ ャ ンス が あっ た 
ら 使っ て みよ う 。 

で は 、 技 の 解説 に 入ろう 。10 連 コン ボ は 、 4 段 ま 
で 連続 の よう に 見 える が 、 始 まり の パン チ に か か わ 
ら 宴 隊 串かつ な が ら な い 。 8.、.4 、 旦 。 他 肛 
目 の 攻撃 は すべ て ガー ド ボ ポイント に な っ て いて 、 下 
段 二 上段 ま た は 上 段 一 下段 の 分 岐 と は いえ 、 し ゃ が 
まれ て いる と 意味 が な い 。 し か し 、 連 撃 双 掌 破 を 組 
み 込 ん で いけ ば 効果 は ある だ ろう 。 

また 、 9 段 目 と 10 段 目 は ディ バイ ン キ ャ ノン コン 
ボ の 型 で ある が 、 こ ちら は 完全 な 連続 攻撃 。 下 段 が 
当たれ ば 相手 を 高く 浮か せら れる 。 し か し 、 通 常 で 
使わ れる ディ バイ ン キ ャ ノン コン ボ よ り 人 硬直 が 長い 
の も 特徴 ( 超 安 定 の 昇り 蹴り は ギリ ギリ 入る )。 こ の 
こと か ら 、 型 は 同じ だ が まっ た く 別 の 技 で ある こと 
が わか る 。 な お 、 技 表 の 上 へ 分 岐 し た 場合 は 連続 だ 
が 、 下 の まま で は 連続 に な ら な い 。 B 段 目 の 技 の 便 
直 が 原因 だ ろう 。 

全体 的 な 見 解 と し て は 、 下 段 と 中 段 の コン ビ ネ ー 
ショ ン が 多い 写真 の 10 連 が 一 番 オ スス メ 。 ガ ー ド し 
続け る の は 難し い は すず だ 。 途中 で 返し 技 を 受け る か 
相手 に ヒッ ト し 続け る か 、 ギ ャ ン ブ ル の つも り で 出 
し て も いい だ ろう 。 や っ ぱり 10 連 は 、 当 た る か 返さ 
れる か の どちら か し か な い 。 

以上 が ニー ナ の 10 連 コン ボ 。 開幕 の パン チ が 素早 
い の で 、 い つの 間 に か 始ま っ て いる 印象 が 深い 。 逆 
に 使っ て いる ほう は 、 さ ご さりげ な く 10 連 コン ボ に つ な 
て に つう 。 


表 中 の *x は ガー ド ポ イン ト 


ジフ シッ トス トー 
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2 ワク 回 
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投げ 扱い =。 


の / の 


田 LAW 


跳び 攻撃 派生 技 跳び 攻撃 


※]| : ( ) は トト 
降 中 の 攻撃 カ 


※ 左 か ら 、 離 陸 直 
後 、 頂 点 付近 、 下 
降 中 の 攻撃 種類 で 
す 。 一 は 派生 技 扱 
a 


っ らら G へ 周 ー ニ で 


は 内 
起き 上 が り 攻 撃 (同時 押し 起き 上 が り ) | 起 
ダウ ン 中 相手 が 足 側 に いる 場合 相手 が 頭 側 -W 連 ーー 
ウン 回 復 時 に | ダウ ン 回 復 時 に | ダウ ン 回 復 時 に 2 
POP が 


| 起き 上 が り 攻 撃 (連打 起き 上 が り ) に 
Li 中 に 9 寺 陸中 に 連 打 中 に e 連打 0 SO 


無敵 ショ ル ダ ー タ ッ ク ル ッ ク ル ー 打 秋 タッ クル 
4 歩 以上 走っ て 相手 に 接触 。 sf 3 歩 以 上 走っ て 相手 に 接触 


内 党 導 攻 


マッ シュ スラ イィ ディ ング ラン チョ ッ プ 
3 歩 以上 走っ て ce 4 歩 じ > こ 3 歩 以 上 走っ て 時 
mr mi ーー この ピー an [ ーー 


の ZZ 


ん ツール バンチ @ ワン ツー ハン チ 
非常 に コンパクト で 、 そ れ 
EUC 生 界 く 。 大 、 大 を 人 
ナ を 出す こと が で きる お 手軽 
| な 必 灯 技 。 前 作 と 比べ る と 、 
g 発 目 の ダメ ー ジ が 倍 に な っ 


@ 左 連 余 
至 あ る 鉄拳 の 技 の 中 で も トッ プ 
選 クラ ス の スピ ー ド を 持つ 5 連発 の 
語 エバ ンチ 。 5 発 続く パン チ の うち 、 
最初 の 発 ま で が 連続 攻撃 に な っ 
て いる 。 3 発 目 か ら を 違う 技 、 コ 
ン ボ に つなげ て いく こと が で きる 。 


a 


@ ステ ッ プ イン < ドル キッ ク 
] 歩 分 ステ ッ プ する こと で 


@ トラ ゴン ロー 
立ち 状態 か ら 素 早く 下段 に 


攻撃 を 出す こと が で きる ロウ 箇 : 相手 に 近づき 、 ミ ドル キッ ク 
唯一 の 技 。 その 素早 さか ら 、 を 繰り 出せ る 技 。 相手 と の 距 
鍋 エ 連 挙 の Z 発 目 の 後 に 出す こ 離 が 少し ある と き 、 こ の 技 を 


と で 、 相 手 の ガ ー ド を 崩す こ 
| と が で きる 。 ま た 、 そ の 素早 
畔 | さ を 利 用 し て 、 相 手 の 技 の 出 


a \ か か IF デア バズ 
に か か り を つぶ すこ と が で きる 。 


| 出す こと で 、 近 づけ る の と 、 

a 衣 中 段 攻 撃 を 仕掛 ける こと が 可 

前 回 還 題 能 、 し か し 、 技 の 出 が 遅い の 
上 靖 で 、 潰さ れる こと が 多い 技 だ 。 


@ 一 連 ハ イキ ッ ク 
左足 に よる 上 段 へ 3 発 繰り 出さ れる 連続 の ハイ キッ ク 。 見 た 
目 で は か な り 大 きく 見 える 技 だ が 意外 に 技 の 出 は 早く 、 油 断 し 
て いる 相手 な らし っ か り 3 発 入っ て くれ る 。 し か し 、 相 手 と の 
記 炎 中 座 が 少し 遠かっ た りす る と 、 ] 、 発 目 は 当たる も の の 、3 
下 較 発 日 が 相手 に 届か ず 、 す か され て し まう こと が ある 。 う まく 3 
| 発 入 れ ら れれ ば 、 相 手 を ダウ ン さ せる こと が で きる 技 だ 。 


フェ イン トミ ドル キッ ク I TN 
ep I この 技 は 、 三 連 人 ハイ キッ ク の 3 発出 る 途中 に 入力 を する こと 
。 三 連 ハ イ の 途中 に レバ ーー 前 | 中 | ) 15 | する < と か で きる 。 その 三軍 ハイキック の 
ee 生出 し た あと 。 その あと に この 技 の 
] MP 。 ーー 還 粒 粒 入力 を する ご と で 、 ミ ドル キッ ク を 繰り 出す こと が で きる 。 こ 
陳 凍 了 4 ぞ 割 の 技 は 、 三 連 ハ イキ ッ ク を し ゃ が ん で よ け て いる よう な 相手 に 
上 | 対し て 出し て いく と 確実 に 当て る こと が で きる 。 


共 守 へい 


ーー 


ここ 


の Z ダ 


ドラ ゴン ナッ クル コン ボ @ トド フ ゴン ナッ クル コン ボ 

上 段 攻 撃 の み の 三 連 挙 に 対し 、 中 段 攻撃 が 途中 に 入っ た 非常 
琶 | に 使え る コン ホホ 。 右手 だ け で 繰り 出さ れる この 技 、 三 連 拳 に も 
劣ら ず か な り 出 の 早い 技 で 、 3 発 、 技 を 出し て いけ る 。 使い 方 
と し て は 、 こ れ 単 体 で も 十分 使え る も の だ が 、 三 連 拳 を 2 発 ま 
半 ご 出し 、 そ こ か ら こ の 3 発 の ドラ ゴン ナッ クル コン ボ に つなげ 
て あげ る と 、 よ り ダ メー ジ を 与え る こと が で きる 。 


ドラ ゴン ナッ クル コン ボ @ ト フ コ ン ナッ クル コン ボ @ ドラ ゴン ニー 
レバ ー を 前 に 入れ な が ら 出 少し 離れ た 間合い か ら 近 づ 


| く こ と に プラ ス し て 投げ に 入 
れる セッ ト の 技 。 ダ ッシュ し 
論 て 近づく た め 、 技 に 入る まで 
憶 の 時 間 は 短い 。 不 意 打 ちと し 


し 、 発 目 が 中 段 攻 撃 に な る 
3 発 の も の と 違い 、 レ バー を 
較 入れ ず 、? 発 で 終わ ら せ る こと 、 


| の ドラ ゴン ナッ クル コン ボ 。 sas 管 eS 還 軒 壮 こも か な り 使 える 技 だ 。 
詳 議 導 その 性 格 上 、 ま あり 使う こと [ 2 3 4 0 
周 は な い 。 


ーー 


No SI CO24 
し ゃ が み 状 態 か ら ぐ し ゃ が ん だ 状態 か ら 入力 し 、 か な り 離 れ た と ころ か ら で も そ 
遇 本 PP We RET 開 昌 EE の 移動 力 を 利用 し て いさ な り 足 元 を すく うこ と が で きる 技 。 意 
| 6 Me A や 5 議 計 | ま を 突く 技 と し て は か な り の も の だ が 、 し っ か り 見 られ る と ガ 
めこ 時 ソチ リガ ー ド され 、 反 撃 を 受け る こと 間違い な し 。 立っ て いる 
相手 に 対し て 、 そ の 意表 さ を 利 用 する より も ダウ ン 攻 撃 で 追い 
打ち が し に くい 中 で 、 ダ ウン し た 相手 に 、 こ の 技 を 出し て いく 


因 計 9 本 99: PJ と デラ ンク 
DCD 中 (ガー ド 後 よろ け ) 2 この 技 の 魅力 と いえ ば や は り 上 段 ガ ー ド が 不可 だ と いう 点 。 
a ーー ーー nn すか され な い 限 り 、 ま た は 当て 身 技 に こら れ な い 限 り ます 大 丈 
E ER 8 SSR 夫 。 レ バー 3 回 前 へ 入力 する と いう の が この 技 を 出し に くく し 


@ ス ヒ ン キッ クコ ン ボ 

右 、 左 、 右 と 上 段 ヘ キッ ク を 繰り 出し て いく 技 。 そ の 技 の 出 
[ は か な り 早 く 、 入 力も 難し く な い の で 、 か な りお 手軽 な コン ボ 
語調 で ある 。 た だ 、 3 発 目 は 連続 攻撃 に な っ て いな い の で 、 立 ち ガ 
ー ド を され る と 当たら な い 。 3 発 目 を 出し た と き 、 相 手 が 攻撃 
市 に 出 て いた 場合 、 カ ウン ター に な り 、 大 き な ダ メー ジ を 与え る 
と と も に 、 ダ ウン させ る こと も 可能 で ある 。 


.w 
くさ ・ 
Ce" Fre 
っ ま 。 


い マ に っ > こ ご wi ニ 
> の or ーーー | 
aa Sm で こま ーー 

本 へ ゃ 、 wi の 
ee 


ここ ーー バー ー 
KS さす ヘー 
ーー こそ で で 


に 


サマ ー ソ ルト キッ ク (大 ジャ ンプ タイ プ ) | サマ ー ソ ルト キッ ク (大 ) | サ マー ソル トキ ッ ク ( 小 ジ ャ ン フ タイプ) サマ ー ソ ルト ネッ ク ( 小 ) 
上 40, 後 40, 前 0 | し や が の 状態 か が ら レ バー を 上 へ の 入力 を 短く する こと 


Wo(OrSOr の )Gw 中 | 上 5 御 本 5 [ 
5 。、 へ Sir スラ) 
(ml 黄 間 旨 で さる 。 小 さい だ け あ っ て 、 

6 | ダメ ー ジ も 大 より や や 少な い 。 

大 の サマ ー と 同様 に 使う こと 

は まず な い 。 


ーー 還 W/ 再 屋 還 還 「、 上 こと 長く 入力 する こと で 
| “ 限 護 詳 この 技 を 出す こと が で きる 。 
| し か し 、 し ゃ が み 攻 撃 か ら の 
主 サマ ー こ と いう 連続 技 が で きた 
現在 、 さ ら に この 技 を 使う 機 
員 会 が か なく な っ た 。 


サマ ー ソ ルト ドロ ッ プ @ サマ ー ソ ルト ドロ ッ プ 
II9IIOEIOIS0MMI| 中 。 | 30 | の マー に わせ て 其 し て くる 相手 に よく 交 く の が この 
本 it 技 。 通 常 の サマ ー の よう に 、 昇 り で キッ ク が 当たる の で は な く 、 
PS we っ ee 和 き 4 | 回 転 し て か ら ド ロッ プ キ ッ ク に 入る 攻撃 。 その ドロ ッ プ キッ 
| Il 。 i : ク を 出し た あと ロウ は ダウ ン 状 態 に な る 。 こ の 状態 で 大 技 を く 
ら う こと は な い が 技 が 当たっ て な けれ は 追い 打ち を 必ず し て く 
る 。 こ れ に 対応 すべ く 横 転 、 後 転 で 相手 の 真正 面 か ら 離 れる よ 
に し よ S 


@ トラ コン サマ ー 

元祖 サマ ー の 連続 技 。 ] 発 目 の 右足 に よる 回 し 蹴り を 出し た 
あと に 、 サ マー に つなが る の だ が 、 便 化す る 時 間 が 長い た め 、 
? 発 目 を ガー ド さ れる か 、 も し く は 反撃 され る 。 前 作 で は 、 浮 
いた 相手 に 対し て 、 こ の 技 を 出す こと で か な り 大 き な ダ メー ジ 
| を 与え る こと が で きた が 、 今 回 は 、 g 発 目 が 出る まで の 人 硬化 し 
て いる 時 間 が 長い せい か 、 追 い 打 ち で 出せ な い 技 こと な っ た 。 


し ゃ が み 中 DO この ゲー ム か ら 新 し く 加 わっ た サマ ー へ つなが る 連続 技 だ 。 


| B EE 。 (0 8 EER 3 - この 技 は 、 し ゃ が ん で いる 状態 で 左 キ ッ ク を 出し 、 スピ ン キ ッ 
鹿 た トー gs po 3 _ - 請 議 隊 ク を し た あと 、 右 キッ ク の ボタ ン を 押す こと で サマ ー に つない 
ーー RY ー 上 上 時 で いけ る 。 相手 の 上 段 攻 撃 を し ゃ が ん で よ け た あと 、 こ の 技 を 
田 出し て いけ る と いい だ ろう 。 ま た ダウ ン し た 相手 に 対し て も 、 

at この 技 を 出せ ば 、 ] 発 目 の シ ッ ト ス ピン キッ ク が 入り 、 さ ら に 
間 芽 | サマ ー で 追い 打ち する こと が で きる 。 


シッ トス ピン キッ クサ マー @ シッ トス ヒン キッ クサ マー 


@ ドラ ゴン ロー レフ ブ ト サマ ー 

この ゲー ム か ら 新 し く 加 わっ た サマ ー へ つなが る 連続 技 だ 。 
男 この 技 は 、 立 っ て いる 状態 か ら b、 し ゃ が みな が ら キ ッ ク を 出す 
| ドラ ゴン ロー か ら 左 足 の サマ ー に つなが る も の 。 下 段 攻 撃 か ら 
サマ ー に つなげ られ る と いう 点 は 、 と て も うれ し い 。 だ が 、 し 
『 っ が み 途 中 で の ボタ ン 入 力 は 、 慌 て て いる と 正確 に で き な い こ 
画 こ が 多 い 。 比 較 的 使う こと が 多い の で 、 し っ か り 入 力 で きる よ 
虫 昌 っ に し た い 。 


の ィ ン 


フロ ント キッ クレ フト サマ ー @ フロ ント キッ クレ ブサ マー 
| 中 、 中 | 0, 30 | これ も 新しく 加わ っ た サマ 


| 一 の 連続 技 。 こ の 技 は 、 立 ち 
議 上 が り 途 中 で ボタ ン 入 力 を す 
る も の で 、 中 段 、 中 段 と 攻撃 
する ちょ っ て 変わ っ た も の だ 。 
謀 だ が 使う 機会 は 少な い 。 


@ サイ ドキ ッ ク ラ イト サマ ー 
これ も 新しく 加わ っ た サマ 


サイ ドキ ッ ク ラ イト サマ ー 


@ シッ トス トレ ー ト レフ ト サ マ ー 


@ ハイ キッ ク フ 人 トト サマ ー 
これ も 新しく 加わ っ た サマ 
ー の 連続 技 。 数 ある サマ ー の 
中 で 、 こ れ ほ ど 出 し や すい も 
の は な い 。 そ の 出し や すさ を 合 
語 語 is い 、 下 段 か ら ス ター ト す る サ 
詳 詳 マー と 5 択 で 使っ て や る と 攻 
4 撃 に 幅 が 出る こと 間違い な し 。 


Re ここ 
AN ES | 
ーー 


クイ ッ ク サ マー ソル トキ ッ ク 
敵前 還 中 | 50 


@ クイ ッ ク サ マー ソル トキ ッ ク 

これ も 新しく 加わ っ た サマ 
ー の 技 の | つ 。 この 技 は 、 単 
発 な の だ が 、 前 作 か ら あ っ た 
サマ ー ソ ルト キッ ク の 大 、 小 
と 違っ て 、 立 っ て いる 状態 か 
拓 ら キ ッ ク ボ タン 同時 押し の み 
議 議 で 出せ る 。 ダ ブル サマ ー ソ ル 
寺 38 議 康 ト キッ ツク の フェ イン ト で 使う 
時 美作 | こ 成 力 を 増す 。 


この ゲー ム か ら 新 し く 加 わっ た サマ ー へ つなが る 連続 技 だ 。 


| ? 発 目 へ の 時 間 が 短い 。 そ れ を 利用 し 、 浮 いた 相手 に 対す る 追 
較 い 打 ちこ し て 使う と ます 失敗 する こと が な い 。 浮 いた ら こ れ を 
使う の が ベス ト 。 


@ ジャン ブ サ 人 キック 2 人 サマ ー 


ジャ ンプ サイ ドキ ッ ク ラ イト サマ ヤー 
全 (or&ordo) 5, 30 これ も 新しく 加わ っ た サマ 
ー の 連続 技 。 こ の 技 は 、 ハ イ 


上 、 中 
RE .. 
NN 衣 キッ クラ イト サマ ー に レバ ー 
蘭 の っ た も の 。 し か し 
間 和 電王 次 岸 する と ころ は 、 上 段 、 中 
段 と 同じ 。 ダ メー ジ も 同じ 。 
と な る と 、 出 し や すい ほう を 
詳細 まつ の が ベス ト 。 あ まり 使う 
問 0 間 こ こ は な い だ ろ うっ 。 


ロー キッ クレ フト サマ ヤー 
so | 中 | 30 


“ 


@ ロー キッ クレ ブ ト サマ ー 
これ も 新しく 加わ っ た サマ 
ー 連 続 技 。 こ の 技 は 、 し ゃ が 
| ん で いる 状態 か ら 、 右 、 左 と 
攻 * 華 キッ クボ タン を 押す 。 シ ッ ト 
和 き 生 い 、 で | スピ ン キ ッ ク サ マー こと 足 が 逆 
て 先 放 に な る も の だ 。 し か し 同じ 下 

3 包 較 較 段 か ら 中 段 攻 撃 な の だ が 、 こ 


@ タダ ブル サマ ー ソ ルト キッ ク 

今回 新しく 加わ っ た サマ ー の 連続 技 の 超大 目玉 は や は りこ れ 。 
な に せ サ マー が ? 回 連続 で 出る の だ か ら 、 出 す ほ う も 、 出 され 
る ほう も ビッ クリ | 非常 に パワ フル な 技 で ある 反面 、 | 発 目 の 
詞 サ マー こ 、 発 目 の サ マー の 間 に は 、 か な り 人 硬化 時 間 が ある 。 
前 詳 蘭 その た め 、 い き な り サマ ー が ガ 出 た 場合 ダブ ル サ マ ー で ある こ 
押 還 こ を 予想 され 、 ガ ー ド や 当て 身 で 反撃 を くら うこ と が 多い 。 そ 
の た め 、 こ れ に 頼っ た 闘い 方 は で さ な い 。 た ま に 出 す 程 度 に 抑 
詳 斉 えて お く ほ うか が 効果 は ある だ ろう 。 


ドラ ゴン ブレ ス @ ドラ ゴン ブレ ス 
se ( 2 ユー トラ ル ) の の cs 下 、 上 、 上 、 上 、 中 | 15,10, 10, 10, 30 | これ や 新しく 加わ っ た サマ ー の 連 
4 若 N 6 RE NN 全部 入る と 5 発 と いう 点 


男 か 、 他 の も の と 違っ て いる 。 こ の 技 

は 、 最 初 の レバ ー 下 入れ の 1 発 目 が 
下段 攻撃 で 始ま り 、 ハ イキ ッ ク が 3 
妥 玩 上 段 に 入っ た あと 、 中 段 へ サマー 
が 決ま る も の 。 し か し 、 1 発 目 の あ 
と ガー ド が 可能 。 ハ イキ ッ ク の 1 か 
ら 3 発 目 の 途中 で サマ ー が 出せ る 。 


@ ドラ フ ラゴン テイ ル 


これ は 新しく 加わ っ た サマ ー 系 で は な い 技 。 こ の 技 は 、 立 っ 
回 て いる 状態 か ら 相手 の 足 を 払い に いけ る 下段 攻撃 と な っ て いる 。 
| 接近 し た と ころ か ら で も 使え る が 、 こ の 技 の 効果 的 な 使い 方 は 、 
少し 離れ た と ころ か ら 、 ち ょ っ と し た スキ に 出し 、 相 手 を ダウ 
ン さ せ て や る こと 。 1 発 で 倒せ る 利点 は ある が 、 技 の 出 は 遅い 
紅 た め 、 闘 い の 流れ を し っ か りつ か ん で 、 不 意 に この 技 を 出せ る 
軸 よう に し た い 。 


フェ イス クラ ッ シ ャ ー @ ブフ ェ イ スク フッ シャ ー 

背後 か ら 接近 し て nr 投げ 技 | " 45 。 | ロウ に な か っ た 青 後 か ら の 投げ が 加わ っ た 。 こ の 技 は 相手 の 
。。 。 2 ーー ュー ニー a 後ろ 側 、 背 後に 入っ た と き 、 相 手 を 後ろ から つか ん で 、 顔面 を 
昌明 - NH 3 4 地面 に た た きつ ける 投げ 技 で ある 。 こ の 投げ 技 の モー ショ ン は 、 
折 橋 バン チ か ら 移行 する ドラ ゴン フォ ー ル と 同じ だ 。 中 う 点 は 
舞 月 後 か ら つ か ん で 投げ て いる 分 、 よ り ダ メー ジ を 多く 与え る こ 
| と が で きる こと だ 。 あ まり 後ろ に 入れ る こと は 少な い が 、 上 覚え 

琶 てこ お く と 、 か な り 得 を する こと 間違い な し 。 


| 8 呈 


ドラ ゴン フォ ー ル @ ドラ ゴン フォ ー ル 


折 橋 パン チ 中 に 8 っ Ce ee 投げ 技 | " 35 | # 橋 パン チ は 、 単体 の 投げ と し て 前 作 か ら 存 在 し て いる も の 
ーー YY AR ? 1 STi PC PP SO 本 還 府 | た に が 、 こ の 技 か ら 移 行 する 技 が 加わ っ た 。 そ の 技 は 、 折 棋 パ ン 
3 香 事 蘭 蔽 上 チ で 相手 を つか ん だ あと 、 す ぐ こ の 技 の コマ ンド を 入力 し て や 

呈 。 耐 科 細 症 へ こ バ ンチ を 入れ ず 、 そ の まま 前 方 へ ジャ ンプ し て 、 相 手 の 顔 
幼 - 看 . 面 を 地面 に た た きつ ける 。 こ の 移行 が 成功 する と 、 そ の まま 折 
議 議 橋 バ ンチ で 終わ ら す より も 少し 多め に ダメ ー ジ を 与え る こと が 
回 寺 較 で さる 。 し か し 、 そ の 入力 は 、 ボ タン を 押す だ け に も か か わら 
| ず タ イミ ング が 重要 な た め 、 か な り 難 し いも の と な っ て いる 。 


Ns we 


@ ドラ ゴン ファ ング 

ロウ の 中 段 ガ ー ド 不能 技 。 出 し 方 、 モ ーション は 変わ ら な い 
が 、 出 始め で 腰 周 辺 が 光る た め 、 ガ ー ド 不能 技 を これ か ら 出 す 
ぞ と 知ら せ て くれ る よう に な っ た 。 出さ れる 側 に と っ て は 、 発 
見 し や すく な っ た の で 、 対応 し や すい 。 し か し この 技 、 起 き 上 


寄っ て こない 等 、 不 利 な 状況 に な っ て いる た め 、 使 うこ と は ま 
半 すず ない と いっ て いい だ ろう 。 
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NOILVNIBNO つ 


鉄拳 ? に な っ て 10 連 コン ボ は 、 入 力 の タイ ミン グ 
が 辛く な り 、 正 確 に 出す に は リズ ム 感 が 必要 と な っ 


た 。 前 作 で は 1 つ し か な か っ た 1]0U 連 コン ボ も 、 今回 、 


| 発 目 が 同じ な こと に 苦笑 し つつ 、? 発 目 以降 を 見 
て いく と 、 ま ず ? 系 統 に 分 か れる 。 2 発 目 で は 、 上 
段 、 下 段 の 違い か が あり 、 こ こ で 1? 択 が 成立 。 3 発 目 
は DLD、NEW コ ン ボ と も 中 段 攻 撃 と な る 。 まず すこ 
こま で 連続 で 入る 。 4 発 目 は 上 段 で 入り 、 5 発 目 で 
上 段 、 中 段 の 違い が 出る 。 DL リコ ン ボ は 、5 発 目 ま 
で 連続 で 技 が 入る 。 

6 発 目 で 大 き な 変 化 が 起き る 。 それ は 、OLD、 
NEW コン ボ と 1? 系統 し か な か っ た コン ボ が 、 交 差 
する こと で 、 7 発 目 に な る と ころ で 4 系統 に な り 、 
NEW コ ン ボ の 7 発 目 で さら に 分 か れ (9 発 目 で 戻 
る )、 10 発 目 で は DLD ノ プ NEW コン ボ の つの ( 同 
じ コ マン ド で は ある が ) 系 統 に な っ て 終わ る 。 

NEW コ ン ボ を 通る コマ ンド 入力 を し た 場合 、 7 発 
目 ま で (DLD コ ン ボ の コマ ンド は 除く ) 連続 で コン 
ボ が 続い て 入る 。 

10 発 目 が ? 系 統 で 占め られ て いる 理由 は 、 そ の 前 
の 9 発 目 の 上 段 、 下 段 の 攻撃 で 分 けら れ て いる 。 9 
発 目 の 上 段 攻 撃 は 、 ハ イキ ッ ク に よる 攻撃 で 、 そ こ 
か ら 10 発 目 、 サ マー に つなが っ て いく 。 9 発 目 の 下 
段 攻 撃 は 、 ド ラゴン テイ ル に よる 攻撃 で 、 締 め と な 
る 10 発 目 で サマ ー に つなが っ て いく 。10 発 目 ま で 入 
っ て いれ ば 、 9 発 目 の 相 手 の ガ ー ド が 非常 に 楽し み 
に な る 。 

全部 で 5 通り ある 10 連 コン ボ で ある が 、 で きれ ば 
全部 覚え る の が ベス ト 。 し か し 、 し っ か り 出 す た め 
に は ちょ っ と 苦痛 に な る 。 で 、 最 低 8 つ は 覚え て お 
さき たい 。 ] つま OLD コ ン ボ 。 新 作 と 同じ で ある こと 
な ご か ら 、 覚え や すい と 思う 。 も う 1 つ は 、 NEW コ 
ン ボ 。 P 発 目 か ら そ の まま 真っ すぐ 進み 、B 、9、 
10 発 目 を 右 キ ッ ク で 入力 する も の だ 。 

この つの コマ ンド を 覚え た ら 、 あ と は ご どこ で ガ 
ー ド され る か を 確認 し 、 ガ ー ド され て いた 場合 は 、 コ 
ン ボ を 止め られ る よう に し た い 。 し か し 1 発 目 か ら 


当て る の は 至難 の 業 。 使 いこ な す の は 難し い だ ろ う 。 


表 中 の 巡 は ガー ド ボ ポイ ント ※ 注 分 岐 時 Dg3 ※ 注 2: 分 岐 時 g- 
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圏 MICHELLE 


跳び 攻撃 派生 技 跳び 攻撃 小 跳び 攻撃 


シッ トス ピン キッ ク 人 人 あ グ グロ スタ ダウ ンス トレ ー ト ke DS BE De I | 追撃 バン チ 
A て 


※ 左 か ら 、 離 陸 直 


後 、 頂 点 付近 、 下 の 
降 中 の 攻撃 種類 で ライ ジン グ ト ー キ ッ ク ライ ジン グ ト ー キ ッ ク or 


す 。ー は 派生 技 扱 8 た 
いで す 。 [ 


gg -W 連 
ダウ ン 回 復 時 に 


DD 


起き 上 が り 攻 撃 と 
MS aE 


NM ーー- 


上 3 DO a = 、 う 
a を 2 デ - 1 。 が mr 
0ー 
10 oD 0 回 


無 瑞 ショ ル ダ ー タ ッ ク ル タッ クル ーー 打撃 
4 歩 以上 走っ て 相手 に 接触 9 eefeefee 


投げ 扱い ーー ZL CT i ハス 投げ 扱い 
0、0、5、5、5 5 


シュ スラ イェ ング 踏み つけ ラン チョ ッ プ 
3 歩 以上 走っ て WW 4 歩 以上 走っ て ダウ ン 中 の 相手 と 接触 9 歩 以 上 走っ て 
hE a ; で 了 EE 

oo ーー a i a ss 

J RF ht 1 ペー と 

ん A Ss 人 と *R Sit > a x 


すす ー | | _ 15 


連 拳 (れん けん ) e 地 当 


58 MI 上 、 中 | 10.10 


連 拳 と は 俗 に いう ワン ・ ツ 
ー パ ンチ の こと で 、LP っ HP 
が それ ぞ れ 上 - 中 段 攻撃 と な 
て いる 。 

連 挙 は 通常 、 連 携 技 と な っ 
て いる が 、 | 段 目 が カウ ンタ 
ー で ヒッ ト す れ ば 連続 技 に な 
計る 。 ま た 連 挙 上 、 下 段 脚 ・ 大 
『 親 酸 。 六 浴 朋 押 こい う 技 も ある 。 


連 挙 上 段 間 ( れ ん けん じ よ うだ ん きゃ く ) 設 居 2 貞明 連 拳 下段 財 ( れ ん けん げ だ ん きゃ く ) 記 肖 遇 


ーー よう に 連 挙 か ら 上 段 蹴り を 線 本紀 = ーー を 繰り 出す 技 で 、 上 ・ 中 ・ 下 
" "2 人 り 出 す 技 で ある 。 段 と いう 流れ に な る 。 

PT 連 挙 が カ ウン ター で ヒッ ト a 通常 で は 連携 技 と な っ て い 

i すれ ば 下段 脚 と 同じ よう に 連 る が 、 連 拳 の 1 も し く は ? 発 


続 技 に な る が 、 あ くま で 連携 
技 。 あ えて 上 段 攻撃 の 技 を 出 
隊 較 す 必要 は な い だ ろ う 。 


目 が カウ ンタ ー で ヒッ ト す れ 
軸 は 連続 技 に な る 。 後 授 服 な ど 
語 隊商 の し ゃ が み 技 へ の つなぎ と し 
陵 記 . 納 5 て 多用 すべ さき 技 で も ある 。 


通 天 砲 (つう て ん ほう ) @ 通 大 僅 (4) 通 天 砲 (つう て ん ほう ) @ 通 大 爺 (b) 
88889 | 上 、 中 、 中 |10, 8, BU| 意 大和 に は 2 種類 の 出し 方 | 卓上 ] | 中 、 中 | 18, 6U | こち ら は 4 連打 と 異な り 、 
rin 7 7m が ある 。 ご ちら は | 連打 で 出 誕 和議 二 、 征 Bm 科 め か ら 通 天 和 的 を 出す こと が 


る が 、 一 度 出 て し まう と 途中 

で 止め る こと が で き な い 。 
鉄拳 6 で の 通 天 砲 は 前 作 と 

蘭 功 異なり 、 カ ウン ター で ヒッ ト 
編 し な いこ 連続 技 に な ら な い 。 

較 この 弱体 化 は 小さ いよ う で 実 
は 重大 な こと で ある 。 


で きる うえ 、 傍 中 で 止め る こ 
と も で きる 。 

この 通 大 砲 も 入力 は 異な る 
議 が 連携 技 に 弱体 化 さ れ た 。 カ 
ウン ター で ヒッ ト す れ は ば 連続 
技 に な る が 、 前 作 の よう に 使 
うこ と は 困難 だ ろう | 


( 迅 脚 ) 前 掃 十 字 把 (ぜん そう じゅ うじ は ) ( 迅 脚 ) 前 掃 連 腺 ( ぜ ん そう れん た い ) LIUEiE 林 092E を 3 
が 2 下 、 中 | 15, 95 し ゃ が の 導 中 8 下 、 上 15, 90 前 掃 妥 と は 立ち 状態 か らし ゃ が み 状 態 へ 移行 し つつ 、 足 
払い を 繰り 出す 技 で 、 ミ シェ ー ル の 主力 武器 の | つ で ある 。 
IRL TF ta 15 5 GGT tT, +i 15 2 
8 半 この 前 掃 服 か ら の 派生 技 に 前 掃 連 服 (上 段 )・ 前 掃 十字 把 
(中 段 )・ 前 掃 扇 妥 (下段 ) が ある 。 こ れ ら は どれ も 連携 技 
る こと が 基本 だ 。 
迅 脚 と は 鉄拳 に も あっ た 立ち 肌 P か ら 9S 前 掃 朋 へ つなぐ 連 
ウン ター で ヒッ ト す れ ば 相手 は 宙 に 浮く の で 、 連 爵 ・ 十 字 
い 
mr の 9 四 か 下 中 ヒッ ト し て くれ る る | 
no ちな み に 迅 脚 前 掃 十 字 把 は 天 砲 が ヒッ ト し て 笛 に 浮い た 


上 ・ 中 段 攻 撃 に 潰さ これ や すい と いう 欠点 も ある が 、 技 の ス 
ee 

で ある た め 、 下 ーー 下段 の 前 掃 扇 有限 を 多用 すべ きだ ろう 。 こ 

携 技 の こと で ある 。 

相手 に 追い 打ち と し て 入る こと も ある 。 ミ シェ ー ル の 数 少 


キ が 小さ べ い ので ガー ド さ れ て も 問題 な い 。 多 用 すべ き 技 で 
ある 。 

Re AA や 

i > 4 yr 
cst CREE I () 有 |) 掃 ( 扇 ) 服 を 出し た 後 、 ミ シェ ー ル は し ゃ が み 状 態 に 
Mk な sn a 和洋 衣 な っ て いる の で 、 こ こ か ら 蒼 空砲 と 後 掃 服 で 択 攻撃 を 迫 
この 迅 脚 前 掃 服 は 連携 技 で は ある が 、 判 定 の 強い 立ち RK 
] 掃 妥 (ぜん そう た い ) が 前 掃 妥 の 出 の 遅 さ を カバ ー し て くれ る 。 ま た 、 迅 脚 が カ 


安定 する な ら 天 砲 > 迅 脚 前 掃 局 服 で も いい だ ろう 。 
還 ※ 下 段 の コマ ンド ・ ガ ー ド ・ ダ メー ジ は 迅 脚 - で す 


時 MICHELLE 


蒼空 信 @ 谷 空 介 


5 上 が 中 


@ 守 双 学 
鉄拳 か ら 継承 され た よろ け 
技 、 突 双 掌 。 入 力 が 前 作 の ー、 
>LP・HP 同 時 押し か ら 
LP・RP 同 時 押し へ 変更 され 
が 
" し か し 前 作 で は 近い 距離 で 
まき 委 突 又 堂 を ガー ド さ せれ ば よろ 
し 翌 けた 相手 に HP が 入っ た が 、 鉄 
則 較 半 で は 改善 さ べ れ て いる 。 中 段 
四 還 と 投 げ の 選択 で 攻め よう | 


突 双 掌 (と つ そ うし ょ う ) 


か ド 答 2)| 30 | 


し ゃ が み 状 態 か ら 立 ち 上 が 
る 途中 で 入力 する こと に よっ 
て 出せ る 准 空 砲 。 

この 技 は モー ショ ン が 派手 
な 割 に は 攻撃 判定 の 発生 が 速 


菩 | つと 言え る 。 し ゃ が み 状 態 
吉 表 か ら の 後 掃 展 と の 択 が 有効 
、 、 


@ 町 拝 

斬 畠 は し ゃ が み 状 態 か らし か 出す こと が で き な い 技 ( 正 
確 に 言え ば 立ち 上 が る 途中 ) だ が 、 鉄 拳 ? で は 立ち 状態 か 
ら 斬 撃 と し て 出す こと が で きる よう に な っ た 。 ち な み に 人 和信 
力 以外 の 面 で 斬 振 と 斬 撃 に 違い は な い 。 
ss 鉄拳 で は 斬 揺 か ら 通 天 砲 が 連続 技 と し て つなが っ た が 、 


< ko 2 る 
語詞 鉄拳 ? で は 通 大 砲 自体 が 弱体 化し て いる の で 、 和 斬 舞 を カワ 


es 


e 人 hk 7 
還 識 詳 議 レタ こき ここ も ダウ ン に つなげ る こと は で き な い 。 し か 
時 その 代償 か どう か 不明 だ が 他 の 派生 技 が 追加 され た 。 
| | つめ は 新 指 衣 有 時 。 新 舞 か ら 疾 歩 朋 肝 へ つなぐ く 技 で 、 和 
が カウ ンタ ー で ヒット す れ ば 連続 技 に な る 。 
また 新 畠 か ら 削 掃 妥 に も つなが る よう に な っ た 。 ここ で 


ざん すい つっ = 層 | つ 注目 すべ さ 点 は 新 揺 か ら の 前 掃 連 (十字 把 ・ 扇 ) 乃 は 
新 控 通 天 砲 (ざん すい つつ て ん ほう ) 通常 の それ ら と は 異な り 、 前 掃 服 が ヒッ ト し た な ら ば 、 そ 


斬 揮 中 時 | 中 、 中 、 中 | 18, 15, PU | の 後 の 攻撃 が 連続 技 に な る こと で ある 。 ま た 町 舞 が カウ ン 


ター で ヒッ ト す れ ば 前 掃 妥 は も ちろ ん 、 そ の 後 の 攻 撃 も す 
べ て 連続 技 に な る 。 こ れ で 強力 な 十字 把 も ガン ガン 狙っ て 
いけ る ぞ ! 
斬 畠 槍 弓 妥 は 斬 押 通 天 砲 の ] 段 目 か ら 後 掃 容 弓 服 へ 変化 
する 技 、 中 ・ 中 ・ 下 ・ 上 段 と いう 流れ に な っ て いる 。 
還 半 条 畠 を い か に 使い こなす か 、 最 重要 ポイ ント に な る こと 
| は 間違い な い だ ろ うつ ! 
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斬 挫 槍 弓月 (ざん すい そう きゅう た い ) 
立ち 上 が り 途 中 但 付 Wo | 中 、 中 、 下 、 上 | 18,15,12,95 」 18, 17, 10 
8 8: ご も < 本 外 i ーー 2 ーー 
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e 肪 振 大 縄 朋 拝 

鉄拳 で は 大 纏 崩 揺 へ の 布石 こし て 存在 する 技 で あっ た 月 
振 も 、 鉄 拳 9 で は 連携 の 基点 と し て 機能 する よう に な っ た 。 
大 纏 崩 畠 は 崩 振 が ヒッ ト し な けれ ば きま ら な い が 、 崩 畠 上 
段 脚 ・ 下 段 脚 は 崩 挿 を ガー ド さ れ て も 連携 技 と し て 出る 。 
較 また 、 崩 振 上 ・ 下 段 脚 共 に 崩 畠 が カウ ンタ ー で ヒッ ト す れ 
ば 、 連 続 技 に な る の だ 。 

し か し 、 崩 揺 上 段 服 は あく まで 連携 技 。 わざ わざ 上 段 攻 
世 理 論 を 用 いる 必要 も な い だ ろ う 。 確 実に 崩 捧 が ヒッ ト す る よ 
隊 詳 紀 うな ら 大 纏 崩 振 、 ガ ー ド され る よう な ら 崩 揮 下 段 脚 を 使え | 


朋 搾 (ほう すい ) 


大 纏 崩 (だ た いて ん ほう すい ) 
前 E 小 征 本 | 


@ 連 邊 大 縄 月 振 

この 技 は 連 挙 (ブン ・ ツ ー パ ンチ ) か ら 、 そ の まま 大 纏 崩 押 
へ 連続 で つなげ て いく と いう 驚異 の 技 で ある 。 

この 連続 攻撃 が 成立 する 条件 は ] 発 目 の LP が カウ ンタ ー で ヒ 
ント し た うつ うえ で コマ ンド を 入力 する こと 。 し か し 、LP が カウ ン 
ター ヒッ ト し た 瞬間 に 判断 し て コマ ンド を 入力 する こと は 難し 
い の で 、 決 め 打 ち で 入力 は せ ざ る を えな い だ ろ う 。 

や は り 、 連 拳 下 段 肢 を 主体 に 攻め 、 相 手 が 技 を 出す と 読ん だ 
8 議 時 に 連 挙 大 旨 朋 畠 を 出せ る こと が 理想 で は ある が 、 和 失敗 し て も 
剛 蘭 リス ク は な い の て 適当 に 勘 で 入力 し て も いい か も し れ な い 。 


@ 席 身 肘 @ 街 乳 
深く 踏み 込み 、 前 万 に 肘 を 立ち 状態 か ら 出 す つ ま 完 蹴 
突 さ 出す 技 。 八 極 拳 の 神門 頂 り で 含 空 介 に 似 て いる が 、 こ 
ga 上 丘 肝 の よう な も の で ある 。 ちら は ヒッ ト し て も ダウ ン さ 


疾 歩 掌 拳 が 立ち 状態 、 疾 歩 せる さこ と は で き な い 。 

月 肘 が し ゃ が み 状 態 か ら と 入 入っ ye Ms この 技 の 派生 技 に 衝 服 通 天 
剛力 が 限定 され て いる の に 対し 、 邊 i MT 前 こ いう 技 が ある が 、 通 常 の 
壮 この 技 は どちら か ら で も 出す 関 還 隊 の 2 PP 衝 服 と 違い 、 し ゃ が み HP つ … 衝 
加 こと が で きる 。 ま た 虚 身 連 攻 。 護 語 紀和 8 SE ーー M 生 0 


画 こい う 連 携 技 に も 派生 する 。 て いる 。 使う っ なら そっ ち た だ | 


トー A “や 


@ 彼 拓 肌 

後 掃 則 は し ゃ が の 状態 で 前 進 し 始め た 時 に 日 K を 押す こと で 
出せ る 足 払い 系 の 技 で 、 出 る まで に スキ が あり 、 コ マン ド も 
難し め だ が ガー ド さ れ て も 反撃 を 受け る こと は な く 、 ミ シェ 
ー ル に と っ て 必要 不可 欠か 技 の | つ で ある 。 

弓 腹 は 後 授乳 中 に LK を 入力 する こと で 出せ る 技 で 、 近 い 
癌 問 合 いで 後 掃 服 が ヒッ ト し た な ら ば 連続 技 と し て 容 弓 乳 も ヒ 
較 隊 開 ソト する 。 鉄拳 で も 重要 な 技 だ っ た が 、 鉄 挙 8 で も 世話 に な 
で 押 科 8 敵 る 技 の | つ で ある 。 

半鐘 多 ツ の 変更 点 を 挙げ る と すれ ば 完 弓 朋 の スキ だ ろう 。 鉄拳 
回 3 半 ご は ガー ド さ れる と 投げ で 攻撃 され た が 、 鉄 拳 で は 硬直 が 短 
く な り 反 撃 を 受け な く な っ た 。 

後 掃 服 の 使い どこ ろ と し て は 前 掃 ( 扇 ) 服 や 連 拳 下段 脚 な 
ど 、 し ゃ が み 状 態 に な る 技 の 後 の フ ォ ロ ー が ある 。 蒼空 砲 な 
どの 中 段 攻撃 を 混ぜ れ ば ? 択 攻撃 に も な る ぞ | も ちろ ん 後 掃 
妥 を ガー ド さ れ た ら 、 そ こ で 止め て さら に 蒼空 砲 や 後 掃 用 、 
斬 舞 な どの し ゃ が み 技 で 攻め よう 。 

7 性 また 相手 を ダウ ワン さ せ た 後 に 後 掃 服 の 準備 を し て 近づき 、 

3 相手 が ダウ ン 状態 か ら 動き 出し た 瞬間 に 後 掃 服 を 出せ ば カウ 
ンタ ー で ヒッ ト し て 、 空 中 で 祭 弓 服 も ヒッ ト す る ぞ | ミ シ ェ 
ー ル な ら で は の 起き 上 が り 攻 め だ 。 


置 MICHELLE 


転身 妥 (て ん し ん た い ) @ 転身 服 

体 を ] 回 転 さ せな が ら 相 手 に 近づき 上 段 蹴 り を 繰り 出す 技 。 
ミ シ ェ ー ル な ら で は の 美しい 技 で ある 。 

入力 は LK・HK 同 時 押し で 回 転移 動 し 、 中 の RNN 人 衣 た 
と で 上 段 蹴り が 出る 。 こ の 上 段 蹴 り は 迅 脚 扱い で 、 こ こ か ら さ 
ら に 前 掃 連 服 (十字 把 ・ 扇 服 M) に つなげ る こと も で きる 。 

し か し 実際 の と ころ 鉄拳 で は 画 期 的 に 見 える この 技 、 相 手 の 
攻撃 を 避け た つも り で も 、 相 手 の 技 が 自分 の ほう に ホー ミン グ 
ーー 任意 で 避け る ここ と は 不 


RC く 問い た い 人 に は お 薦め だ が 、 勝 ち た い 人 に は 無用 か も | 


衝 服 通 天 砲 (し ょ うた いつ うてん ほう ) @ 街 朋 通 大 人 

TS OC Cs a 8 この 連携 技 、 衝 服 通 天 砲 と いう 名 前 だ が 、 通 常 の 衝 乃 が 単体 

wy _ の 蹴り 技 な の に 対し て 、 し ゃ が み RRP か ら 衝 妥 へ の 連携 で 、 そ こ 
か ら さ ら に 通 天 砲 ( 天 砲 ) に 連携 する 。 

実は この 技 、 日 Pー 衝 服 で 止め る こと が で きる の だ が 、 こ れ が 
か な り 強 い 技 で 相手 の 攻撃 を 頻繁 に 潰し て くれ る の だ 。 この 技 
で 相手 の 動き を 止め た 後に 投げ や 大 締 崩 挿 、 疾 歩 月 対 に つなげ 
る こと が 、 鉄拳? ミ シ ェ ー ル の 基本 戦法 の | つ だ ろう 。 
間 ちな み に 連 携 の 通 天 砲 はい と も 簡単 に 相手 に 止め られ て し ま 
陣 記 つの で お 薦め で き な い 。 


疾 歩 月 肘 (し っ ぽ ほ うち ゅ う ) LC 和 肖 中 疾 歩 掌 拳 (し っ ぽ し ょ うけ ん ) EE 志 党 を 


還 旨 還 還 中 | 0 7PKGDCDSRS 生生 導 。 中 | 1 | のか DC 革 2 の 


で 突き 出す 、 八 極 拳 で いう 外 つつ 、 野 打 を 高速 で 突き 出す 


門 頂 対 の よう な 技 。 技 。 
me 補 | 次 源 て 追加 され た この 技 鉄拳 P に な っ て 追加 され た 
の 特長 は 踏み 込み つつ 技 を 出 技 の | つが この 疾 歩 掌 拳 で 、 


す た め 、 攻 撃 男 囲 が 広い こい 
うこ と 。 前 掃 服 や 後 掃 服 な ど 


崩 挙 に 似 た 印象 を 受け る が 戚 
力 は 低い 。 し か し 立ち 状態 の 


坦 較 の 後に 出せ ば か な り 有 効か 技 技 が 少な か っ た ミ シ ェ ー ル に 
較 で も ある 。 は ウレ シイ 技 だ | 
絶 招 通 天 砲 (びっ し ょ うつ うてん ほう ) ECI めき 列 震 踏 ( れ っ し ん と う ) @ 絢 央 中 
絶 拍 通 大 介 。 前 作 で は 邊 ご に [ 史 攻撃 で 高い ジャ ンプ か ら 相 手 
LP と いう 入力 だ っ た が 、 叶 LP・ を 踏み つけ 、 ダ メー ジ を 与え 
HK 同時 押し に 変更 され 、 そ の る 。 


較 協 か ら 出 せる よう に な っ た 。 

この 技 の ヒッ ト 後 、 相 手 は 
軸 に 浮く の で 空中 コン ボ が 狙 
える 。 お 薦め は 絶 招 通 大 人 砲 っ 
斬 挫 朋 肘 だ | 


欄間 雇 挙 に な っ て 起き 上 が り 

が 速く な り 、 ヒ ッ ト さ せる 機 
会 が 少な い 。 し か し 天 砲 の 後 
に すぐ に 出せ ば 比較 的 当たり 
や すい ぞ | 


虎 身 連 攻 (こし ん れん ご こう) @ 虎 身 連 攻 @ 大 師 
区 8889| 中 、 中 | 1 12 突進 技 の 虎 身 肘 を 出し た 後 通常 、 通 大砲 は LP を 連打 で 
に ワン テン ボ ポ お いて 蒼空 砲 へ 出す 技 だ が 、 ら LP と 入力 する 
つなぐ 連携 技 。 こと で 通 天 砲 の 3 発 目 の み を 
議 議 この 虎 身 肘 と 蒼空 島 の つ な いき な り 出 せる よう に な っ た 。 
ざ に LP な どの 出 の 早い 技 を 出 この 技 は 他 キ ャ ラ で いう ア 


村 | され る と 潰さ れる が 、 相 手 か が 
較 投げ に きた 時 は ヒッ ト す る 。 
あく まで 連携 技 な の で 週 信 

は 禁物 だ | 


ッ パ ー の よう な 技 で 相手 を 浮 
か せる こと が で きる 。 浮き 方 
次 第 で は 通 天 砲 や 迅 用 前 掃 二 
財 字 把 が 空中 コン ボ に な る ぞ 。 


うた い ) @ 倫 呈 肌 


ミ シ ェ ー ル の 新 技 で ひと きわ 派手 な 連携 技 が この 槍 弓 服 で あ 
る 。 
還 | この 技 は 同一 の 技 に 対し て コマ ンド が 3 種類 あり 、 そ れ ぞ れ 
ダメ ー ジ が 異な る 。 ち な み に 最 も ダメ ー ジ が 小さ い の が 〇 LP・ 
2 玉 HP・[K で 、 通 天 砲 の ] 段 目 か ら 後 掃 妥 へ 、 そ こ か ら 容 弓 妥 へ 
| と つなぐ 。 こ れ と 同じ 技 を LP・HK 同 時 押し ・LK で も 出す こ 
と が で きる が 、 こ ちら の コマ ンド の ほう が 微妙 に タメ ー ジ が 大 
PF 朋 結 細 尊 さい しい 。 こ れ ら は も ちろ ん 後 掃 服 で 止め る こと が で きる し 、 通 天 
= 本 他 が カウ ンタ ー で ヒッ ト す れ ば 、 連 続 技 と し て すべ て つなが る 。 
時 幸 矯 また 、| P・|P・HK・LK で も 出す こと が で きる 。 こ ちら 
は LP か ら 通 天 砲 、 そ こ か ら 後 掃 服 容 弓 妥 と いう 流れ で 、 ダ メ 
ー ジ が 最も 高い 。 LP・ 通 天 砲 の どちら で も カウ ンタ ー で ヒッ ト 
すれ ば 連続 技 に な る 。 
12, 1, 25Or26 | この 技 は 連続 技 に な ら な く て も 、 相 手 の ガ ー ド 方 向 を 惑わ せ 
00 生やす し \ の で 多用 し て も いい 。 後 掃 服 を ガー ド さ れ て も そこ か ら 
蒼 弓 服 や 斬 揺 な ど 強 力 な し ゃ が み 技 に つなげ る こと が で きる 。 
通 大 但 を 出せ る チャ ンス が あれ は 積極 的 に 狙っ て いこ う ! 


@ 青 面 収 り 、 ジャー マン 

痛 面取り と は 相手 に パン チ を 当て て ひる ん だ スキ に 背後 に 回 
「 り 込む と いう 技 。 

この 背面 取り の 入力 は RP ヒッ ト 後 に ね と な っ て いる か 、 実 際 
は GHP の レバ ー と ボタ ン の 同時 入力 で も 構わ な い 。HP を 出す 
時 は 常に レバ ー を に 入れ て お こう 。 

さて 、 見 事 に 背面 取り が 成功 し た と し よう 。 この 背面 取り の 
最 中 に LP・HP 同 時 押し する こと で 、 背後 授 げ の ジャ ヤー マンス 
ー プ レッ クス を 狙う こと が で きる 。 し か し 、 背面 取り に 成功 し 
寺 た 旋 ら と いっ て 必ず ジャ ー マ ン が 決ま る わけ で は な い 。 相手 に 
中 も 逃げ る 術 は 残さ れ て いる の だ 。 そ の た め 背 面取り に 成功 し た 
か ら と いっ て ジャ ー マ ン を 狙う より も 10 連 コン ボ を 出し た ほう 
が いい か も し れ な い 。 

ちな み に 通 常時 に 背後 を 取っ た 場合 も LP・LK も し く は HP・ 
育 面 取り 中 8 ( 敵 育 後 で JOrC⑧) ピ HK 同時 押し で 、 ジ ャ ー マ ン スー プレ ックス を 決め る こと が で き 


る 。 こ の 場合 は 育 面取り の それ より も ダメ ー ジ は 低い ぞ | 


@ フル ネル ソン スー ブレ ックス 
鉄拳 の キャ ラク ター の 中 で も 投げ 技 が 乏しかっ た ミ シ ェ ー ル 。 
だ が 、 鉄 拳 で は マニ アッ ク な コマ ンド 投げ が 追加 され た 。 そ 
の 名 も フル ネル ソン スー プレ ックス で ある 。 
この 技 は 正面 か ら 相手 の 腕 関節 を 極め つつ 、 背 後に 投げ る と 
フル ネル ソン スー プレ ックス いう も の 。 威力 は 通常 投げ の フロ ント スー プレ ックス や フィ ッ 
> シャ ー マ ン ズ ス ー プ レッ クス より 少し 高い 程度 だ が 、 こ こ ぞ と 
接近 し て る 0? rg 
i で は 、 実際 に この コマ ンド 投げ を 入力 し て みよ う 。 通 天 砲 が 
る 8 尊 。 な ぜ か 出 て し まう と いう 人 も いる 八 ズ だ 。 この 技 は き LP・RP 
A 和洋 維 紛 議 員 同時 と な っ て いる が 、 そ の 通り に 入力 する と 通 天 砲 に 化け る こ 
に ーー と が 多い の だ 。 入力 の コツ と し て は レバ ー を 少し 早め に 入れ て 
か ら ボ タン を 押す こと 。 ちな み に レ バー を 長く 入力 する こと を 
忘れ な いよ うに | 
追い 打ち は 前 掃 乳 が 安定 。 そ れ 以 外 の 技 を 決め る こと は 難し 


い ぞ | 


時 MICHELLE 


| | 


C) 

(@) 

アン 

の 

テー 

DD 

1 

と コ | 入 | 
攻撃 種類 | 
| 攻撃 力 | - 


鉄 挙 で は 上 ・ 中 ・ 下 段 の 揺さぶり が 激しく 、 か な 
り 使 い 勝 手 の 良 い 10 連 コン ボ を 持っ て いた ミ シ ェ ー 
ル 。 鉄拳 ? に な っ た 旧来 の 10 連 コン ボ か ら 派 生 ・ 分 
岐 し た 新た な 10 連 コン ボ が ? 種類 追加 ご れ た 。 で は 
さっ そく 鉄拳 ? ミ シ ェ ー ル の 1[ 連 コン ボ を 3 種類 、 
まとめ て 説明 し よう 。 

まず 鉄拳 の 10 連 コン ボ に つい て 、 こ の コン ボ は 上 ・ 
中 ・ 中 ・ 上 ・ 下 ・ 上 ・ 中 ・ 上 ・ 下 ・ 中 と いう 組み 合 
わせ に な っ て いる 。 最 初 ビ ら 始 まっ て 3 段 目 まで 中 
段 の 通 大 砲 と いう 流れ だ が 、 前 作 は ここ まで 連続 技 
で あっ た の に 対し 、 鉄 拳 ? で は 段 目 が か いきなり ガ 
ー ド ポイ ント に な っ て いる 。 ま た 4 段 目 の ロロ 、 7 段 
目 の LK、 9 段 目 の 前 掃 服 も 相変わらず ガー ド さ れ て 
し まう 。 ま た 10D 段 目 の 十字 把 を ガー ド さ れ た 後に L ロ 


な ご の 出 の 速い 技 で 反撃 を 受け る こと は 変わ ら な い 


よう だ 。 
で は 次 に 写真 の 10 連 コン ボ に つい て 説明 し よう 。 


この 新 10 連 コン ボ は 鉄拳 で の 10 連 コン ボ の 5 段 目 か 
ら 変 化す る 技 で 、 6 段 目 ま で は まっ た く 同 じ で ある 。 


6 段 目 の 上 段 蹴 りか ら 中 段 の 斬 撃 に 移行 し 、B 段 目 
に 下段 蹴り 、 9 段 目 に 中 段 の 月 捧 、 そ し て 月 揺 が ヒ 
ッ ト し た な ら ば 10 段 目 の 大 綾 崩 振 に つなが る と いう 
も の で ある 。 こ の 10 連 コン ボ の 利点 は な ん と いっ て 
も 9 段 目 の 崩 振 が ヒッ ト し な か っ た 場合 に 無 意 味 な 
10 段 目 が 出 な いと いう こと に 尽き る だ ろう 。 ミ シェ 
ー ル の 他 の 10 連 コン ボ は 1]0 段 目 ま で 出し て それ を 防 
が れ た 場合 、 反 撃 を うけ て し まう か ら で あ る 。 ご の 
10 連 コン ボ の ガー ド ボ イ ント は 7 ・9 段 目 (B 段 目 
まで は 省略 ) で 他 の 10 連 コン ボ と 同じ 。 見 た 目 も 派 
手 な お 薦め コン ボ だ 。 

最後 の コン ボ は 先ほど 紹介 し た 新 コ ン ボ の 7 段 目 
以降 か ら 変 化す る 。 8 段 目 の 通 天 砲 か ら 始 まっ て 9 
段 目 の 後 掃 服 、 そ し て 10 段 目 の 容 弓 眼 に つなが る の 
だ 。 最後 の 究 弓 月 は 上 段 だ が 、 通 常 の と 変わ ら ず 後 
掃 服 が ヒッ ト す れ ば 連続 技 に な る の で 問題 は な い 。 
ガー ド ボ イ ント は 9 段 目 の 後 掃 服 。 こ れ を ガー ド さ で さ 
れ た ら 人 危険 。10 段 目 で 反撃 を 受け て し まう 。 

以上 の こと か ら 写 真 の 10 連 を 薦め た い | 
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※]| : ( ) は 真 上 ジャ ンプ 時 の 攻撃 カ 
※ 左 か ら 、 離 陸 直 後 、 頂 点 付近 、 下 降 中 の 攻撃 種類 
で す 。 一 は 派生 技 扱い で す 。 


起き さ 上 か が り 攻 撃 (同時 押し 起き 上 が り ) 起き 上 が か がり 攻撃 (連打 起き 上 が り ) 
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起き 上 が り 攻 撃 (連打 起き 上 が か がかり) 相手 が 頭 側 @- 連 相手 が 足 側 @- 連 
| 前 転 中 に @- 連 打 | 前 転 中 に 後 転 中 に @W- 連 打 | 後 転 中 に 連打 打 
名 上 が リト 及 キ ッ ク 前 を を 上 が 中 人 閉 を さ 上 が り 玉 キッ ク 化 条 直さ 上 が り 中 邊 キッ ク ね < 上 が 下野 
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タッ クル 打撃 


f ンマ ミー ee デン ぎ 
0 Ce ° 

Nb ジー ー 
投げ 扱い 


無敵 ショ ル ダ ー タ ッ ク ル 踏み つけ 
。 4 歩 以上 走っ て 相手 に 接 削 】 歩 以上 走っ て ダウ ン 中 の 相手 に 接触 


ハン マー コン ボ @ ハン マー コン ボ 
LP を 3 回 押す と 出る パン 
チ が この ハン マー パン チ 。 
意外 と 威力 の ある バン チ を 
9 発出 し 、 1 発 目 が カウ ンタ 
較 給 | 一 で ヒッ ト す る と 相手 は ダウ 
玉 計 ンジ を する 。 

園 攻撃 判定 は 上 、 上 、 最 後に 
紹 中 段 と いう 攻撃 な の で し ゃ が 


@ タダ ブル ハン マー スト レー ト っ エル ボー アッ パー 25 の の 5 カル ん 

立ち 状態 、 も し く は し ゃ が ]7, 95, 85 | 素早 い 右 ス トレ ー ト 後に 中 
3 み 状態 か ら レ バー を 離し て 人 TS 段 エ ル ボ ー を 出し 、 そ こ か ら 
還 還 請 記 |、HP を 同時 押し する と 出 、 er アッ パー な を 出す 技 。 

二 = る ダブ ル ハ ンマ ー。 ' ド - エル ボー が ヒッ ト し て も ア 
判定 が 中 、 中 と 必ず ガー ド ッ パ ー に は つなが ら な い が 、 
させ る こと が で き 、 飼 後 ジ ャ エル ボー の 攻撃 カカ が 非常 に 高 
尊 ツク の メイ ン こ な る 技 の | つ | い 。 アッ パー が 当たれ ば ダウ 

幼 記 で も ある 。 園 ン を 奪う こと も で きる 。 

SN 員 相手 の 動き を 止め る に は 良い 。 


マシ ン ガ ン ナ ッ ク ル @ マン シン ガン ナッ クル 

28D8S5868586SO 下 、 下 、 下 、 下 、 下 、 中 | 15, 部 30, 35,40| ボディ ブロ ー を 最高 5 回 まで 出し て か ら メ ガト ン バ ン チ な 出 
前 2 の 時 SR RE YE す の が この マジ シン ガン ナッ クル だ 。;。 
’ Oe a ` 2 兵 間 還 旨 明 ボディ ブロ ー は ] 発 、? 発 と どん どん 威力 が 上 が り 、 カ ウン 
' が ター で ボディ ブロ ー が ヒッ ト す る と 次 の スト レー ト も 当たる 。 
基本 的 に 相手 と の 間合い が 近く 、 ラ ッシュ を 止め る と き に 使 
う 技 な の だ か 、 最 後 の メ ガト ン パ ンチ を 3 発 目 、 4 発 目 、 5 発 
叶 議 目 と | 一? 発 目 以降 な ら ど こ で も メガ トン パン チ を 出す こと が 
ョ 吾 可能 だ ぞ 。 
ボディ ブロ ー の パン チ の 出 が と て も 早い の で 多用 する 技 だ 。 


1] n 
js 
き 


@ メカ トン ハバ ンチ スイ ング し L し ナッ クル @ スイ ング |[L(R) ナッ クル 
ジャ ッ ク 最 強 の 技 が この メ 給 人 80 中 、 中 、 中 | 15,12,12 | 素早 い ア ッ パ ー を 右 、 左 、 
ガト ッ ル ンチ 。 EN da 右 、 左 と 計 4 発出 す ス イン グ 
威力 が 高く 、 ガ ー ド され て 「 oR 月 ナッ クル 。 
由 も 反撃 は 受け ず 、 い い 感 じ 。 し ゃ が み 状 態 の 場合 は 3 発 
基本 的 に 技 の 出 が 少し 遅い し か 出 な い の で 注意 。 


の で 中 間 距 離 で 使 つ の が お す 攻撃 力 は 低い が ガー ド さ れ 


9 位 こも 返し 技 を くら う 恐 れ は な 


すめ だ 。 さて 
カウ ンタ ー で ヒッ ト す る と 際 吉 | < 攻撃 の メイ ン と し て も 使え 
d 分 の P を 奪う こと も …。 し SN き に i る 。 
※R ナ ッ ク ル は ボタ ン が 89ge と な り ま 
@ パワ ー シ ザ ー ス ギガ トン パン チ @ ギガ トン パンチ 
コマ ンド 入力 が 最も 簡単 で し な Dr 0.40.60,80, 1 | ジャ ッ ク の 持つ ガー ド 不 能 
強い 技 。 A 0 eee 語 技 。 レ バー を ぐる ぐる 回 す と 


と て も 威力 が 高く 、 技 の 出 
も 速く 、 ガ ー ド され て も スキ 
| が な い の て 返し 技 を くら うこ 


最高 5 まで 溜め る こと が 可能 
で 5 が ヒッ ト す れ ば 相手 の 体 
力 が MAX で も 殺せ る 一 撃 必 
科技 。 

初め の | 回 転 目 は 相手 に ガ 
『」 一 ド さ れる が ひる み 、 そ こ に 
記 ダブ ル ハ ンマ ー を 当て られ る 。 


2 0 


ワイ ルド スイ ング @ ワイ ルド スイ ング 
し ゃ が ん だ 状態 か らい き な り ブン ブン と 手 を 振り 回 す 攻 撃 が 
ワイ ルド スイ ンダ だ 。 


攻撃 力 は 少し 低め だ が | 発 カ ウン ター で 当たれ ば 3 発 目 ま で 
SD 


詳し テ を 出す よう に な っ た 。 し か し 、 3 発 目 と 最後 の フォ ロー 
員 バン チ の 間 は スキ が 大 きく 余裕 で 返さ れ て し まう の で 途中 で 目 
名 調 め る の が 理想 だ ぞ 。 

使い 方 と し て は 意表 を 突い た と ころ が 狙い 目 で ある 。 


その 場 し ゃ が み @ その 場 し ゃ かがみ シッ ト 双 ジャ ンプ _ @ シッ ト & ジャ ンプ 
7? Se So 場 し ゃ が み 。 と SYS EP 
a 2 使い 方 は 恐らく 相手 の 上 段 、 還 請 還 の 狙い 目 は 自分 が 座っ た と こ 


蘭 較 較 以内 を か わす 、 と いっ た 使い 
«< TE 万 が ベス ト な の だ ろう が 、 い 


な 


了 | ろ に 相手 が 下段 で 攻撃 し て き 
た 場合 に それ を ジャ ンプ で か 
わし て 反撃 する 。 と いう の が 


ー A EE 馬 笠 自分 が あと 少し で 勝て そう ka | 忌 ら く 正 し い 使 い 廊 で あろ う 。 
SE 環 細 "ご だ な ど に 出し て ギャ ラリ 培 WWs て 難度 は A 級 クラ ス だ 。 
つけ 狙い を する 技 だ 。 


@ ブフ ブッ ドブ ファ ン 
下 、 下 、 下 、 下 | MM TDD 1 | で の 玩 し PO の 後に 陸 一 
PR 頭 請 還 撃 が で さる の が この ブラ ッ ド 
; 導 ファ ン だ 。 
座っ た 状態 で お な じみ の ダ 
ha Sari: 語 語 詳 3 計 マ 語 加 議 記 ジッ コバ ンチ を 下段 に 4 発出 
I 電 本 ーー 、 上 oO た 
剛 還 織 ヒッ プ ブ レス 和 失敗 後に も 一 
= | 応 で る の で 覚え て お く と 良い 。 


@ メト レダ ウン シザー スメル ト ダ ウン @ シザー スメル ト ダ ウン 

簡単 に 言う と パワ ー シ ザ ー or 中 、 下 | 285, 85 接近 戦 で ジャ ッ ク が メイ ン 

ス の 下段 バー ジョ ン 。 = と し て 使え る この 技 は ] 発 目 

攻撃 力 は な か な か 高く 、 技 6 が 出 の 早い パワ ー シ ザ ー ス 。 

の 出 が 遅い か わり に か な り 前 そこ か ら 間 髪 い れず に 下段 攻 

語 財 へ 進む 攻撃 に な っ て いる 。 撃 の メル ト ダ ウン を 出す の で 
ガー ド さ れ て し まう と スキ 超 使え る 技 だ 。 


主 意外 に ある た め に 返し 技 を 


に し か し 、 ガ ー ド され た と き 
時 くら っ て し まう 。 


隊 は 返し 技 を くら う 麗 れ が 高い 
a 技 。 で も 多用 すべ し 。 


@ シザー ス メ ガ トン @ ブフ ボー ナッ クル 
oS 人 80 中 、 中 | 5,35 | シザー スメル ト ダ ウン の 中 上 、 中 段 攻撃 を か が ん で よ 
E 。。 ヨ 還 | 兵 間 呈 園 段 バ ー ジ ョ ン 。 iP 語 還 主 較 較 | け つつ 、 し ゃ が ん だ 状態 か ら 
し 2 2 発 目 に メガ トン パン チ を に 4 二 デ ン ー の 替 い よく 山 手 を 振り 上 げ る 技 。 
放ち ダメ ー ジ を 奪う の が 狙い 。 5 虹 半 記 | 技 を 出し た あと の 便 化 時 間 
| 基本 的 に シザー スメル ト ダ が あま り に も 長い た め に 多用 


剛 較 田 ウン (下段 ) と うま く 使い 分 
本 較 ける の が ポイ ント だ 。 

昌 だ が 、1 発 目 と ? 発 目 の 間 
に スキ が あり 潰さ れる こと も 。 


は 禁物 だ が 、 ラ ウン ド 開 始 や 
回 接近 戦 で いさ な り 出 す と か な 
Nr K り 有効 だ ぞ 。 


メガ トン スズ スィー フ @ メガ トン スィ イー ブ バイ オレ ンス アッ パー @ パイ オレ ンス アッ パー 


メガ トン パン チ の 下段 バー も の すご く 早 い ア ッ パー を 
ジョ ン 。 l 出す 。 
技 の 威力 は 高く 、 リ ー チ も 攻撃 判定 は 中 段 で 当たる と 
| メガ トン パン チ と ほとん で 同 調 相手 を 空 高く まで 浮か すこ と 
4 じ な の で 中 か 下 の 6 択 で 使う 読も 栖 坦 の | ぁゃ 
凡 の 理想 だ 。 5 ー 革 ょ 』 狙い 目 は 素早 い 下段 を 出し 
の ガー ド さ れる と 反撃 され る 問 還 陳 較 。 作 8 本 SR238 家 短い て ハイ オレ ンス アッ パー 
_ 織 詳 せれ か が …。 た ク 馬 を 勿 い 、 高 浮い た と ころ に 


較 空中 コン ボ だ 。 


@ メカ ガト ンス トラ イク 

ハン マー ラッ シュ 系 の 技 な の だ が 、 1 発 目下 段 で し ゃ が ませ 、 
そこ に 中 段 の メガ トン パン チ を 当て る 技 。 

対戦 時 の 利用 価値 は 非常 に 高く 、 ヒ マ が あっ た ら ど ん どん 使 
| っ て いっ た ほう が 良い 。 

し か し 、 こ の ほか の ハン マー ラッ シュ 系 の 技 を まぜ な が ら 使 
う の が 理想 だ 。 

8 発 目 の メガ トン パン チ は 与え る ダメ ー ジ が 高く 、 ダ ウン を 
奪う こと が 可能 だ 。 ガ ー ド され て も これ と いっ た 返し 技 を くら 
語 つ 芯 れれ は な い の で 多用 し て も 良い 。 


@ コサック コン ホ ボ 

技 名 の と お り 鉄 拳 の ジャ ッ ク は ロシア の コサック ダン ス を 
習得 し た 。 

両 年 を 組ん で 左足 、 右 足 と 交互 に 最高 発 ま で 攻撃 が で きる 。 
技 の 威力 は 意外 に 高い の だ が 、 ヒ ッ ト し て も ダウ ン を 和 奪う こ 
庄 こと は で きず 、 逆 に 最後 まで 出し て し まう と 反撃 され て し まう の 
で 4 発 ぐ らい で 止め て お く の が 理想 的 。 

使い 方 と し て は 意表 を 突い た と ころ で 出す ほか に 、 ダ ウン さ 
た と き に 使う と 倒れ て いる 相手 に 当たる の ぐ て 効果 的 だ 。 
結構 ギャ ラリ ー う け す る 技 だ ぞ 。 


2 
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@ スプリング ハン マー ハン チ ヒッ ガブ レス シッ ト AE ッ ブフ レス 
@ ス ブリ ング ハン マー パン チ は 自分 が 倒れ て いる と き に レバ ー 
下 入れ っ ぱな し に 両 を 連打 すれ ば 必ず 出る 。 

基本 的 に 倒れ て いる と き に 相手 が 起き 攻め を し に きた 場合 に 
迎撃 と し て 使う の だ が 、 威 力 が 非常 に 低い の で 当たっ て も ダウ 
ン は 奪え ず に その まま 押し きら れる 場合 が た まにある 。 

難点 が ] つ あ っ て 、 倒 され た と き に クィ ッ ク 回 復 と 横転 を 連 
打 す る と 勝手 に スプ リン グ ハ ン マー パン チ が 出る と き が ある の 
で 注意 し て お こう 。 

@ ヒ ッ プ ブレ ス は 昔 か ら の お な じみ な 技 で 基本 的 に ダウ ン 攻 撃 
と し て 使っ て いた 。 

鉄拳 』 で も 使い 方 は ほとん ど 変 わら ず 、 ダ ウン 攻撃 と し て 使 
っ て 良い 。 

技 の 威力 が か な り 高 い の で 当たっ た と き は 大 ダメ ー ジ を 与え 
られ る 。 普通 に 対戦 し て いて 意表 を 突い て 出し た 場合 に 当たれ 
ば 問題 は な い が 、 ガ ー ド され た と き は 返し 技 を くら う 恐 れ が あ 
る 。 し か し 、 失敗 し た ら LP、 RP を 交互 に 押せ ば ブラ ッ ド ファ 
ン が 出る の で 、 わ ざと 相手 を 誘っ て 反撃 する と いっ た 使い 方 も 
] つの 手 で ある 。 

@ シ ッ ト 避 ヒッ ププ レス は 新しい 技 で 、 そ の 場 し ゃ が み で 相手 
を 誘い 、 近 づい て 来る と ころ に お 尻 で 飛ん で いく 技 だ 。 

この 技 で ダメ ー ジ を 与え る こと は あま り 期 待 し な い 方 がい い 。 

だ が 、 当 た っ た と き は 笑い と と も に 大 ダメ ー ジ を 与え る こと 
が 可能 。 
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ハン マー ラッ シュ ルイ @ ハン マー フッ シュ ロー、 ミ ドル 、 ハ イ 


ee ee ) ーー ジャ ッ ク と の 対戦 時 に 相手 が 最も 訳 が わから ず くら い 、 い や が る 技 が この ハン マー ラッ 


ン ユ 系 の ロー、 ミ ドル 、 ハ イ で ある 。 
Me 攻撃 判定 は ロー、 ミ ドル 、 人 ハイ の どれ も 4 発 目 まで 下 、 下 、 中 、 中 と 確定 し て いて 最後 
人 に コマ ンド を 上 、 中 、 下 の どれ か に 選択 し て 攻撃 を する 。 


ed 基本 的 に 攻撃 力 が 低く 、 最 後 の 技 を 当て て も ダウ ン を 奪う こと は で き な い が 、 全 部 の 技 
ee “ EE へ に を ガー ド さ れ て も 返し 技 を くら うこ と は な い の で 利用 価値 、 大 。 

6 3 な ハン マー ラッ シュ 系 の 技 は 5 発 の も の と 3 発 、? 発 バ ー ジ ョ ン の も の も ある 。 
初め の コマ ンド 入力 が 少し 違う 技 を ませ ぜ て 攻め る と ガー ド す る 側 も か な り 苦 し い の で " ネ 
チ ネ チ 、 使 う の が 理想 的 。 で も バレ て いる と カウ ンタ ー 狙 いや 当て 身投げ され る ぞ 。 


、 還 衣 面 ハン マー ラッ シュ ミド ル 


Pr | 中 中 下 | 51816 | 9*8588%89 mt | 中 中 中 | 5 
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パイ ルド ライ バー A KAO 
接近 し て っ 509 に し 。 に 。 | oo ジャ ッ ク 最 強 の 投げ 技 「 パ イル ドラ イ バ ー」 だ 。 
呈 デ マフ 、 ーー 相手 を 持ち 上 げ 、 頭 か ら 地面 に 落と す 一 撃 必殺 技 で 相手 価 
委 ( カ の MAX 値 か ら 半 分 を 奪い 、? 回 決め れ ば 倒す こと が 可能 。 
昔 に 比べ 、 相 手 を つか む モ ーション が か な り 早く な っ て い 
て 投げ や すく な っ た の で ある 。 
パイ ルド ライ バー を 狙う ポイ ント は 相手 の 大 技 を ガー ド し 
た 際 に 返し 技 と し て 使う の が 理想 。 その 他 、 中 間 距 離 で 闘っ 
て いる と き に 出す と 近づい て 来 た 相手 を すっ て し まう と いう 
こと も ある 。 た ま に ピ ラミ ッ ド ドラ イ バ ー に 化け る の で 注意 。 


バッ ク ブ リー カー 0. バック ブ プリー カー 
接近 し て し に 4a;-® 故意 に 狙わ な いと お 目 に か か れ な い バ ッ ク ブ リー カー。 
攻撃 力 は 意外 に 強く 、 見 た 目 も 派手 で か っ この いい 技 な の 
だ が 、 コ マン ド 入 力 が めん どう くさ いた め に そん な に 使う 必 
要 は な い 。 目 分 に 才 裕 の ある と き が お すす め 。 
返し 技 か ラウ ンド 開始 と 同時 に 出せ ば 意外 に 決ま る の で 試 
し て みる と 良い 。 


e ビラ ミッ ドド ライ バー 

パイ ルド ライ バー を 狙い 、 和 失敗 す る と よく 出る 投げ 技 が こ 
の ビラ ミッ ドド ライ バー。 

見 た 目 は パワ ー ボ ム っ ぽく っ て 非常 に 強 そ つう なの だ か 、 成 
力 が 投げ 技 の 中 で も 一 番 弱 い の で ある 。 

基本 的 に 狙っ て 使う 必要 は な い の だ が 、 バ イル ドラ イ バ ー 
失敗 で 出 て し まっ た と き は ムカ ツキ と ギャ ラリ ー う けが 待つ 
て る ぞ 。 


フェ イス バッ シャ ー e フェ イス バッシャー 
ヘル プレ ス が 決ま っ た あと 昧 投げ 技 EE 通常 投げ の ヘル プレ ス を 決め た 後 さら に 追い打ち で ダブ ル 
ー キ ハン マー を くら わす 技 。 
この 技 は 対戦 時 に ヘル プレ ス が 決ま る こと が ほとん ど な い 
た め に めった に 見 られ な い 。 し か し 、 ヘ ルプ レス は 一 応 打撃 
技 で も ある の で 多用 し 、 投 げ と し て 決ま っ た ら 両 ロボ タン を 
連打 すれ ば フェ イス バッ シャ ー が 決ま る 。 
攻撃 力 は ヘル プレ ス が か な り 強 く 、 さ ら に フェ イス バッ シ 
ャ ー そ の も の も 与え る ダメ ー ジ が 高い 。 相 手 体力 の 3 分 の | 
ほど は 減ら せる 。 


@ テス シュ ー ト 

ジャ ッ ク が 唯一 も つ 育 後 授 げ が デス シュ ー ト た だ 。 

基本 的 に 対戦 し て いて 相手 の 背後 を 取る と いっ た 状況 は ほ 
と ん ご な く 、 め っ た に 見 られ な い 。 

背後 を 取っ て 投げ を 決め る と き は 、 コ マン ド は 通常 で も コ 
マン ド 投 げ で も UK だ 。 

投げ る 相手 を 後ろ から つ か み 、 そ の まま 一 気 に ほ うり 投げ 
で まう 5% 

与え る ダメ ー ジ は 体 カ ゲー ジ の 3 分 の 1 程度 で 決し て 弱く 
は な い 。 


カタ バ パル トス ルー @ カタ ハル トス ルー 
ー+ 科 * コマ ンド 入力 が 簡単 な 投げ "カタ バト スル ー、。 
相手 に 接近 し て る 0 8 責 げ 技 相手 を つか み 、 軸 高く まで 投げ る 。 基 本 的 に 投げ と し て の 
威力 は 低い の だ が 、 着 地 後 に 追い 打ち で ヒッ ププ レス を 当て 
6 る こと が 可能 な の で 思っ た より も 結構 使え る 。 
PS 人 ii だ が 、 た ま に カ タ パ ル トス ルー コマ ンド を 失敗 し 、 通 常 投 
ee 人 攻 ES 「 慎 げ の リフ ト ア ッ プ スラ ム に な っ て し まう と き が ある の で 注意 
ys ER に じじ よ う 。 
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ジャ ッ ク の 10 連 コン ボ は 他 キ ャ ラ と 比べ て も 強い 
ほう つう で 相手 に 大 ダメ ー ジ を 与え る こと が 可能 だ 。 

旧 コ ン ボ は 1 一 発 目 が か つながり 、 3 発 目 で ガー 
ド さ れ て し まう 。 こ こま で は 全部 下段 攻撃 。 

も し 3 発 目 が ヒッ ト す る と 、 下 、 中 、 中 、 上 、 中 、 
中 と 6 発 目 まで 確実 に ヒ ツ ッ ト 。 か な り の ダメ ー ジ を 
与え る 。 そ し て 、 今 まで の 9 一 10 発 目 の 中 、 中 段 。 

し か し 、 鉄 拳 6 に な っ て NEW10 連 コン ボ が 完成 。 

コマ ンド 表 の と お り 1 発 目 が 小 ジ ャ ンプ L ロ で 当 
た る と 発 目 も 確定 。 3 発 目 は コサック コン ボ で ガ 
ー ド され る が 、 当 た っ た 場合 は 下 、 下 、 下 、 中 、 中 、 
中 と 旧 コ ン ボ と 同じ く 8 発 目 まで つなが る の だ 。 

さら に 使え る 理由 は NEW10 連 コン ボ の 7 発 目 で 
コマ ンド が 旧 コ ン ボ に 戻り 、 9 発 目 で NEW コ ン ボ 
この 分 岐 が で きた の で ある 。 

この 分 岐 は うま く で き て いて 旧 コ ン ボ が ガ が 中段 の ダ 
ブル ハン マー。 新 コン ボ は 下段 の メル ト ダ ウン が 出 
る の で ある 。 

お すす め は 旧 10 連 コン ボ で の スタ ー ト だ 。 

ラウ ンド 開始 と 同時 に 出す と 1 発 目 の し ゃ が み パ 
ンチ の 出 が 早い の で た いて い 漬 され る こと な く ス タ 
ー ド で きる 。 そこ か ら の コン ポ ボ は ミー、, ジョ ン 、 
ポー ル に 当て 身投げ で 返さ れる 可能 性 が 高い が 、 そ 
れ を 承知 で 出し つづ け 、 9 発 目 で 中 段 か 下段 か で 8 
択 を 攻め る の が お すす め だ 。 

以上 が ジャ ッ ク の 旧 、 新 10 連 コン ボ だ が 新しい 1]0 
連 は 出 始め が か な り ス キ が 大 きく 、 途 中 の コン ボ も 
潰さ れ や すい た め に あま りお すす め は で き な い 。 


表 中 の 次 は ガー ド ポ イン ト 
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0 
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※ 左 か ら 、 離 陸 直 後 、 頂 点 付近 、 下 降 中 の 攻 
撃 種類 で す 。 sn は 派生 扱 い どす $s 


トー ーー まつ こち ペー ーー 


“ 起き 上 が り 攻 撃 (同時 押し 起き 上 が り ) 

ダウ ン 中 相手 が 頭 側 に いる 場合 EN 
ダウン 回 復 詩 に GO | ダウ ン 回 復 時 に つり 時 | ダウ ン 回 復 計 に Gee に 電 
人 


ご は 堪 付 合 


相手 が 頭 側 レ パード 相手 が 足 仙 
3 連打 3 連打 
記さ 上 が り 下 用 キッ ク 起き 上 が り 下段 キッ ク 


で つき で 
は 
へ ご Sn 


無敵 ショ ル ダ ー タ ッ ク ル ラン チョ ッ プ 
4 歩 以 上 走っ て 相手 に 接触 ) ウト 3 歩 以 上 走っ て 
8 上 Ns 3 i ーー "に Li 人 が ば 


@⑥PK コ ン ボ 
最初 の PD が ヒッ ト し て 、 オ 
ー ト ガー ド だ こと KK も 連続 し て 
ヒッ ト す る 。 ガ ー ド し た 場合 


3 カー ド さ れ た 場 合 は 、 出 
て の 申 い 技 で 返さ れ て し まう の 
を つけ る よう に 。 キ ング 
生計 細 だ と 投げ 問 合 い が 広い の で 、 
臨 紅 開 その まま 投げ られ ちゃ う ぞ そ 。 


@D[)K コン ボド ボ ホ 
上 段 P が か が 出 た 後に 下段 の K 
が 出る 技 。 こ れ も 連 続 で 入っ 
て くれ な い 技 だ 。 下 段 K を ガ 
ー ド され た 場合 、 出 の 早い 技 
本 語 で 返さ れ て し まう 。K を くら 
号 議 識 っ て くれ た 場合 は ほとん ど 五 
較 分 に 近い 。 使 い 所 の な い 技 な 
蘭 婁 の だ が 、 あ えて 使う と すれ ば 
田 フィ ニッ シュ ぐら い に し と こ 
oe 


@ 船 表 (いな ず ま ) 
主 に フェ イン ト と し て 使 お 
う 。 P 発 目 の 中 段 蹴 り の 出 が 
か な り 遅 いた め 、 こ の 技 に 慣 
詳 菩 人 II 是 れこ て る 人 は 、 | 発 目 を ガー ド 
し た ら す ぐ 反 撃 し て くる で あ 
ろう 。 
状 涯 昌 | 発 目 の 蹴 り が ヒッ ト し て 
E 絆 病 も 相手 が 遠く に 飛ん で 行っ て 
較 し まう の で 、25 発 目 の 蹴り も 
ダウ ン 攻 撃 も 入ら な い 。 


忍法 同 葛 (に ん ぼう まん じ か ず ら ) 

| 発 目 が 入っ て くれ れ ば すべ て 連続 で つなが っ て くれ る あり 
が た い 技 。 技 が 入れ ば な ぜ か 投げ や すい 。 ぜひ 、 コ マン ド 投 げ 
を 狙っ て 行こ う 。 

屯 葛 を うま く 使 いこ な し 、 そ こ か ら 投 げ ・ 中 段 ・ 下 段 攻 撃 で 
攻め まく れ 中 

前 作 だ と 、 空 中 コン ボ に も 使え た が 、 今 回 の 鉄拳 8 で は あま 
り 空 中 で 入っ て くれ な く な っ た 。 

回 連打 する と 吉光 は 目 を 回 し て し まい 、 よ ろ よ ろ と 倒れ て 
し まう 。 こ の と き は か な り ス キ が ある の で ヤバ イソ | 


RT (と う ぼ ぽく 


中共 を 出し て る 途中 に いき 
な り 蹴 り が 出る 技 。? 回 目 以 
還 畔 降 じ ゃ な いと 出 な い の で 注意 
し て ほし い 。 し か も 連携 技 。 
か な り 素 早く 出る の で 叩 茅 
し や ゃ や が ませ て 、 そ こ に この 
夫 技 を 出 そ つ 。 

諾 人 使 い 亡 は 下 葛 と 同じ だ 。 下 
生計 区 ご 上 段 を 使い 分 け よう 。 


@ 忍法 貼 殴 (に ん ぼう まん じき く ) 

今回 、 鉄 拳 に な っ て 新しく 加わ っ た 技 。 中 段 攻撃 で 5 回 連 
続 で 入っ て くれ る 。 

鉄拳 ? で は 出 葛 よ り 貼 菊 で 攻め 込む よう に し よう 。 貼 葛 は 上 
段 攻撃 な の で 、 相 手 に し ゃ が まれ る と 反撃 を 受け る 可能 性 が 高 
い が 、 中 段 の 出 菊 で 相手 を 立た せ 、 す か さ ず アッ パー や 投げ に 
移行 し て いけ る の だ 。 

も ラー つ 付 け 加 える と 、 屯 菊 を 出し て レバ パー ニュ ー ト ラル 
HP を 押す と 、 自 動 で アッ パー が 出 て くれ る ぞ 。 


@ 刀 法 陽炎 (に ん ぼ ほう か けろ う ) 

忍法 陽炎 は 、 中 段 攻 撃 で 攻撃 力 が 40U だ 。 い い 感 じ の 攻撃 力 な 
の だ が 、 な に し ろ 技 の モー ショ ン が ハデ な の で 、 慣 れ て る 相手 
に は すぐ に バレ る だ ろう 。 が 、 こ の 後に 続く 技 が ある の で 相手 
』 は 立っ て ガー ド を する し か な い の だ 。 そ こ を 投げ た り 下 段 攻撃 
男 する の も 良い ぞ 。 そ こ は う まく 使い 分 け て 、 ガ ン ガ ン 攻 め て い 

io 

@ 忍法 草 雅 (に ん ぼう くさ な き ) 
較 菩 曲 竣 は 上 段 攻 撃 だ 。 攻 撃 力 は 40 と 陽炎 と 同じ で 、 こ の 後に も 
角 詳 較 技 が 続く 。 

: 陽炎 を ガー ド し て 、 少 し 遅れ て 反撃 し よう と する 相手 を この 
草 雑 が ぶっ 飛ば し て くれ る 。 が 、 追 い 打ち が 入ら な い の で 起き 
攻め を 重視 し た ほう が 良い だ ろう 。 


0 章 外 師 (くさ な き ほ う ) 

3 発 目 の 草 雑多 は 、 基 本 的 に は 日 向 砲 と 同じ だ 。 相 手 が ふ っ 
飛べ ば 追い 打ち が 入る ぞ 。 

草 雑 砲 は 新 技 な の で 、 前 作 の 鉄拳 を プレ イ し た 人 に と っ て か 
な り 反 撃 の タイ ミン グ を ずら され る こと に な る だ ろう 。 ま あ 、 
慣れ て し まえ ば 反撃 を くら うだ ろう が 。 

すべ て の 技 が 最初 か ら りつ な がら な い の で 注意 し て ほし い 。 う 
まく P 択 に も っ て いき 、 相 手 に スキ の な い 攻 撃 を 仕掛 け よ う 。 


吹雪 (ふぶき ) @ 圭 斉 人 欠 ( は ん し うら けん ) 
技 の 出 が 早く 、 リ ー チ も か 攻撃 力 が あま りな い が 、 相 
な りあ り 、 当 た る と ほとん ど 手 を 後ろ に 向 か せ られ る の が 


ポイ ント 。 相 手 は 逃げ る か 、 
振り 向き 攻撃 を 出す か 、 そ の 


: ダウ ン し て くれ て と て も あり 
馬 記 間 が たい 技 な の だ が 、 相 手 に ガ 


i 
RE 


ー ド され る と か な り ヤ バイ 。 まま 振り 向く か の 3 つ し か な 
投げ や 出 の 早い 技 を 出さ れる ww い の で 、 相 手 の 行動 を 良く 見 
と 安定 し て くら っ て し まう 。 に し よ つ 。 ちなみ に ガー 
あと 、 空 中 コン ボ に 使い や 語義 層間 計 束 | ド さ れる と 反撃 され る ぞ | 
骨 すい そ 。 の ます 
@ 吉 払 い ( つ ゆば 入り @ 二 散華 (さく さざんか) 
下 下段 の 足 払 い 攻撃 だ 。 攻 撃 上 段 に 3 発 蹴り が 出る 。 1 
力 は 1 と 低い が 、 当 た れ ば 相 発 目 が 相手 に 当たっ て も 、 


手 を 転ば せら れる の で 、 か な 
画 り 使え る 新 技 。 し ゃ が み 前 進 
ee 


発つ 3 発 と 当たら な い 。 し か 
も 、 |] 発 目 か ? 発 目 の 蹴り を 
相手 が ガー ド し て 反撃 する と 、 
潤っ | 蹴り が 出る 前 に 返さ れ て し ま 
議論 計 つ 。 あ まり 使い 所 の な い 技 だ 。 

負 空中 コン ボ と し て も 使え な い 。 


ee ns 
と 99 


@ 日 同 師 (ひゅうが 83) @ 奴 法 中 車 (に ん ほぼ 
相手 の 上 ・ 中 段 攻撃 を 前 転 2 まん じ く る ま ) 

で よ け て くれ る 、 あ り が た い 相手 が くら っ て くれ る と バ 
技 。 ガ ー ド され た 後 の ス キ が ッ ク 転 する と いう 変わ っ た 投 。 


本 店 相手 が ガー ド し た 場合 は その 
関電 で 立ち 止ま っ て し まう 。 
ダウ ン 攻 撃 と し て 使え る の 
NIE SA EE 
回 うがい いか も 。 キ ッ ク ボ タン 
庶 を 押し っ ぱな し に する と 出 や 
本 較 すい ( 気 が す る )。 


上 計 人 ある が 、 大 ダメ ー ジ を 与え ら 
都議 れる 不 憂 が 空中 で 入る の で 、 
Ee で 科 蘭 | 謗 甘 - に | せ ひ こも 狙っ て ほし い 。 失敗 
剛 識 すれ は かなり リス ク が 高 い の 

だ が 。 
議 議 潮 雑 師 の 最後 の 技 と 同じ 技 
陸 だ 。 


1 あく 5 中 バー ニュ ー ト ラル 、 体力 回 復 | 3 ずつ 回 復 


EG 


@ 士 あ ぐら 

中 あぐら は た だ 座る だ け の 技 だ 。 座っ て いる の で 、 中 段 
攻撃 を 避け られ る の か と 思っ た ら 、 し っ か りく ら っ て し ま 
el Fa 
@ 了 千 光 (せん が く ) 

千 覚 は 蛋 あ ぐら の 状態 で 、 レ バー を ニュ ー ト ラル に する 
だ け で 良い 。 そう すれ ば 体力 が 3 ずつ 回 復 す る ぞ 。 ス キ が 
デカ イ の で 、 相 手 が ダ ウン し て いる と きぐ らい し か 使う ヒ 
マ が な い 。 


@ 千 党 無 空 郊 (せん が く ぶ くう め ) 
千 覚 無 空 舞 は 相手 が 近く に いれ ば 相手 の 後ろ へ 回 れる 。 
アッ と いう 間 に 後ろ へ ワー ブ す る の で 相手 は 戸惑う ぞ 1 


@ 町 天 別 (さん こく けん ) 

ガー ド 不 能 技 の 割 に は リー チ も 長く 、 技 の 出 も 結構 早い 。 
ダウ ン 攻 撃 と し て も 使え る の で と て も 重宝 する こと に な る 
だ ろう 。 し ゃ が ん だ と きか ら は 出 な い の で 、 一 度 立っ て か 
ら 出 す よ うに し よう 。 

相手 が 離れ て いて 斬 肉 刻 が か スカッ て し まっ て も 、 か な り 
間合い が 空い て いる の で 、 ほ と ん ご ど 反撃 は くら わな い だ ろ 
う 。 遠 距離 戦 に な っ た と き は と りあ え ず 斬 突 刻 を 出し て る 
だ け で 、 相 手 は うか つ に 近寄れ な い 八 ズ 。 


| ( @ 直 狂 別 (れん こく けん ) 
バー ニュ ー ト ラル ) マン 斬 実 剣 の コマ ンド を 入力 し た ら す ぐに マ に 入れ っ ぱな 
TT ーー [ し で 出る 。 斬 突 刻 の モエ ーション で 語 を ふり か ぶっ た まま 、 
ヒ ョ コ ヒ ョ コ 相手 に 向かっ て ひたすら 進ん で 行く 。 

レバ ー を 離せ ば 、 1 歩 進ん で か ら 剣 を 振る の で 問 合 い を 
考え て 出せ る よう に し よう 。 せ い ぜ い 、 一 3 歩 進ん だ ら 
侯 を 振ら な いと 反撃 の マト に な っ て し まう の で 、 歩 いて 行 
く よ り は 素直 に 斬 実 語 を 出し て 、 相 手 を 牽制 し た ほう が い 
いか も し れ な い 。 


@ 華 輪 (か りん ) 

つく づく 吉光 は 回 る の が 好き な キャ ラ だ と 思う 。 吉 光 の 
体力 が 減っ て まで 回 転 す る 軸 ず らし 技 が この 華 輪 だ 。 

使い 所 は P 点 、 相 手 の 攻 撃 を 避け る 所 と 、 吉 光 が 見 えな 
い 角 度 に 回 っ て 攻撃 する 所 だ 。 

] つ 目 の 相手 の 攻撃 を 避け る 場合 、 ガ ー ド 不能 技 を も う 
避け きれ な いっ て と き に 一 発 素早 く 軸 を ずら そう 。 

? つ 目 の 吉光 の 見 えな い 角 度 に 行っ て 攻撃 する の は 、 あ 
る 程度 移動 し 続け る と 、 相 手 の 90 度 横 に 位置 で き 、 吉 光 を 
相手 キャ ラ に 重ね た 感じ に で きる ぞ 。 死角 に 回 っ て 攻め に 
転じ ろ | 


- 飛 


ワレ ビ 
に ーー 


割 中 に + | 


@ 絶 鳴 介 ( ぜ つ めい けん ) 

ガー ド 不 能 技 だ 。 攻撃 力 90 と 吉光 の 攻撃 の 中 で か な り 高 い 部 
類 に 入る 。 技 が 出る まで が か な り 長 く 、 反 撃 を 受け る か 逃げ ら 
れ て し まう だ ろう 。 た だ 、 最 初 の まう は モー ショ ン が わか り に 
くい の で 、 鉄 拳 初心 者 は くら っ て くれ る か も し れ な い ぞ 。 ま あ 、 
上 級 者 に は まず 反撃 を くら い 、 カ ウン ター で 大 ダメ ー ジ は 必至 。 


@ 旋風 公 (せん ぶ う けん ) 

旋風 刻 は 絶 鳴 侯 を 入力 し た ら す ぐ LP ボ タン を 入力 すれ は 出 
る 。 こ ちら の ほう の 攻撃 力 は 30 と かなり 低く な る が 、 そ の 分 技 
の 出 が か な り 早 く な っ て る 。 足 払い 系 の 技 以外 の 技 で は まず 反 
撃 は 不可 能 だ ろう 。 

技 の リー チ が あま りな い が 、 目 の 前 で 出す よう に すれ ば 、 相 
手 に と っ て 、 ど うし よう も な く な っ て し まう だ ろう 。 使い 万 と 
し て 、 忍 法 下 葛 で 相手 に 近づき 、 無 理 矢 理 相手 に 当たる よう に 
出せ ば 、 相 手 は 反撃 する か 逃げ る し か な い の で か な り 困 惑 す る 
は ず 。 起き 上 が り 時 の 重ね に も 用 いて みた い 。 

コマ ンド は 早め に 入力 し な いと 出 な い の で 、 絶 鳴 向 と 2 択 の 
フェ イン ト に は 使え な い 。 絶 鳴 合 を 出す な ら 絶 喝 呈 の コマ ンド 、 
旋風 刻 を 出す な ら 旋 風 剣 の コマ ンド を 入力 する よう に し よう 。 


@ 芋 厩 ( け こ ん ) 

吉光 の 数 ある ガー ド 不 能 技 の ひと つ 。 相手 の 足元 を 払っ て い 
る の で 下段 攻撃 に 見 える が 、 も ちろ ん し ゃ が ん で も ガー ド は で 
き な い 。 ダ メー ジ も 30 と 少な く な い の で 、 ス キ あ ら ば 積極 的 に 
狙 5 で いく 次 だ る ろう 。 

た だ し 、 し ゃ が み 状 態 で な いと 出せ な い 技 な の で 気軽 に は 使 
えな い 。 コ マン ド 入 力 の コツ も ( 縦 め 後ろ る 下 ) に 入れ て か ら 
と で は 出せ な い の で 、 立 ち 状 態 か ら な ら +C と が いい だ ろう 。 
また 、 や (斜め 前 下 ) 方向 か ら ゆ っ くり と と 回 し て も 構わ 
な い 。 そ の 間 に 吉 光 は し ゃ が み 状 態 に な る は ず だ 。 


二 うん り 

空 刻 目 体 は 、 吉 光 が 空 を 飛び 、 刀 を ブロ ペラ 代わ り に 回 し 
DCE oR 
い 。 
相手 と の 間合い が 近い と 相手 の 技 に ツブ され て し まう の で 、 
速め で 出す ほう が 良い だ ろう 。 後 で 出す 飛 空襲 語 を 相手 に 安定 
し て 当て る た め に も 間合い が 広い ほう が いい 。 


@ 飛 空 半 別 (ひく うし ゅ うけ ん ) 

飛 空襲 剣 は 、 飛 空 刻 の 状態 か ら 下 へ 飛び 降り て 、 下 に 向かっ 
て 剣 を ふり 降ろ す 動 作 の こと を 言う 。 空 を 飛ん で る 時 間 に よ っ 
て 、 攻 撃 力 が 変わ っ て くる 。 す ぐに 飛び 降り る と 5 で 、 ち ょ っ 
こと 飛ん で 降り る と 30、 最 後 ま で 飛ん で 降り る と 40 に も な る 。 

攻撃 力 が 5 の と き は 、 吉 光 が 飛 ん だ ら レ バー を すぐ に 下 に 入 
れれ ば いい 。 ダ ウン 攻撃 と し て も 使え る の で 、 上 覚え て お こう 。 

この 技 を 出し て 一 番 最悪 な の が 、 技 を 見 切ら れ て し まう こ 
で ある 。 下 で 後ろ に 避け よう と する 人 に は 問題 な い が 、 飛 空 剣 
が 出 た ら 速 攻 で 打ち 落 て され て し まっ た り 、 空 を 飛ん で る 間 に 
後ろ に 回 っ て 降り て くる 所 を 待ち 構え た りさ れる と か な り 具 
が 悪い 。 こ うい う 相 手 に は 、 あ まり 飛 空襲 剣 を 多 る 用 する の は オ 
スス メ で き な い 。 
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@ 人 不惑 (まとい な し ) 不 自 (うれ いな し ) 惑 (も どい) 

不惑 は 吉光 の 最大 の 攻撃 力 を 持つ 切腹 技 で 100 も ある ぞ || で 
も 吉光 自身 も ダメ ー ジ を 受け る の で 、 よ ほぼ ど の 場合 で な いと 使 
わな い ほ うがい い だ ろ う 。 

不 野 は その 場 で イキ ナリ 剣 を 吉光 自身 に 刺す 技 だ 。 そ の 場 で 
出さ な きゃ いけ な いよ うな と き は あま りな い の で 、 日 向 砲 の 後 
ぐら いし か 狙っ て 出さ な い ほ うがい いか も 。 吉光 の 体力 が 少な 
く て 相手 の 体力 も 少な いと き に 相打ち 狙い で や っ た と き 、 ご く 
マレ に 吉光 の 体力 が 減ら な い 。 こ れ は ナゾ だ 。 

惑 は 不惑 の モー ショ ン で 剣 を 刺さ な い フ ェ イ ント だ 。 


@ 丸 法 風塵 (< に ん ほう ふう し じん) 

吉光 に も 育 後 授 げ が 加わ っ た 。 攻撃 力 が 7U と 、 吉 光 の 投げ の 
中 で は 一 番 ダ メー ジ が 高い 。 効果 的 に 使っ て いき た い 技 だ 。 

た だ 、 リ ー チ が と て も 短く 、 か な り 近 づか な いと 投げ られ な 
い の で 覚え て いて ほし い 。 

写真 4 見 て も ら え れ ば わか る と 思う が 、 吉光 の 背後 投げ は か 
な り キ テ る ぞ | 巾 裏 拳 で 相手 を 後ろ 向き に し た り 、 千 覚 無 空 舞 
で 相手 の 背後 に ワー プ し た と き な ど 、 積 極 的 に 背後 投げ を 狙っ 
て 華麗 な 投げ モー ショ ン を 披露 で きる よう に し た い 。 


@ 忍法 橋 洛 と し (に ん ほう や ゃ や ぐら お と し ) 
吉光 に と っ て 、 と て も あり が た い コ マン ド 投 げ だ 。 な ん と BI 
も ダメ ー ジ が ある ぞ 。 同じ 投げ 技 の 軍 の ? 倍 の 攻撃 力 が ある 
同じ 投げ を 狙う の な ら 、 攻 撃 力 の 高い 、 橋 落と し を 狙っ て いこ 
つ 。 
コマ ンド の 最後 が 後ろ に な っ て いる が 、 投 げに くい っ て こと 
は な い の で 、 早 く こ の 投げ を 体得 し た い 。 
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入力 | | | 
攻撃 種類 

攻撃 力 

入力 | 88 | 
攻撃 種類 | 上 中 | 
攻撃 力 | 10 8 
入力 | 2W | を 
攻撃 種類 | 上 EE 
攻撃 力 | 20 20 | 


今回 の 鉄拳 8 で は 吉光 の 10 連 コン ボ は 開始 が つ 
あり 、 終 点 が 4 つ に 増え た 。 

まず 、 前 作 か ら あ る 10 連 コン ボ だ が 、 こ の 連続 技 
は 鉄拳 初心 者 に オス ス メ だ 。 4 打 目 か ら が ボタ ン 連 
出 で も 出 や すい の で 、 コ マン ド 的 に と て も カン タン 
だ 。 

覚え 方 は 、 最 初 の 3 つ は 目 押し で 覚え 、4 一 5 の 
跡 り を 連打 で も いい か ら 出 し 、6 つ 目 の 蹴 り が 出る 
な と 思っ た ら 、 人 今度 は し じ し P を ひたすら 連打 し よう 。 
そう すれ ば 、 初 心 者 に で も 出せ る だ ろう 。 

新しい コン ボ で 、 7 回 目 か ら 分 岐 し て いて 6B 回目 
で 忍法 陽炎 が 入っ て いる 。 ノ ー マ ル 10 連 の 最後 の 3 
つの ガー ド 不 能 技 を 、 逃 げ よ うつ と する 相手 に 忍法 陽 
炎 が ドカ ー ン と 行く わけ だ 1| この 連続 技 を ? つ 目 に 
覚え る こと を オス ス メ す る 。 

次 は 新しく 出来 た 新 10 連 を 見 て みよ う 。 

この 連続 技 は 、 ご き ほ ご どの 始発 より も 攻撃 力 が あ 
る の だ が 、 ち ょ っ と スキ が 多め な の で 反撃 され る か 
も 。 で も この 始発 を 使え ば 最初 の ころ は 10 連 と は わ 
か ら な い ハ ズ だ 。 こ れ か ら 10 連 に つなげ れ ば 、 最 後 
の ガー ド 不 能 ま で も っ て いけ る だ ろう 。 

その まま 5 打 目 の ガー ド 不 能 技 に 行っ た 場合 は 絶 
鳴 向 が 出る 。 

この 絶 鳴 語 は ノー マル 絶 鳴 刻 と スキ が 変わ ら な い 
の で 、 こ の 技 に は も っ て 行か な いぼ ほう が いい 。 
最後 は 、 4 打 目 か ら 変わ る 10 連 だ 。 最 後に 5 つ 、 
ガー ド 不 能 技 が ある ぞ 。 

この 10 連 は 、 4 打 目 まで 旧 10 連 と 同じ 入力 を し 、 
HP を 3 つ 出 し た 後に B 打 目 に 吹雪 が 出る 。 

この 8 回 目 か ら が か な り 難 し く 、 吹 雪が な か な か 
出 な いと か 、 9 一 10 打 目 の ガ ー ド 不能 技 が 出 な いと 
いっ た 場合 が 多い だ ろう 。 こ の コマ ンド は すべ て 目 
押し で 行っ た ぼう が 、 和 失敗 は 少な く な る だ ろう 。 一 
度 出し た ら タ イミ ング を 覚え て お こう 。 そ うす れ ば 、 
何 回 で も 出せ る よう に な る ぞ 。 吉光 の 10 連 は ボタ ン 
だ け で 出す 必殺 技 な の で 、 タ イミ ング さえ 覚え れ ば 
し いし)。 


表 中 の 広 は ガー ド ポ イン ト 


立ち っ し ゃ が み 攻 撃 
レト MMMNMMM nie 


し ゃ が みつ 立ち 攻撃 
アッ パー カッ ト | ダイ ナマ イト アッ パー 


ココ ナッ の 25098. 


ET 


、 跳 び 攻 撃 派生 技 ET | 跳び 攻撃 


※ 左 か ら 、 離 陸 直 後 、 頂 点 付 近 、 下 降 中 の 攻 
撃 種 類 で す 。 一 は 派生 扱い で す 。 


起き 上 かがり 攻撃 (同時 押し 起き - 
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ワン ツー パン チ に ec 
eet 
に と 5) | ある 。 ワンツー アッ パー と 
( 較 隊 開 本間 いつ 技 が 別に 存在 する た め 、 
7 、 曜 本 唐 この ワン ツー パン チ か ら 投 げ 
や に いく か アッ パー に いく か 、 
1 ) 5 択 で 攻め る と き に 使え る 。 
庄 た だ の バン チバ ? な の で 、 
“ スキ は 小さ い の で 使え る 。 


@ リン ツー アッ ハー 
前 作 か ら あ っ た 技 で 、 キ ン 
グ の コン ビ ネ ー シ ョ ン の 代表 
的 な も の 。 

上 詳 蘭 ワン ツー アッ パー は 、10 連 
議論 凌 | コン ボ の 開始 の 9 発 な の で 、 
鯖 その まま 10 連 コン ボ に いく と 
較 較 見 せ か け て 、 投 げ 、 と いう ふ 
本 叶 語 つ に 発展 させ て も いい 。 い ろ 
論議 細 いろ な 戦法 を 考え よう 。 


ワン ツー アッ パー 


る mg に テコ 


>! 
N 
【 \ 
NN NS \ 
ET 本 ーー ベー い 
TS も すら ・ 
SN/ NN 
" い 
SSY en 
* 
に 
i 
< es ボ 。 す >,. 
で mr- 
1 
» , 
や 
Y 。 に の 
I “, 
> 
ー 


PF = や っ 


@ サテ 21 トド ロッ ブフ キック 
ドロ ッ プ キッ ク の 強化 版 。 
きり も み し な が ら 相 手 に 突っ 
込ん で いく 。 

きり も み し て いる だ け 、 普 
論調 通 の ドロ ッ プ キッ ク よ り ダ メ 
ー ジ は 多い が 、 判 定 が 上 段 な 
| の で し ゃ が まれ る と ヤバ い の 
幼 ご 多用 する の は や め た ほう が 
身 の た めで ある 。 


上 (ガー ド 後 よろ け ) 
※ 中 段 判定 の 場合 あり 


@ スマ ッシュ アッ ハー 
今回 の スマ ッシュ アッ パー 
は 相手 を 浮か すこ と が で き な 
病 較 く は つて し まっ た 。 

攻 am し か し いっ た ん 技 が 出 切っ 
本 守 て し まえ ば 技 の 判定 は 強い の 
隊 較 ご 、 あ いか わら ず 使 える 技 に 
只 変わ り は な い 。 

議 張 コマ ンド の 関係 上 、 中 距離 
喘 議 か ら 狙 う の が いい よう だ た だ 。 


a - 


@ ナックル ボム 
前 作 で は 起き 攻め に すご く 
重宝 し た が 、 今 回 は クイ ッ ク 
| 回 復 で すぐ に 起き 上 が っ て し 
本 本 まう の で 、 起き 攻め に は 使え 
明寺 ss なく な っ て し まっ た 。 
5 地上 戦 で 使用 する の は ほん 
上 昌 8 間 ご に 勇 気 の い る ここ で ある が 
具有 カー ド べ せれ は 反 は うけ な 
0 議 細 い の で 、 遠 べから 使 お っ 。 


ジェ イル キッ ク 

こっち に くぐる な jj と いう セ 
リフ が 聞こ えて きそう な 蹴り 。 
鉄拳 | で は 中 距離 戦 で の 攻 


国防 に 欠か せな い 技 で あっ た が 、 
詳 飼 回 も 特に 変更 点 は な い の で 
| 使い 方 も 全く 変わ ら な い だ ろ 


he 1 
つ o 


キン グ の 技 の 中 で 、 こ の 技 
は か な り 判 定か が 強い の で 、 ス 


問 較 力 ご され な い 程 度 で 多用 し よう 。 


ドロ ッ プ キッ ク 


うつ 9@0「W@0 の | 中 (ガー ド 後 よろ け ) の 
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@ ドロ ッ プ キッ ク 
元 生 な 奇襲 攻撃 。 中 間 距 離 

か らい き な り 出す の が いい よ 
う で ある が 、 出る まで が 遅い 


識 の で 、 見 切ら れる と 危険 で あ 


る 。 
いち お うつ 中 段 攻撃 で 、 ガ ー 
ド さ せれ ば 相手 は よろ ける の 


男 で 反撃 を うけ な い が 、 た と え 


多 詳 半鐘 当たっ て も ダメ ー ジ は 小さ い 。 


エル ボー ドロ ッ プ 


| 中 | 35 


@ エル ホー トド ロッ プ 
空 高 く 舞 い 上 かがり 、 エ ル ボ 
ー で ドカ ン こ と や る 技 。 
この 技 は ダウ ン 攻 撃 に 使う 


較 の が か いい と 思う 。 


し か し 相手 に ホー ミン グ し 


時 て 跳ん で いく わけ で は な い の 


で 距離 の 調整 が 難し く 、 当 て 
る の が 公 難 の 業 で ある 。 こ だ 
わる 人 だ け 使 お う 。 


@ グイ ナマ イト アッ ハー 
相手 を 浮か し て 空中 コン ボ 
を や る た め に 使う 数 少な い 技 
の うち の | つ 。 スマ ッシュ ア 
ッ パ ー と 使い 方 に 大 差 は な い 。 
で きれ ば スマ ッシュ アッ パ 


往 を や る より は こっ ちの ほう 


が いい の だ が し ゃ が ん だ 状態 


詳 甘 舞 か らし か 出 な い の で 、 相 手 の 
の 攻撃 を か わ し づつ 測 そう 。 


アリ キッ ク (カウ ンタ ー 時 ) @ アリ キッ ク カ ウン ター) 


DMEM Cs PN ッ は ラー 
} トト 下 、 下 | の 電位 カ に 刻 化 あり 取る と 5 発 目 まで 出せ る 。 


ここ まで は 前 作 と 変わ ら な 
| い が 、 な ん と 今回 は 3 発 目 か 
| ら ガ ー ド で きる よう に な っ て 
区 まっ た 。 

これ は すご く 痛 い 変 更 点 だ 
田 か 、 5 発 目 が ガー ド さ れ て も 
映 較 WW 反撃 を うけ な い の が 救い 。 


@ レブ ト S つ フト アッ ハー 
これ も 新しく 入っ た 技 。 出 
も 早く スキ も 小さ く 、 し か も 


今 ま で の キン グ は 下段 か ら 
画 調 始ま る コン ビ ネ ー シ ョ ン が な 
陣 幸村 か っ た の で 、 こ の 技 の 存在 価 
時 較 値 は は か り 知 れ な いも の が あ 


@ グ ブ ル ニ ー ド ロッ プ 

ダウ ン 攻 撃 に 使用 する の が 
ー 番 いい 使い 方 で ある 。 倒 れ 
て いる 相手 に ホー ミン グ す る 
わけ で は な い が 、 大 ダウ ン 攻 
講 了 ンー ジ が 高 “ な お 


@ 了 アリ キッ ク 

下段 を 3 回 出す 技 で 、 い き 
な り 出 され る と ガー ド し に く 
い の で 多用 し て よい 。 

カウ ンタ ー で な いと き 3 発 
連続 で 出せ る が 、 9 発 目 は ガ 
ー ド され る と 反撃 を 受け る 。 
新 技 の スピ ニン グ ス マ ッ シ 
ュ と うま く 組み合わ せれ ば 、 
較 も 使え る 没 に な る だ ろう 。 


アリ キッ ク 


veeiipil 下 、 下 、 下 17、7、 


@ フト S つ レブ ト ア ッ ハ ー 
今回 新た に 入っ た 技 で 、 キ 
ング の コン ビ ネ ー シ ョ ン に 幅 
を 持た せ て くれ る 技 で ある 。 
中 段 の 出 が 少し 遅い の で 、 
連続 攻撃 と いう わけ に は いか 


た だ し 技 を ガー ド さ れ た 後 
の 優先 権 は 相手 に ある ぞ 。 


@ フフ 1 ング クロ スチ ョ ッ ブ 

あい か わら す 出 始め が 上 段 
で 後半 が 下段 と いう ガー ド し 
に くい 技 で ある 。 

ガー ド さ せれ ば 相手 は よろ 
ける の で 反撃 は 受け づら い 。 

ダメ ー ジ が それ ほど な い の 
時 で 掴 理 し て 使用 する 必要 は な 
放し と 思う の で 、 こ の 技 が 好き 
本 較 な 人 だ け 使 用 し よう 。 


出 始 め 上 、 後 半 下 
※ ガ ー ド 後 よ ろ け 
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Sa と テル ーー に 2c TE 5 こ 
* そ EE っ に < EZ 本 か まさ 5 こせ で ーー> 『) ォ ーー 
= NE の ーーーー さい な と = て 2 
か es デ に E っ に トマ ーー i に こく 
の 4 ト と デニーズ だ つが いで , < に < eg a ーー ¢ P 
a ィ に ーー - シナ や > da E 。 
> で ら 5 > ーー CC マ こ ー ー 2 こ 
ご ず PT ある > a a ー に > mn me 一 nae ーー 3 
= ーー デー 5 = と > i トー 
マコ = cr gs cg 
ミー < a a - 。 そ と か も - ー SS 
< = デー ~~ Fd s oe を > ト 
に セテ ーーー = = ー ャ ー "Pc a 
EE EN Ss ゃ SS 
て A CN で マー で ら ーー s か に そこ 3 に し 
で St ps ーー や 


フラン ケン ン シ ュ タイ ナー (届け 問い 


ブラン ケン シュ タイ ナー 

投げ の 中 で 特殊 な 部 類 に 入る の が 、 こ の フラ ン ケ ン シ ュ タイ ナー で ある 。 相手 が し ゃ が 
ん で いれ は ば 打撃 に な り 、 立 っ て いれ ば その まま 投げ て し まう 。 

一 応 3 種 に 分 類 さ れ て いる が 、 全 く 気 に し な く て よい 。 

相手 が ガー ド し て な けれ ば 、 ダ メー ジ は か な り 高 い の で 、 意表 を つい て 出し た りす る と 
効果 的 で ある 。 

相手 が どん な 状態 で も 必ず ダメ ー ジ が 入る の で 、 起き 攻め に 使う と 効果 的 で あろ う 。 
この 技 を や っ た 後 、 自 分 は ダウ ン 状 態 に な る が 、 ク イッ ク 回 復 で すぐ に 起き 上 が れる の 
で 反撃 を 受け る 可能 性 は 低い 。 た だ し スカ され る て と 今度 は 自分 が 起き 攻め を 受け る 番 に な 
り 、 非 常に ピン チ に な る 。 

ちな み に こ の 技 は ダウ ン 攻 撃 に も な る 。 こ れ は 覚え て お こう 。 


フラ ン ケ ン シ ュ タイ ナー (投げ 間合い 外 ) 


@ ソー ルム ス トレ バル トド 7 バー 
今回 も 安定 し て 大 ダメ ー ジ 
を 期待 で きる 。 

コマ ンド 入力 が ちょ っ と 難 
し い が 、 出 し に くい 人 は っ y ゞ 
と と うこ と 入力 する こ て 出 や す 
く な る ぞ 。 

また 、 先ほど の コマ ンド を 
逆 に 入力 する と ジャ イア ント 


NO トン バイ ルド ライ バー 


投げ 技 


財 スイ ング が ツー ム ス トン に …。 


DDT eDDT 


‘v9e : 前 作 と モー ショ ン が 変わ っ 
a 投げ 投 55 gccD ぁ xy に 


変わ り は な い 。 

技 が 速い の で 、 気 分 は いい 
鐘 し 、 ダ メー ジ も 結構 ある の で 、 
使え な い 技 で は な い 。 
了 詳 。 コマ ンド を 見 る と 後ろ の 方 
旧 向 だ が 、 別 に 下がる こと は な 
い の で 、 間 合い は 狭く な い 。 


ホス トン クラ 5 ラ 


ボス トン クラ フ ブ 
ジャ ガー ドラ イ バ ー は 前 作 で は ダメ ー ジ が 少な くそ れ ほ ど 使 


Ww = ア ) 一 ド フ 9 ツ 
民 け 装 Lo える 投げ で は な か っ た 。 し か し 鉄拳 6 で は 、 そ の 後に 連携 で き 


る よう に な っ た た め 、 ツ ー ム スト ン パ イル ドラ イ バ ー を 超え る 
披 に な っ た 。 

狙う の は ボス トン クラ ブ で 、 こ れ は ジャ ガー ドラ イ バ ー 中 の 
相手 を 上 に 持ち 上 げた 状態 の と き に 素早 く コ マン ド 入 力 す る と 
出る 。 か っ こい い の で 狙 う 価値 が ある 。 アー チロ ッ ク フ ェ イ ス 
バス ター の ほう は 、 ダ メー ジ が 低い の で 、 特 に 狙う 必要 は な い 
だ ろう 。 見 た 目 は 腕 を 極め つつ 空中 か ら 叩 さ つ け る の で すご く 
痛 そ う で ある 。 好き な 人 は 使 お う 。 


ジャ イア ント スイ ング 

今回 は 前 作 よ り ダ メー ジ が 大 きく な り 、 な お か つ コ マン ド 人 入 
力 が や さ し く な っ た よう で 、 簡 単に 決ま る ぞ 。 

コマ ンド の 入力 の 関係 上 、 前 方 向 で 終わ っ て いる が 、 投 げ 間 
合い は それ ほど ご 広く な いよ うだ 。 

投げ る と き は っ っ と 入力 し て か ら に する と 投げ や すい 。 
相手 を ぐる ぐる 回 し て か ら ぽ いっ と 投げ る の で 、 投 げ 終わ っ 
た 後 の 距離 が すご く 離 れ て し まう 。 よ っ て 自分 が 相手 に 近づく 
間 に 相手 は 起 キ 上 が っ て し まう 。 こ の こと に よっ て 起き 上 が り 
を 攻め る の は 不可 能 に な っ て し まう の だ が 、 ダ メー ジ が 高く 、 
豪快 な この 投げ は 狙う 価値 が 十分 に ある だ ろう つ 。 


ムー ン サ ルト ボディ ブレ ス 

キン グ の 中 で ジャ ヤ ャ ガー イン パク ト と 並ぶ ガー ド 不 能 の 技 で あ 
る 。 一 度 空中 に 跳ん で か ら 落 下す る の で 、 と て も 意表 を 突 ける 。 
コン ビ ネ ー シ ョ ン の 途中 で 出し た りす れ ば 反撃 は まず 受け な い 
だ ろう 。 使い 方 を 工夫 する と 、 例 えば エル ボー スマ ッシュ て で 相 
手 を よろ めか し て か ら 出 せ ば 、 わ か っ て いて も ほとん ど 反 撃 で 
寺 な い 。 

た だ し 、 こ の 技 の 難点 を いう と 、 く る の が あら か じ め わ か っ 
て いれ ば 逃げ 蹴り で 返さ れる こと と 、 た と え 当 た っ た と し て も 
それ ほど ダメ ー ジ が 与え られ な いこ と だ 。 

し か し いか に も プロ レス っ ぽい 技 な の で 、 ぜ ひ 使 っ て ほし い 。 


ソコ 


グラ ンド スマ ッシュ グ サ シン トド ト 入 マッ ツア ュ 
ララ レバ ー ニ ュー トラ ル ^* 


前 作 で は ミド ルス マッ シュ と いう 技 で あっ た が 、 名 前 が 変わ 
っ た だ け で 基本 的 な 使い 方 に 変わ り は な い 。 

この 技 の 大 き な 変化 は 、 カ ウン ター で グラ ンド スマ ッシュ が 
ヒッ ト し た と き に の み 、 次 に 連携 が で きる と いう も の で ある 。 
アリ キッ ク と 同じ よう に 、 ヒ ッ ト マ ー ク に 注目 すれ ば 、 す ぐ 
に 見 分 けが つく よう に な る だ ろう 。 

カウ ンタ ー で ヒッ ト す る と 、 次 に ジャ ガー バッ ク ブ リー カー 
か ジャ ン ピ ン グ パ ワー ボム に つなげ られ る が 、 も ちろ ん 狙う の 
は ジャ ン ピ ン グ パ ワー ボム で ある 。 

コマ ンド の 入力 は まず LP+HP を 押す 。 する と 相手 を 持ち 
上 げ る 。 こ の モー ショ ン に 入っ た ら す ぐに 、1 + と 入力 し 、 そ 
の 後 LK 二 HK を 連打 し よう 。 下手 に タイ ミン グ を 計っ て や る 
より も 、 連 打 し た ほう が 出 や すい ぞ 。 
ンプ ツー ヒッ ト 時 | SR _| と りあ え ず 、 カ ウン ター の 後 は 連携 を 確実 に 入れ られ る よう 
SE 記 骨 に し よう 。 連携 を やれ は 体力 を 半分 ぐら い 奪え る の で すご く 重 
要 。 連携 さえ 覚え て し まえ ば 、 あ と は グラ ンド スマ ッシュ の 使 
い 廊 を いろ いろ 考え れ ば OK。 

例え ば ワン ツー アッ パー の 後に 少し 下がっ て 反撃 を 誘っ て ド 
カン と 一 発 狙う な ど 、 自 分 な り の や り 方 を 工夫 し よう 。 


ジャ ン ピ ン グ パ ワー ボム 
グラ ンド スマ ッシュ カウ ンタ ー ヒ ッ ト 時 @9 : 


\ 


ロメ ロス ペ シ ャ ル 


イン テディ アン デス ロッ ク 中 
( ) ( X 


イン ディ アン デス ロッ ク 


。 投げ 技 


スコ ー ピ オン デス ロッ ク SER, 

0 . マシ ーッ ン クン ャ ーー この 技 は 、 ス タン ディ ング アキ レス か ら 、 9 通り に 分 岐 で 
、 2 Sl eo 1 環 さ 、.「. F と スコ ー ビ オ ン デ スロ ッ ク 、 イ ン デ ィ ア ン デ 
詳 議 ロッ ク に それ ぞ れ 行け る 。 こ の 中 で 、8S. T. F と スコ ー 

論 鎖 ピオ ン デ スロ ッ ク は 、 体 力 を 約 半 分 奪っ て そこ で 終わ っ て し 
議 壮 竹 まう が 、 イン ディ アン デス ロッ ク は その 後に ロメ ロス ペ シ ャ 
甘 。ー※ 話 ル に 行く こと が で きる 。 ロ メロ スペ シャ ル ま で 決ま る と 体 カ 
の 謀る 4 分 の 3 以上 奪う の で 、 ぜ ひ 決 め た い の で ある が 、 コ マ 

隊 回 議 ンド が な か な が 難し く か な り 決 め に くい 。 

投げ 抜け され る 可能 性 が ある の で それ は 覚悟 し よう 。 


@ エルボ ポー ステ ィング 
その 場 で エル ボー を 出し な 
が ら 倒 れこ む 技 で ある が 、 い 
か ん せん 出 が 遅く 、 ダ ウン 攻 
撃 に 向 か な か い 上 、 ダ メー ジ も 
問 識 ハ ご べく おま け に 自分 が ダウ ン 


エル ボー ステ ィング 


隊 半 この 技 を 使う 必要 は 全く な 
護 還 いこ 言え る が 、 そ れ で も 使い 
護持 た い 人 は ダウ ン 攻 撃 に 使 お う 。 


アリ キッ ク 時 の 4 発 目 ヒッ ト 時 に Cs の WO の 


ジャ ガー イン パク ト 


3 | 


コブ ラ ツ イ スト @ コ ブフ ツイ スト 


後 か ら 接 F 育 後 授 げ で ある 。 ハ ー フ ボ 
Fe5MECCS8| 投げ 技 | 55 | トン クラ フカ この コブ ラッ 
nr rT ) i = 
ーー SS 2 イス ト の どちら か 好き な ほう 
本 に し よう 。 個人 的 に は コブ ラ 
較 欄 旨 ソイ スト の ほう が か っ こい い 
回 還 と 思う 。 


上 段 ガ ー ド 不 秀 = 50 | 


a < im 


摘 近 し で <@9| 投げ 技 | 30 122 っ 


@ ス ヒ ニ ング スマ ッシュ 
アリ キッ ク か ら こ の 技 に 変 

化 さ せる こと が で き 、 ア リキ 

間 衣 隔 | ツク の | 、P、4 発 目 か ら 出 

還 芝 | すこ こ が で きる 。 

技 の 判定 が 中 段 な の で 、 ア 


スピ ビニ ング スマ ッシュ 


@ オ クト ハス ホー ルト 

アリ キッ ク を カウ ンタ ー で ヒッ ト さ せ て 、 4 発 目 を ヒッ ト で さ 
せ た と きのみ で きる 技 。 

スピ ニン グ ス マ ッシュ を 警戒 させ な いと 、 4 発 目 を ヒッ ト さ 
せる こと は 上 難しい 。 し か も 4 発 目 が ヒッ ト し て か ら コ マン ド を 
入れ な けれ ば な ら な い 。 

この 技 の ダメ ー ジ は か な り 高 い の で ある が めった に 入れ る こ 
と は で き な い だ ろう 。 た だ 、 ア リキ ッ ク は キン グ の 重要 な 技 で 
ある た め 、 使 用 頻度 は まあ まあ 高い の で 、 カ ウン ター ヒッ ト を 
狙い つつ 、 決 まっ た ら 超 ラッ キー、 て な 感じ で あろ う 。 


@ ジャ ガー イン ハク ト 

ラリ アッ ト を か ます 技 で 、 上 段 ガ ー ド 不能 で ある 。 

出る の は それ ほど 遅く も な い の で 、 ち ょ っ と し た スキ を 突い 
て 出す と よい 。 

相手 に 見 切ら れる と 、 と ん で も な いこ と に な っ て し まう の で 
ある が 、 い か に も プロ レス っ ぽい この 技 を 使わ な い の は も っ た 
いな い の で 、 相 手 の 起 キ 上 が り に 重ね た り し て うま く 活 用 し た 
いと ころ で ある 。 

投げ の 代わ り に こい つ を 使っ た り し て 相手 を ビビ らし て や る 
の が 一 番 い い 使 い 方 な の か も し れ な い 。 

ダメ ー ジ の ほう は 結構 ある の で うま く 使 え は 百人 力 だ 。 


@ ハ ー ブ ボ スト ンク ラフ ブ 

この 技 は 背後 授 げ で P つ あ る うち の ] つ で ある 。 

相手 の 片足 の み を 極め て いる の で ハー フ な わけ で ある が 、 極 
め た と き の 「 メ キッ 」 こ と いう 骨 を 折る 音 は 、 ほ か の 関節 技 と 同 
じ で すご く 気 持ち が いい 。 

背後 投げ を 決め る 機会 は 鉄拳 の 世界 で は あま りな いと 思 つ か が 、 
も し そう いう 機会 に 忠 ま れ た と き に は 、 迷 わす ず 決 め よ う 。 
ダメ ー ジ も そこ そこ あり 、 見 た 目 も か っ こい い の で ぜひ 決め 
て みた い 。 

p つ あ る 背後 投げ は どちら も ダメ ー ジ は 同じ な の で 、 目 分 の 
好き な ほう を ご つう ぞ 。 


@ 7 イキ アフォ ー レ ッ グ ロッ ク 
キン グ の 中 で 一 番 の 趣味 の 


フィ ギア フォ ー レ ッ グ ロッ ク 


Ni で っ 
が っ て こさ っ 
™ < だ 


識 粒 麗 あ る 投げ の 中 で 、 ダ メー 
蘭 革 諾 ジ は 少な い ほ うだ し 、 コ マン 
攻 謀 ド は な ん か 入れ に くい 。 
Fe 上 見た目 の か っ こよ さだ けが 
0 と りえ の 投げ 技 で ある 。 
0 誠 衣 間 投げ 抜け これ る と ダメ ー ジ 
を 負っ て し まう 。 


ぐ が クタ 


リバ ー ス アー ムク ラッ チ ス ラム 


投げ 技 | 5 
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@ リバ ー ス アー ルク フッ チ ス スム 
し や ゃ が み ダ ッシュ を し て 相 
手 に 近づく の で 、 上 段 攻 撃 を 
スカ し て 投げ に いけ る 。 
この 技 を 出し た ら す ぐに 、 
次 の 技 の コマ ンド を 入力 する 
よう に し よう 。 
種類 ある の は 、 相 手 の 投 
げ 抜 け を 惑わ す た め で ある 。 


半日 ご す ざ せ で の 


@ リバ パース アー ルク カチ ナス 2 ム 
キン グ 最 大 の 投げ 連携 の た 
め の ] 打 目 で ある 。 

この リバ ー ス アー ムク ラッ 
チ ス ラム は ? 通り の 出し 方 が 
ある が 、 そ れ は 相手 側 に 非常 
に 関係 が あり 、 キ ング に は 関 
係 は ほぼ な い 。 

自分 の その と き の 気 分 で 使 
い 分 け よ う 。 


3 アー トマ ピッ テス マト 
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バッ ク ド ロ ッ プ 

ワン ダフ ル メ キシ カン コン ボ の 1? 打 目 で ある 。 

入力 の コツ と し て は 、 前 の リバ ー ス アー ムク ラッ チ ス ラム と 
この バッ ク ド ロ ッ プ は つなが っ た コマ ンド だ と 思っ て も いい く 
らい 早め に 入力 し よう 。 

また 、 こ の バッ ク ド ロ ッ プ を し て いる 最 中 に 次 の ジャ ー マ ン 
スー プレ ックス の コマ ンド を 入力 し て お く よ う に し よら 。 
この 2 発 目 の バッ ク ド ロ ッ プ は 投げ 抜け これ る こと も ある 。 
し か し 、 ワ ンダ フル メキ シカ ンコ ン ボ は 投げ 抜け され て も ダメ 
ー ジ は 受け な い の で 、 ご どん どん 狙っ て いこ う 。 


ジャ ー マ ン スー プレ ックス 

ワン ダフ ル メ キシ カン コン ボ の 3 打 目 は 有名 な ジャ ー マ ン ス 
ー プ レッ クス で ある 。 

ここ まで いく と ダメ ー ジ も 結構 高い の で いい 感じ で ある 。 
また 、 こ の ジャ ー マ ン スー プレ ックス に 投げ 抜け が 存在 する 
の で 、 こ こ で ちゃ ん と 次 の パワ ー ボ ム の コマ ンド か 入力 され て 
も 決し て 油断 し な いよ うに 注意 し た い 。 


バハ パリー ボム 

4 打 目 の パワ リー ボム まで 入る と ダメ ー ジ は 何と 83| 

次 の ジ ツヤ イア ント スイ ング は 投げ 抜け され る 恐れ が ある の で 、 
と りあ え ず ここ まで 入れ ば この 投げ の 狙い は 達成 され た と 言っ 
も だ ろう 。 

し か し ジャ ー マ ン スー プレ ックス か ら パ ワ 
な ん て 強引 な 投げ な の で あろ うか 。 

ご の パワ ー ボ ム に いく と き に ジャ イア ント スイ ング の コマ ン 
ド は 完成 させ て お こう 。 投げ 抜け は 覚悟 の 上 で 次 の ジャ イア ン 
トス イン グ が も し 発動 し た ら ラ ッ キ ー て な 感じ で ある 。 


ー ボ ム に いく と は 


ジャ イア ント スイ ング 

最後 は ジャ イア ント スイ ング に 行く 。 た だ し この と き の ジ ャ 
イア ント スイ ング の ダメ ー ジ は 、 普 通 に 決め る ジャ イア ント ス 
イン グ の ダメ ー ジ より 小さ い の で ある 。 

相手 が 投げ 抜け に 失敗 する と これ に 行く の だ けれ ど 、 投 げ 抜 
け の タイ ミン グ は は っ きり いっ て あま り わ か っ て いな いた め 、 
ボタ ン 同 時 押し 連打 と いう の は 結構 失敗 する と き が ある の で 、 
絶対 に 投げ 抜け され て し まう と いう こと は な い の で ある 。 
ジャ イア ント スイ ング まで 入る と ダメ ー ジ は 何と ]131| これ 
は ロメ ロス ペ シ ャ ル より も 高く 、 コ マン ド 入 力も こち ら の ほう 
が 楽 な の で 、 狙 うつ O は ワン ダフ ル メ キシ カン コン ボ で ろう 。 


に 


キン グ の 10 連 は 前 作 で も 後半 の 下段 、 中 段 が 強く 、 


出し 切る の が いい か ん じ で あっ た の で ある が 今回 新 
し く 入 っ た 10 連 コン ボ も また 、 後 半 に 変化 が つけ ら 
れる よう に な り 、 よ り 後 半 部 分 が 充実 し て いる こと 言 
える だ ろう つう 。 く わし く 見 る と 5 段 目 で 通り に 分 か 
れる 。 前 作 か ら あ っ た ほう は ここ で 上 、 下 と いく の 
に 対し 、 新 し いぼ ほう は 上 、 中 と いく 。 前 作 で 慣れ て 
いる 人 は だ いた いし ゃ が ん で いる の で 、 こ こ で 中 段 
が ヒッ ト し や すく 、 も し ヒッ ト す る と その 後 下段 も 
連続 し て ヒッ ト す る 。 

また 、 新 し い 10 連 コン ボ の ほう に 分 岐 し 、 7 段 目 
で 前 作 の ほう に 帰っ て くる こと も 可能 で ある 。 ご これ 
は 、 最 後 の 9 段 目 、10 段 目 に 関わ っ て くる こと で あ 
り 、 前 作 は 最後 に 中 段 、 中 段 と いっ て 非常 に ガー ド 
し に く か っ た の で ある が 、 新 作 の ほう は 下段 か ら 投 
げに な っ て いる の で ある 。 こ の 9 段 目 の 下段 と いう 
の は 、 ガ ー ド され る と 反撃 を うけ る の だ が 、 と っ で さ 
に ガー ド し て 反撃 な ん て の は けっ こう キツ い の で 、 
コン ピュ ー タ で も な いか ぎり それ ほど 反撃 は うけ な 
い だ ろ う 。 

技 の 説明 が 終わ っ た と ころ で 有効 な 使い 方 を 見 て 
みよ う 。 ま すず 5 段 目 の 分 岐 を 考え て みよ う 。 こ こ で 
前 作 通 り に や っ て 、 途 中 で や め て いき な り 投 げ と い 
うつ 戦 法 を と る の な ら 、 前 作 で も 新作 で も 使い 方 に 変 
わり は な い が 、 あ くま で 10 連 コン ボ に こだわ り を 持 
つの な ら 迷 わ ず 新 作 の ほう に 分 岐 し よう 。 

その 理由 は いた っ て 簡単 、 新 作 の ほう に 分 岐 すれ 
ば 、 7 段 目 で 前 作 に いく か 新作 に いく か 選択 で きる 
か ら で あ る 。 

B 段 目 は 前 作 は アリ キッ ク を 出す が 新作 は し ゃ が 
み L KK を 出す 。 た だ し 遅く な い の で 、 完 全 に 見 切ら 
れる と いう こと は 少な い だ ろ う 。 し た が っ て 、 下 段 
か 中 段 か の 択 に な りや すい の で 、 今回 の 10 連 コン 
ボ は か な り 使 いや すく な っ た こと 思う つ 。 

最後 に 、 出 し 方 の コツ を 説明 し よう 。 今回 は 前 の 
よう に LP と HP を 連打 する より も 、 最 初 の 3 発 だ 
け 素 早く 入力 し 、 後 は タイ ミン グ よ く 押 す と よい 。 
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